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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　特とく殊しゆ性せい癖へき教室の担任になってから、一ヶ月が経たった。その間に俺は盗とう撮さつ犯の汚お名めいを着せられそうになったり、精力剤ざい入りのクッキーを食べさせられたり、信じて送り出した清純な女生徒が実は被マ虐ゾ性ヒ愛ス者トの変態だったり──と、白色矮わい星せいもびっくりな程ほどに密度の高い日々を過ごしてきた。

　今日からまたあの、犯罪スレスレな日々が始まるかと思うと非常に憂ゆう鬱うつであるが──しかし、やらねばならないのである。もう俺は、死んでもこいつらの担任をしてやるという、変な決心をしてしまったからである。

　そしてその気持ちは、ゴールデンウィーク明けの、連休が海の日まで一日もない地じ獄ごくの七十日間でも変わらないのだ。……たぶん。




　　　　＊




　五月七日、月曜日。

　ゴールデンウィークが明け、久々の学校が始まった。

　ホームルームのために九組に行くと、連休明けだからか、生徒たちの表情もどこか柔やわらかかった。みな、連休中に旅行に行っただの、仲間と一いつ緒しよに遠出をしただの、塾じゆくの短期講習が入っていただの──そういった、高校生らしい爽さわやかな思い出をシェアし合っていた。

　大きく深呼吸をして、俺は言う。

「よーし、じゃあ、ホームルームを始めるぞ」

　すると、教室のドアが開いた。

　誰だれだ、連休明け早々に遅ち刻こくしてきた浮うかれたヤツは──と思い、無意味に遅刻を記録しようとして、言葉を失った。




「ゴホゴホッ、先生……、おはようございます……」




　登校して来たのは、三つ編み頭の眼鏡っ娘こで、見た目は地味だが胸だけはロケット型に突つき出ている、爆ばく乳にゆう女生徒の伏ふし黒ぐろ祈いの梨りだった。

　……のだが、どうにも様子がおかしい。

　伏黒の頰ほおはふんわりと紅あかく染まっていた。まぶたが腫はれているし目も充じゆう血けつしている。鼻の下がぐずぐずで唇くちびるも青白い、表情にもどこかしまりがなく、一言で言って──ものすごく体調が悪そうだった。

「お前。風邪かぜひいてるんじゃないか？」

　ゴールデンウィークに風邪をひくなんて、不ふ憫びんな奴やつだな……。

「違ちがいます、先生……。ちょっと咳せきが出るだけで、ゴホゴホッ……」

「無理なら早退したっていいんだぞ」

「へ、平気で……っ、ううっ……」

　伏黒はどう見たって平気そうではなかった。体を支えてやると、伏黒の体温は尋じん常じようではない温度になっていた。

「風邪じゃないんです……ゲホォ！」伏黒は咳をする。

「こんなに熱を出しておいて、わざわざ学校に来る理由なんて……」

　無いだろ──と言いかけて、俺はその理由に思い当たった。

　伏黒祈梨は被マ虐ゾ性ヒ愛ス者トだ──苦しいのと恥はずかしいのと蔑さげすまれるのが大好きな、変態ドマゾ野や郎ろうなのである。

　ひょっとするとこいつは、熱が出ているのに学校に来ているという、その苦しさが気持ちいいのではないか？

　確かにこの状じよう況きようは、苦しみだけではなく、恥はずかしみと蔑みも同時にいただくことが出来る。オトクなバリューセット状態だ。ドマゾにとっては理に適かなっているのかもしれない。

「ウフフ……、連休明けから風邪なんて……♡」

　よく見ると伏黒の口元はにやついていた。顔は真っ赤になっているので、その笑えみにはどこか凄せい絶ぜつさがあった。俺は大きくため息をついた。




　見て見ぬフリをしようかと思っていたのだが──

　一限目と二限目の間の休み時間に、職員室のマドンナである二十九才独身の青あお木き先生が、今日も年ねん齢れい的に頑がん張ばりすぎなワンピースを着て、たわわな胸を揺ゆらしながらやってきた。

「伊い藤とう先生、伏黒さんの体調が悪そうなんです」

　先生は国語のプリントを持っていた。こうして見ていると胸の谷間にプリントが吸い込まれていきそうだな……、って、そんなことはどうでもよくて。

「風邪をひいているみたいなんですが、本人は認めようとしないんです」青木先生は、なぜだろう？　と首を捻ひねった。

「勉強熱心なんでしょうねぇ」説明するのが面めん倒どうだったので、俺はとぼけた。

「真ま面じ目めな子ですからねぇ……」青木先生は目を細める。「けど、今日は休んでもらった方がいいと思うんです。無む茶ちやをし過ぎると倒たおれてしまうかもしれませんし、ただの風邪でも、悪化しちゃうと重い病気にかかることもあります。他ほかの子に伝染うつしちゃうこともあるでしょうし……」

　青木先生は常識的なセリフを続ける。

「……というわけで伊藤先生、伏黒さんを家に帰してくれませんか？」

　なんだか連休明けから、変なミッションが下りてきてしまった。仮け病びようで授業をサボる、というのは聞いたことがあるが、その逆というのは珍めずらしいな。

　風邪をひいている生徒を家に帰す──という、ただそれだけなのに、妙みように気き詰づまりなのはどうしてだろう。




　俺は二限目の授業に乱入して、無む理り矢や理り伏黒を保健室へと連れて行った。保健の先生は、間が悪くも校内の備品の確かく認にんのために席を外していた。

「ウフフッ♡　先生と、保健室ッ♡　ゲッフォゲホゲホゲホッ!!　ウフォゴホゴホォア！」

　伏黒は体調不良と興奮が混じってよくわからない状態になっていた。こいつ、二秒後くらいに急に死んだりしないよな？　その場合って、死因はなんになるんだろう。腹上死？

「伏黒、帰ってくれないか？」

「嫌いやです！　ゲホグホァ！」

「せめて、マスクをしてくれないか？」

「マスクは駄だ目めなんです……。だって、マスクって顔が見えなくなるじゃないですか……。だ、だから……、ひょっとすると授業中に、オ、オ○ニーしてもバレないんじゃないかと思ってしまって……、肥大化していく欲望が怖こわいんです……♡」

「俺もお前が怖いよ」

　養護教きよう諭ゆのデスクからマスクを取って装着する。伏黒にも付けてやろうかと思ったのだが、急にオ○ニーし始めても困るしな……。

「伏黒。先ほど俺の方に青木先生からお話があったんだが……、本当に……、そうだな。心の底からのお願いなんだが……、頼たのむから家に帰って下さい！　お願いします!!」

「嫌です」伏黒は明確な意志を持って答えた。

「だよな……」俺は嘆たん息そくした。

「だって私、まだ風邪をひいてるって──ゴホゴホォ！　ゲッフォグホォ！　証明されてませんよね……、ウフフ♡」

　この期ごに及およんで、まだそんなことを言うか……。

　でも、帰ってもらわなきゃ困るんだよな。青木先生が言ったように、悪化してもらっても困るし……。

　俺は体温計を手に取った。こうなったら無理矢理にでもこいつの体温を測って、風邪をひいていることを認めさせるしかないな。

「伏黒、脇わきを出せ！」

「い、嫌です……」伏黒は譲じよう歩ほするように言った。「む、胸なら出してもいいですよ？」

「そんなものは出されても困る！　ともかく脇を出せ」

「体温計なんて……、ゲホォ！　絶対に使ってやりません!!　ゴホゴホォ！」

「じゃあ、どうやって風邪をひいていることを証明すればいいんだよ！」

「どうしても体温計を使いたいと言うのならば！　そうですね！」

　伏黒は少し考えてから、俺に提案した。




「脇ではなく、肛こう門もんに体温計を挿さして下さいッ！」




　……。

　は？
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「お、欧おう米べいでは一いつ般ぱん的らしいですよ……、お尻しりの方が体内に近いので正確な体温が測れるみたいです。日本でも、麻ま酔すいにかかった患かん者じやなど、まともに体を動かせない人には肛門で体温を測ったりするそうです……。要するにごく一般的なプレイということです」

「体温を測るだけなのに、どうしてプレイを要求されるんだ？」

「私を家に帰したいというのなら、その前に体温計を私のア○ルに突き刺さして下さい！　そうでなければ家に帰りませんよ！」

　こいつ、頭がバグっているんだろうか？

　風邪のせいか？　いや、前からこんな感じだった気もするな……。

「ゲッフォゴホゴホォ！」伏黒は大きく咳せき込んだ。「うう……、早く挿してくれないと私、家に帰れませんよぉ……。寒いですぅ……」

「なんだか、趣しゆ旨しが変わってきたような……」

「先生は、困っている教え子のア○ルに体温計を挿せないほどの、愛のない教師だったんですか！」

「ぶん殴なぐられてないだけでも、教師としての愛を感じて欲しいが……」

「金○先生ならば、すぐに挿してると思いますよ？」

「その伏ふせ字、金玉先生とかだろ」

　伏黒──お前は腐くさったミカンだよ。

　さすがに白昼堂々、教え子と異物挿入プレイをするというのはな──と思いながらも、俺は体温計に目を移した。

　体温計に貼はられているタグには、「高速計測。たったの五秒！」と書かれている。

　……五秒？

　たった五秒、教え子のア○ルに体温計を挿すことを我が慢まんすれば、元の業務に戻もどれるのか。

　五秒間、ア○ルに体温計を入れるだけで？

　なにそれオトク。いますぐヤるべき？

　いやいや待て待て。なにかが麻ま痺ひしているぞ。

　とはいえ、俺も教材研究とか書類の整理とかで忙いそがしいんだよな……。実際問題、ここで押し問答をしていても生産性がないし……。

「良かろう、伏黒」俺は吞のむことにした。「俺とお前の仲だ。体温を測ったら必ず家に帰ってくれるというのならば、お前のケツで体温を測ってやらなくもない！」

「本当ですか!?」伏黒はだらしのない笑みを浮かべた。

「ああ」俺はうなずく。「だが、保健の先生が帰ってきた時に、俺が教え子のア○ルに体温計を挿しているのが見られれば懲ちよう戒かいされてしまう。というわけでベッドに移動しろ。五秒で終わらせてやる！」

「わかりましたぁー♡」

　伏黒は跳はねるようなステップでベッドスペースへと移動した。

　はしゃいでいる姿は年相応で可愛かわいらしいな。はしゃいでいる理由が終わってるけど……。

　伏黒は桃もも色いろのカーテンを開けると、マットレスの上に移動し、四つん這ばいでこちらにお尻を向けた。ベッドスプリングがきしむ音がする。相変わらず、ゴムボールのような立派なお尻である。

　俺はフットボードの方に回ってカーテンを閉めた。これで、外からは見えないはずだ。

　俺がアイコンタクトを送ると、伏黒はうなずいた。

　それから、服を脱ぬぐ時間ももったいない──といった、まるで追い立てられるかのような仕草で、ハァハァと熱い吐と息いきを漏もらしながら、スカートのホックを外し、ファスナーを下ろした。乱暴に脱ぎ捨てたスカートは、ベッドサイドでくしゃくしゃに丸められていた。

　それから、裸はだかん坊ぼうバンザイといった感じで、あっさりとプリンプリンのお尻を突つき出した。なんだか、羞しゆう恥ち心しんなんて子宮に置いてきた、と言わんばかりの威い勢せいの良さである。感心すら覚える。

　伏黒は、熱に浮うかされたような声を途と切ぎれ途切れに発した。

「はぁ……♡　早くぅ……♡　挿いれてぇ……♡　挿れて下さいぃ……♡」

　体温計をだよな……？

　伏黒のお尻は、風邪をひいているからか赤くなっていた。表面のあちこちには汗あせの水すい滴てきが這はっていて、こうして見ると、ラフレシアかなにかの大型の植物みたいである。お尻の割れ目は陰いん影えいを持って奥へと続いていて、それが呼吸をするたびに不規則に動いている。なんだかお尻が意思を持っていて、誰だれかを誘さそい込もうと画策を続けているみたいである。

　じっと見ているのもアレなので、さっさと体温計を挿すことにした。

　よーし。

　これは日本中の医者がやっている、ごく一般的なプレイである！

　特にやましいことをするわけではない！

　文句は──日本の医者を全すべてまとめている、名前は知らないがそういう感じの偉えらい協会的なものに言ってもらおうか！

　そんな気持ちで、ケツに体温計を挿れた。

「きゃううううううううううう♡」

　伏黒は嬌きよう声せいのようなものを漏らした。

「だ、駄目ぇ、お尻はデリケートな場所なんですぅ……。乱暴に挿れたら駄目です……」

「そ、そうか」俺は慌あわてて体温計を引き抜ぬいた。「じゃあ、どうすればいいんだ？」

「潤じゆん滑かつ油を使えばいいんです……」伏黒は期待をするような目で俺を見た。「もう、言わなくてもわかりますよね……？」

「いや、言われないとわからねーよ」

「せ……、先生の唾つばで体温計を濡ぬらし」バチィンッ！　「ゲホォッ♡」

　しまった。あまりに電波的な発言に反射的にケツを叩たたいてしまった。口よりも先に手が出てしまった。体たい罰ばつである。

　俺が体罰を反省していると、伏黒は「痛いですぅ……♡」としおらしい声で言った。

　あれ、喜んでる？

　そうか……、こいつ被マ虐ゾ性ヒ愛ス者トだもんな。今がチャンスだ！

「調子に乗ってんじゃねーよフシブタ。てめぇのような性奴ど隷れいは、ケツに冷え冷えの体温計を突っ込まれるだけでも感謝しやがれ」

「アリガトウゴザイマスゥ……♡」

　伏黒は、叩かれて赤くなったお尻を突き上げた。そのおかげで、すんなりと体温計を挿れることが出来た。

　ブスッ。

　ふぅ。やっと体温を測れた。

　段々と生徒を動かす力が身についてきたな……。

　これが成長というやつだろうか？

　スキルアップの喜びを感じていると、冷え冷えの体温計は、やがてピピッ、と測定完かん了りようを告げる音を出した。表示を見ると三十九度だった。どうやら、思ったよりもガチめの風邪かぜをひいていたようだ。

「伏黒。つーわけで家に帰れ」俺は伏黒のケツを叩いた。「って伏黒？　おい、伏黒？」

　伏黒の反応がない。どうやら、伏黒はケツに体温計を突っ込んだ状態で気絶してしまったようだった。風邪をひいているのに無理をし過ぎたらしい。

　仕方ない奴やつだな……。

　関係ないが伏黒の体勢は、もしも江え戸ど時代の武士ならば、人に見られただけでも切腹しなければならない程ほどの屈くつ辱じよく的な姿勢だな……。四つん這いになってケツに異物を挿れる。そういう刑けい罰ばつさえもありそうだ。平成の世はどうやら平和のようだな……と思いながら、俺は伏黒にパンツを穿はかせ、スカートを着せて布ふ団とんを被かぶせてやった。

　証しよう拠こ隠いん滅めつが完了したところで、人がやってきた。

　保健の先生が戻ってきたのかと思いきや──そこにいたのは、九組のもう一人の問題児である、胡桃くるみ沢ざわ朝あさ日ひだった。

「なんでせんせーがいるの」

「伏黒の体調が悪かったから、保健室に連れてきたんだよ」噓うそは言ってない。「お前こそ、なんでここに？」

「保健室登校だよ。サボって寝ねに来たの」

「それ、教師の前で言うか……？」

　胡桃沢は手慣れた様子でベッドの一つに上ると、勝手にカーテンを閉めてしまった。まぁ、九組の生徒はサボってもお咎とがめなしなので、特に怒おこらなくてもいいんだが……。

　サボりはともかく──なにか言うべきことがあったような気がして、ふと思い出した。

「そうだ胡桃沢、家庭訪問の書類は持ってるか？」

　そう──俺は今朝のホームルームで、生徒たちから、家庭訪問の希望時間を書いた書類を回収していたのだ。しかし胡桃沢はホームルームにいなかったので、こいつの分は貰もらってはいないのである。

「持ってはいるけど──」胡桃沢は言葉を濁にごした。

「いるけど？」

「渡わたしてもいいけど……」

　カーテンの向こうで、胡桃沢がゴソゴソし始めた。

　どうにも妙みような様子である。いつもあけすけで、あけすけにならなくてもいい所まであけすけな胡桃沢にしては、珍めずらしい様子だった。

　たぶんこいつ、家庭訪問が嫌いやなんだな。学校のサボりとかも、親に全てチクられるかもしれないし……。

　なんて牧歌的なことを考えていると、カーテンの合間からひょいと白い指が伸のびた。そしてその指には、家庭訪問の書類が挟はさまれている。

　よし──胡桃沢のプリントゲットだ。

　今貰った分と合わせて、家庭訪問の書類は全部で十枚ほど集まっていた。

　二年九組の生徒は全員で二十人だ。そのうち、普ふ段だんから出席している生徒は十六人なので、約三分の二の生徒のプリントは揃そろったということになる。プリントを出さなかった六人の生徒は、ホームルームでせっついておいたので提出してくれるだろう。後は引きこもっている四人の生徒の家にどれだけ行けるかだった。

　そう、俺には──どうしても家庭訪問がしたい理由があった。

　話は、ゴールデンウィーク前に遡さかのぼる。

























　ゴールデンウィーク前の、五月二日。

　放課後の教室で、俺は学級委員長である恭きよう野の文ふみ香かと話していた。

　恭野はバイオクリーンルームで培ばい養ようしたかのような現実味のない笑えみを浮かべながら、管かん弦げん楽がつ器きのチューニングが出来そうなほどに透すき通った声で言った。

「二年九組の──出来る限り全ての生徒の家を、訪問してみてくれませんか？」

「出来る限り全員？」

「そうです。九組は、自分の性せい癖へきを隠かくそうとして、家に来られるのを嫌がる生徒が多いですからね」

　その日、俺は帰りのホームルームで、九組の生徒たちに家庭訪問のプリントを配り、ゴールデンウィーク明けに提出しろと伝えていた。恭野のセリフは、それを受けたものだろう。確かに。提出状じよう況きようが良くないのは予想できるな。

　だが──

　どうしてそんなことを、俺に頼たのむんだろう。

　まぁ、考えても仕方ないか。恭野は学級委員なのだから、九組の生徒が家庭訪問のような学校行事に消極的なのを気に病やんでいるのかもしれない……と、とりあえずは思っておいた。あまり、深く考えても仕方がないような気もする。

「目標は、二十人のうち十五人の家を訪問することです」

　恭野はそんな条件を出した。

　俺と恭野の関係──教師と生徒が逆転した関係──は、改めて見るとなんだか変だったが、恭野の態度に有う無むを言わせぬものがあるのも確かだった。

「わかった、頑がん張ばってみるよ」俺は恭野の宿題を受け入れた。

「ありがとうございます」恭野はふんわりと笑った。

　意味ありげな沈ちん黙もくがぽっかりと浮うかんで、恭野が席を立った。くっきりと折り目の付いたプリーツスカートが、ふわりと秘密を隠すベールのように揺ゆれていた。




　　　　＊




　なにはともあれ、家庭訪問だ。

　てんやわんやしていると、あっという間に、実じつ施し日の一日目である五月十四日が来た。

　不安だった。生徒の親と会うというのは緊きん張ちようする。おまけに、特とく殊しゆ性せい癖へきを持った生徒の親である。親子揃そろって特殊性癖ということもあり得るのだ。

『伏ふし黒ぐろ祈いの梨りの母です……。ちょっと今日は体調が悪いので、お尻しりで体温を測ってくれませんか？』

『父です。私の体温も測って下さい』

『先生。家族三人揃ってお尻に体温計を挿さすなんて。最高にエキセントリックです！　家族の絆きずなが、もっと親密になった気がします……』

　そんなことだってあり得るのだ。いざという時は警察だな……。

　職員室で、生徒の家庭環かん境きようを示す、家庭状況調査票というものを前にうんうんと唸うなっていると、清せい純じゆん学がく苑えんの学苑長であり──同時に俺の祖父でもある、アンデッド芳よし雄おこと伊い藤とう芳雄がやってきた。

「今日から家庭訪問じゃろう？」

「そうですね」

「忘れないように、ワシに家庭内での性癖の様子も報告するんじゃぞ。生徒の性癖を正しく知っておくのは、生徒の、性癖を活かした進路選択のためにも重要じゃからのう」

　確かに、家庭訪問は進路のためにも大事だな。それに性癖が活いかされるかはともかく。

　話が終わると、祖父は俺に車の鍵かぎを渡した。移動手段がない俺は家庭訪問の期間中、祖父の車を借りることになっていた。




　やる前は緊張した家庭訪問だったが、実際にやってみるとするすると進んだ。

　機械性愛メカネロテイスムのハカセの家で、意思を持ったドローンにイカされかけたり──盗撮魔ピーピングトムの蕎麦そばくんの家で、蕎麦くんにそっくりな六つ子を見たり──伏黒の家で、やけにエリート意識の強い真ま面じ目めな母親に詰つめられたり──色んな家庭を訪問した。

　お風ふ呂ろ盗とう撮さつの件で火炎性愛パイロフイリアと刺ステ青イグマ性トフイ愛リアの疑いが生まれた、火か嶺りようと藤ふじ咲さきの家に行ってみたら、意外にも普ふ通つうの家で拍ひよう子し抜ぬけをしたり──

　十人以上の家を訪問して、一週間が経たち、金曜日になった。今日が終われば、残りの訪問は五月末の定期テスト以降で、少し休めることになっていた。

　節目に訪問する生徒の家は──二年九組のいたずら好きな白ギャルビッチ──胡桃くるみ沢ざわ朝あさ日ひの家だった。




　清せい純じゆん市の端はしっこに、菰こも花はな町という小さな町がある。

　三重県と滋し賀が県けんを分ける、黒くろ宮みや山脈の東側にある田舎いなか町で、どれくらい田舎かというと、インターネットで「菰花町」のニュースを検けん索さくすると「菰花町にある小麦畑に、イノシシやシカが下りてきて困っていたので、おじいさんが子ヤギを飼って撃げき退たいしました」という心温まる記事が出て来るような──要するにド田舎である。

　そして、この町には天てん宮ぐう岳だけという、温泉とレジャーで有名な山があり──その奥地に、胡桃沢の家がある。

　本当に山奥にあるらしい。周囲には道もなく、ぽつんと建っているという。学苑長の話によると胡桃沢家は富ふ豪ごうであり、天宮岳の土地の三割程度を買っているらしい。そんなわけで、とりあえず所有地のどこかに家を建てていることは確かなのだが──土地があまりに広すぎて、正確な位置は誰だれにもわからないそうだ。学校に提出された家庭状況調査票にも、住所ではなく地番が書いてあった（地番というのは土地の整理番号で、住所がない土地の住所代わりに使ったりするらしい）。

　山登りをしてまで家庭訪問をするのは骨が折れるな……と思っていると、胡桃沢の家族から相談があった。

『家があまりに遠くて、先生に来てもらうには忍しのびないので、菰花町にある喫きつ茶さ店てんでお話をしましょう』

　訪問していないので、家庭訪問というのかは微び妙みようだが……、まぁ、話せるだけでもありがたいと思おう。

　俺は指定された喫茶店に入った。他ほかの訪問がスムーズに終わったので、着いたのは待ち合わせの三十分前だった。暇ひまつぶしに将しよう棋ぎアプリをプレイしていると、奇き妙みような格好をした女性が店に入ってきた。

　その女性の方を見て──

　つい、目が離はなせなくなった。

　女性は背中がぱっくりと開いた、体の側面部があみあみになっている、まるで蜘蛛くものようなシルエットのホルターネックの黒セーターを着ていた。下に穿はいているのは、エグすぎる食い込みのショートパンツである。体の露ろ出しゆつ部分にはボディストッキングが見え隠れしているが、これもダマスク模様を模したような刺し激げき的なものだった。

　一言で言って、痴ち女じよだった。

　だが、胡桃沢が渋しぶ谷やの痴女であれば、彼女は銀ぎん座ざの痴女という感じだった。なんというか──どこか高級感があるのである。妙みように堂々としているし、顔を見てみると清せい楚そ系の美人である。だから、エロすぎる服だって「今年のパリコレでブレイクしたモード系の服」と言われれば、ワンチャン信じてしまうかもしれない。ＧＩ○ＺＡ辺りで特集されているかもしれない。

　女性は小さな声で呟つぶやいた。

「寒い……、寒い……」

　寒いなら服を着ろ──と思っていると、女性はこちらに近づいてきた。

「……伊藤真まな実み先生かしら？」

　どこか気品のある、しっとりとした落ち着いた声だった。

「あっ……、はい」

　俺は立ち上がって挨あい拶さつをする。

　あぁ──やはり、この女性が胡桃沢の家族なのか。正直、ひと目見た時からそんな気がしていた。こんな格好のやつはあいつの家族しかいない。

　プリントには、姉と父が応対すると書いてあった。つまり──

「胡桃沢の、お姉さ──」

　そこまで言いかけて、不意に──股こ間かんに痛みを覚えた。

「うぐうっ！」

　状況を理解しようとして、俺は目を疑った。

　女性は──スラックス越ごしに、俺の股間フオースを握にぎっていた。

　何これ……？　茶ちや目めっ気たっぷりな挨拶？　外国では普通なやつ？　まさかドッキリ？　もしくはエロ漫まん画が的な展開の始まり？

　──と思っていると、女性はぼそりと呟いた。




「男性器のｐペーＨハー値６・０……」




　……。

「へ……??」

「カウパー腺せん液の分ぶん泌ぴはなし。精神状態は緊張。体温は正常だが不ふ感かん蒸じよう泄せつ量が多い。球部動脈の血流速度は異常。恐おそらくは私に陰いん部ぶを触さわられていることが原因だが、この脈みやく拍はく数は他の理由を思わせる。思うに彼自身、女性経験が少ないか……、もしくは──くすっ、あなたは童どう貞ていかしら？」

　俺は女性の言葉を聞きながら、固まっていた。

　なんだ──この状態は。

　女性にフォースを摑つかまれたと思ったら──まるで医師に診しん察さつを受けている時のように、フォース越しに俺のコンディションを読み取られている……。

「コルチゾールの分泌量が多い。寝ね不ぶ足そくみたいね」

　確かに俺は最近、家庭訪問と教材研究が重なってうまく眠ねむれていないが……って、どうしてそれが陰いん部ぶ越しに読み取れるんだ？

　あまりに常識を超こえた状況である。
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　というか──

　異常な状況と言えど、オトコノコである以上、こんな美人にフォースを摑まれたら、ちょっとばかりは緊張するぞ。

　ヤバいヤバいヤバいヤバい……。

「あれ……？　少しずつ固くなってる。この状況で興奮出来る男……」

　女性は俺のフォースから手を離した。距きよ離りを取り──それから、俺の股間を触っていた指先をぺろりと舐なめた。

「見所があるわね」

　女性は目を細めて俺の方を見ると、まるで加か虐ぎやくの快感に浸ひたっているような笑えみを浮かべた。どうやらなにかを認めてくれたらしい。

「自己紹しよう介かいが遅おくれたわね。私の名前は胡桃沢夜よる陽ひ。胡桃沢朝日の姉よ」

　胡桃沢夜陽は唇くちびるに手を触ふれながら、改まって俺にそう告げた。




　家庭訪問が始まった。

　ビッチセーターとボディストッキングを着た夜陽さんは、喫茶店のビーフシチューをすすりながら俺に言った。

「朝日は困った子でしょう？　あの子はうちの一族の中でも、一番出来が悪いからね」

　夜陽さんはリラックスした様子だが、俺は全然くつろぐことが出来ない。

　なんなんだ、この人。

「あの子、未いまだにバイブがうまく使えないのよ。実戦経験が少ないからだ、って私は言ってるんだけど……」

　おまけに──この会話内容はなんだ。

　そんな、日常会話みたいなテンションでバイブを口にしないで下さい。

「ポルチオ性感は使えるようになったみたいだけど……」

　この美人のお姉さんがポルチオ性感と言うと、まるでポルチオ性感が難しい哲てつ学がくの用語みたいだな……。オッカムの剃刀かみそりみたいな。

　頭の中でポルチオの剃刀……と呟いていると、不意に夜陽さんは俺に話を振ふった。

「ねえ、先生はどう思います？　バイブが使えないビッチって」

「そうですね」俺は適当に話を合わせた。「やはりビッチである以上、バイブは使えた方がいいと思いますね」

「そうよねぇー」

　いや、知らねーよ。

　内容のない話をしていると、夜陽さんは腕うで時ど計けいを確かく認にんした。

「お父さん、まだ来ないわね」どうやら既すでに、家庭訪問の時間が来ているらしい。「あの人、時間にルーズだから」

「はぁ……」

「朝日はたぶん、最初から来る気がないわね。あの子、こういうことは避さけるのよ」

　そういえば胡桃沢は、家庭訪問に乗り気じゃなかったな。ひょっとすると、家族と折り合いが悪いのかもしれない。

　まぁ、折り合いがどうとか、そういう次元じゃない怪かい人じん物ぶつが来てしまったけど……。

　夜陽さんはシチューを食べ終わると、大きく開いた袖そでぐりからセーターの中に手を入れて、冷気に身み震ぶるいした。

　見えそうで見えないおっぱいに一いつ喜き一いち憂ゆうしていると──店の中に、一人の中年男性が入ってきた。

　萌もえ黄ぎ色いろの着物を着た、コワモテの大男だった。だが、それよりも目立つのは、彼の周りをガードする四人のサングラスを付けた黒服だった。

　露ろ骨こつに、ヤクザだった。

　だが状じよう況きようからして、恐らく──

「お待たせしましたね。朝日の父親の胡桃沢夕ゆう影かげです」

　ああ、やはり。この人が、胡桃沢の父親か。

　目つきの鋭するどい男性だった。顔は笑っているが、いつ嚙かみ付いてくるかわからない凄すごみがあった。胡桃沢や夜陽さんと違ちがって変態ではなさそうだが、この人が胡桃沢の父親だと聞くと──なるほど、この親にしてこの子があるのか──と、妙な納なつ得とくをしてしまう感じがした。

「お父さん。この店寒いのよ」

　夜陽さんがセーターの中に手を入れて、ブルブルと震えている。

「寒いなら服を着なさい」

　あれ……、俺がずっと言いたかったことを言ってくれた。もしかしてこの人、いい人なのか？

　黒服四人を含ふくめて、七人で奥の座席に移った。夕影さんは怖こわいし、夜陽さんは痴女だし、黒服は俺を凝ぎよう視ししてくるしで、非常に落ち着かない感じだが……、黙だまっているわけにはいかないので家庭訪問を始めた。

「あの、えーっと……、本日はよろしくお願いします」

「よろしく」夕影さんは少しだけ頭を下げた。「朝日はご迷めい惑わくをかけていませんかね。あいつは、いいことも悪いこともわからないガキですからね」

『あいつは本当に問題児なんですよ。胸がめちゃくちゃ出ててエロいですし、すぐにセ○クスしたがりますし！　変態ですし！　媚び薬やく入りのクッキーを作りましたし！　僕も誘さそわれましたし！』と言いたかったのだが、言ったら殺されそうだしな……。

「そ、そそ、そんなことありませんよ……。娘むすめさんは本当に出来のいい人でして……、私たちも助かっております……」

　適当に胡桃沢を持ち上げて帰ろう……、と思っていたら、夕影さんは不意に真顔になって、隣となりにいる夜陽さんの方を見た。

「夜陽」ドスの利きいた声で呼びかけた。

「伊藤先生は噓うそをついているわね。カウパー腺液の匂においに濁にごりを感じるわ。男性器の乾かん燥そう度が２％上じよう昇しよう。典型的な噓つきの反応よ」

「伊藤先生」夕影さんは困った顔をした。「本当のことを言ってくれないと、家庭訪問にはなりませんからね」

　えっ……、マジで。

　何その超ちよう能のう力りよく。体の一部から噓を見み抜ぬくって──それって、どこのマフィアのジッパー使い？

　だけど、本当のことを言ったら殺されそうだし……。

「『ボノボ部隊』」

　夕影さんが黒服に言う。どうやら黒服は「ボノボ部隊」という名前らしい。けったいな名前の部隊は夕影さんの合図を受けると、揃そろって店の外へと出て行った。

「まぁ、我々も少し気が利かないところがありましたかね」夕影さんは苦く笑しようする。「あんなコワモテの奴やつらがいたら、まともに話も出来ないでしょう」

　ボノボ部隊が店を去り──ようやく、少し落ち着けるようになった。

　深呼吸をしてから、俺は話を始めた。

「娘さんは──問題児なんですよ」

「ふむ」

「よく、教師に迷惑をかけていまして」

　夕影さんの顔を見る。特に怒おこり出しそうな顔はしないな。

「それは申し訳ありませんね。どういう迷惑をかけているんですか？」

「えーっと、そうですね。娘さんはエロ過ぎるというか。露ろ出しゆつ度どが高すぎるというか……」

「立派なビッチを目指している以上、エロくなくては困ります」

「……」

　俺は夕影さんの表情を見る。相変わらず気難しい顔をしていて、特に冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

「そ、そうなんです……。ビッチなんですよ。それで困ってまして」

「まぁ、朝日なんて、まだビッチとは言えませんけどね。通り様に男を手コけるくらいになって、初めて一人前のビッチと言えます」

「……」俺は続けた。「前まえ田だ先生っていう前任の先生がいるんですが、その方を性奴ど隷れいにしてまして」

「一人でしょう？　優ゆう秀しゆうなビッチなら、十人は性奴隷が欲しいです」

「娘さんを、どう指導していいのかわからなくて……」

「私達は、先生の指導に期待して特とく殊しゆ性せい癖へき教室に通わせているんです。もっと淫いん乱らんになるように指導して下さい」

「はーい。淫乱になるように指導しまーすっ！」

　駄だ目めだ……、マジで話が通じない。

　この世界には、自分と違う価値観の人間もいるんだな──ということを、深く認識した家庭訪問だった。

　大体、立派なビッチってなんだ。ビッチは立派じゃねーよ。矛む盾じゆんしてるだろ。「清純派ＡＶ女優」みたいな矛盾だろ。右に左折して下さい、みたいな。

　……って『特殊性癖教室』？

「特殊性癖教室のことを知ってるんですか？」

　俺の質問に、夕影さんは変な顔をした。知っているのが当たり前という顔である。

　……??

　あれ。特殊性癖教室の存在って、トップシークレットじゃなかったっけ。

　だからこそ生徒も親も知らないはずだし、家庭訪問をした他ほかの親だって、知っている素そ振ぶりを見せなかったのだが……。

　だが──俺は黒服たちの存在を思い出す。よくわからないが、この人もこの人で尋じん常じようではない人であることは確かである。恭野も知っていたんだし、教室のことを知る方法もゼロではないのだろう──ということにしておいた。特殊性癖教室の秘密について、特に興味があるわけでもないし。

　だけど、

　特殊性癖教室のことを知っているのなら、どうしてこの人は……。

　俺は、夕影さんが九組のことを知っていることよりも──ずっと気になることがあって、その疑問を口にした。




「どうして……、娘さんを特殊性癖教室に通わせているんですか？」




　夕影さんは表情を変えずに、じっと俺の方を見つめていた。

　だって──そうだろう。特殊性癖教室には問題を持った生徒たちが集まっている。中には、人に迷惑をかける性癖を持った奴や、教育上よろしくない性癖を持った奴もいる。

　俺は、特殊性癖教室の奴らは嫌きらいじゃない。非常に困った奴らだが、面おも白しろい奴らでもある。だが、親としては──そういう生徒がいる学校に子供が通っているというのは、少しばかり気になるものではないだろうか。

　夕影さんは改まった声で言った。




「娘を──私と同じ進路に進ませたいんですよ」




　夕影さんは、真ま面じ目めな父親の表情になる。

「不ぶ躾しつけかもしれませんが……、夕影さんはなんの仕事をしてらっしゃるのですか？」

　不意に緊きん張ちようが走った。

　ひょっとすると、聞いてはいけないことを聞いたのかもしれない。

　俺は思う──この人たちは少なくとも、まともな職業ではないだろう。黒服を従えるコワモテの男に、裸はだか同然の格好をしたビッチ。ヤクザがこんな感じなのかはわからないが、少なくとも表には出られない仕事をしているに違いない。

　そして、そういった人間に仕事を聞くというのは、危険な世界に足を突つっ込んでしまうことになるかもしれない。

　だが俺は知っておいてもいいはずだ。一応はあいつの担任なのだから。

　夕影さんは押し黙ると──仕方がないといった様子で、その意外な進路を口にした。




「私の仕事は、内閣の職員です」




　……。

「はい？」

「正確には、内閣情報局の職員ですね」

　……へ。

　内閣って──あの内閣？　官かん僚りようとか──そういう感じの内閣？

「そうです」夕影さんは答える。どうやら口に出ていたらしい。「官僚というのとは、ちょっと違いますね。もっと単純に、国家公務員と言った方が正確ですかね」

　国家公務員？

　このヤクザが？　……って、人様の親に向かって失礼なことを考えてしまった。

「ヤクザですいませんね」やべー、また口に出ていた。「ですが、私の働いている情報局というのは微び妙みような立ち位置にある部署なんです。伊藤先生は情報局をご存知で？」

「いえ……」そもそも内閣の部署なんて、文部科学省くらいしか思いつかねーよ。

「情報局は、元より情報宣伝を行っていた部署です。一九三六年に設置された『内閣情報委員会』が元となっていて、戦時中は思想統制やプロパガンダを行っておりました。終戦後には廃はい止しされたことになっていますが──実際は今でも存在して、諜ちよう報ほう活動を続けています。まぁ、公おおやけにできない組織という点では、内閣と言ってもヤクザと変わりませんよ」

　あまりにスケールのデカい話に、俺は言葉を失った。

「あの……、その部署は、一体、どういう仕事をしていらっしゃるのでしょうか」

「国家間の諜報活動や撹かく乱らん行動……、簡単に言えば、スパイのような仕事をする部署ですね。胡桃沢家の者は代々、情報局の職員をしておりまして。朝日には私の後を継ついで、是ぜ非ひとも立派な職員に──つまりはスパイになって欲しくてねえ」

　……。

　はぁ。

　スパイ。

　スパイ………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………？

　こんな時、どういう顔をすればいいのかわからないの。

　笑えばいいのだろうか。

　あはははは。

　でも──

　どうして、夜陽さんと夕影さんが、ビッチにこだわっていたのかはわかった。

　スパイの仕事は情報収集。そのためには、敵と寝ねることも必要な時がある。

　胡桃沢はそんな時に、体を売ることも必要とされているのである。

　……って。

　いやいや。

　ねーよ。

　０○７の世界じゃあるまいし。

　そんな、わけのわからない話が──


「生徒の、性癖を活かした進路選択のためにも重要じゃからのう」



　俺の脳のう裏りに、祖父の言葉がフラッシュバックする。

　ビッチの性癖を活いかした進路が内閣のスパイって……、それはちょっと飛ひ躍やくし過ぎじゃないですか？




　　　　＊




　日曜日。

　俺は、三重県最大級の神社である伊い勢せ神じん宮ぐうの方へと来ていた。天あま照てらす大おお神みかみを祀まつった神社で、日本の首しゆ相しようが必ず新年には参拝するという有名な神社である。

　理由は──お祓はらいのためである。どうも、四月から妙みようなことが起こりすぎている。特殊性癖教室の担任に任命されたことを始め、淫いん行こう条例で捕つかまりかけることが多数。最近はスパイと繫つながりを持ってしまった。なにか悪い霊れいに憑つかれていてもおかしくない状態だ。

　伊い勢せ市し駅に着いた。伊勢神宮の周りには、有名な神社なだけあってたくさんの神社が集まっている。

　伊勢神宮では子供の頃ころに何度もお祓いをしてもらったことがあるので、別の神社でお祓いをしてもらおうと思って歩いていると、なんとなく雰ふん囲い気きがいい神社があった。よし、今日はここでお祓いをしてもらおう……と、俺は夜中に本ほん棚だなからその日のパートナーとなるエロ同人誌を選出する時のような気持ちで思った。

　俺の入った神社は、純じゆん潔けつ神社という名前だった。

　塗ぬり替かえられたばかりの、ぴかぴかの丹に塗ぬりの鳥居を通って階段を上っていくと──スギの木が生おい茂しげる、どこか静せい謐ひつな空気のする境けい内だいについた。

　あぁ──スピリチュアルなエネルギーを感じるぜ、パワースポット最高……、と深呼吸をしていると、ふと、境内の隅すみに可愛かわいらしい巫女みこがいるのを見つけた。

　金きん髪ぱつツインテールで色白ハーフの巫女が、境内を楚そ々そとした仕草で掃そう除じしていた。

　へぇ……、今時はハーフも巫女をするのか。バイトだろうけど。『君○名は。』がヒットした影えい響きようだろうか。

　横顔を見る限り、中々の美人だ。おまけに──巫女装しよう束ぞくで隠かくれちゃいるが、中々の巨きよ乳にゆうである。

　神様は見み逃のがそうが、俺は見逃さないぜ、その、たわわに育ったメロン乳をな──と、目を細めていると、自分が萌もえている対象がとんでもない奴やつだということに気づいた。

「……って、胡桃沢!?」

「せんせー？」

　なんとそこにいたのは、九組の白ギャルビッチ──胡桃沢朝日だった。

　教え子じゃねーか！

　胡桃沢は俺を見て、いやらしい笑えみを浮うかべる。あぁ──清せい楚そ巫女だと思ったら性せい豪ごう巫女。五ご穀こく豊ほう穣じようを願って、性器形の御ご神体の上でファックする方向の巫女じゃないか、騙だまされた！

　セルフＮＴＲ寝取られ気分を味わっていると、意外にも巫女服が似合うビッチは俺に聞いた。

「せんせーは、なんでこんな所にいるの」

「お祓いをしようと思ってな」

「えっ!?　嫌いやなことでもあったの!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「三割くらいはお前のせいだが……」

「無意味なことをするもんだねー」あろうことか、お祓いをする側の人間である巫女が言う。「でも、お祓いをするなら──なんで伊勢神宮じゃなくて、うちの神社なの？」

「まぁ、地元民だから伊勢神宮には飽あきてるし、それに──なんとなく雰囲気のいい神社だったからな」
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「ふうん」胡桃沢は安心したような表情になった。なぜだか知らないが、ここで働いていることを隠したそうな素そ振ぶりだった。「わかる？　そうなんだよね。ここ、本当に雰囲気いいんだよねー」

　胡桃沢はそう言って、穏おだやかな表情を浮かべた。

　境内はやわらかな陽光に包まれていた。参道には薄うすく草が生い茂っている。向こうには拝はい殿でんがあって、風に吹ふかれて紙垂しでがふわふわと揺ゆれている。

　ノスタルジックさを覚える、実に日本的な風景だった。心の奥底が落ち着く感じがする。

「……せんせーもさ、神社を模したイメクラに行くくらいなら、うちに来なよ」

「そうだな。……って、俺は普ふ段だん、そんな邪じや悪あくなイメクラには行かないからな」

「まあ、この辺りって風ふう俗ぞく店てんは少ないし、神社を模したイメクラの代わりにここに来たんだろうけど……」

「そんな動機で神社に来る奴はいねーよ」イメクラの代わりに神社に来る奴、日本中を探してもマジで０人説。「というか胡桃沢も、意外と情じよう緒ちよ的な部分があるんだな。お前がこんなところでバイトをしてるとは思わなかったぞ」

　どちらかと言えば、イメクラにいそうなのはお前の方だろ。

「うん、こういう雰囲気好きなんだよねー」胡桃沢は微笑ほほえんだ。「私も、神社と神社を模したイメクラの両方で働いてみて、こちらの方が情緒があったから働いてるんだよねー」

「そりゃそうだろ！」

　って、本当にイメクラで働いてたのか？　さすがに冗じよう談だんだよな？

　あたふたしていると、胡桃沢は不意に俺に聞いた。

「パパとお姉ちゃんとは会ったんだよね？」

　胡桃沢の顔は普段よりも真しん剣けんだった。その表情を見るに──やはり胡桃沢は、家族との仲が悪いのかもしれない。

「ああ、会ったよ」

「じゃあさ、私のバイトのこと、二人に言わないでくれる？」胡桃沢はじっと俺を見つめた。「うちの家族って……、あんな感じでしょ？　だから、こんな処女性の象しよう徴ちようみたいなバイトしてるって知られたら、きっと勘かん当どうされちゃうよ」

　頭の中に、夕影さんのセリフが響く。


「娘むすめを──私と同じ進路に進ませたいんですよ」



　胡桃沢の家族は、胡桃沢を立派なビッチに育てようとしていた。そんな彼女が、巫女のようなバイトをしているというのは……、確かに、あまり良くは思わないかもしれないな。

「なぁ、胡桃沢。お前がバイトをしている理由って、もしかして──」

「あっ」

　胡桃沢は腕うで時ど計けいを見ると、俺に言った。

「丁度、バイトが終わる時間じゃん。ねーせんせー。お祓いの予定、別の日にしてもらってもいい？」

「ん？　特に問題はないが……」

「じゃーさ、ちょっと待っててよ。私丁度、バイトが終わる時間だからさ」

「？　ああ、いいよ」

　そう言うと胡桃沢は、やったーと無む邪じや気きに喜んでみせた。思いもよらない可愛らしい仕草に少し和なごんだが、鈍どん感かんな俺は喜びの理由がわからない。

「すぐに着き替がえてくるから待っててよ。折せつ角かく会ったんだから、デートしようよ。ね？」




　生徒と教師がデートというのは、よくないかもしれない。

　……が、しかし、


「特とく殊しゆ性せい癖へき教室の先生は、生徒になるべく寄り添そってあげて下さい」



　武蔵むさし野の先生の言っていた方針もあるし──それに、家庭訪問の件があって、胡桃沢とは少し話したい気分だったのだ。

「ゲーセン行こ、ゲーセン！」

　胡桃沢の言葉で、俺たちはゲーセンに向かった。

　二十分ほどバスに揺られると、目的のゲームセンターに着いた。田舎いなかなので、百円ショップとゲーセンが合体したようなこぢんまりとしたものだった。

　キラキラ感丸出しのプリクラコーナーに入ると、胡桃沢が言った。

「ねーせんせー、プリ撮とろうよー」

「いいけど、人前で『せんせー』と呼ぶのはやめろ。今流行はやりのロリコン犯罪だと思われるだろ」

「えー、じゃあ『かれしー』かな？」

「それはそれで恥はずかしいな」

「わかったよ。小学校のせんせー」

「無む駄だに犯罪度が上がってる!?」

　胡桃沢と共に、写真撮さつ影えいのブースに入った。美顔ライトが不ふ祥しよう事じ会見の記者カメラのように敷しき詰つめられた狭せまいスペースだ。こんなに照らされたら、顔面が光で飛んで消失してしまうんじゃないかと思うほどである。

「折角せんせーと撮るんだからさ、記念になるようなプリがいいなー」

　胡桃沢は跳はねるような声で言う。こいつにも、可愛い面があるじゃないか。

「すっごく衝しよう撃げき的なプリを撮ろうよー！」

　ん？　なぜだろう……、段々と悪い予感がしてきたな……。

　画面に、撮影人数や撮影コースや背景等の、よくわからない指示が表示されていく。胡桃沢がそれらをハイペースで選択していくと、すぐに写真を撮る時間になる。

　女性ボーカルの洋楽ポップが大音量で流れる中、プリクラの機械が言う。

『ポーズを決めてね♪』

　えーっと……、とりあえずピースで。

　なんて思っていると、不意に胡桃沢は撮影スペースの中でひざまずき、俺のジーンズのベルトを外し始めた！

　ガチャガチャガチャガチャ!!

「胡桃沢っ！　お前──何をする！」

「何をするって……、記念になるプリ作り！」

「どうしてお前の発想は下半身中心なんだ！」

　あまりに手て際ぎわの良い脱ぬがせ方だった。さすがはビッチの家系──と、まごついている暇ひまもなくベルトとファスナーが外れた。まるで、調理と同時に皿洗いが終わっている、熟練の主婦の手料理のようだった。

　つーか、谷間を上から見るこの構図、エロいな……。胸がデカすぎて、谷間がブラックホールのように見える。思わず手を突つっ込んでみたくなるが、ここから先は一いつ般ぱん人と犯罪者を分ける、事象の地平面なのである。

「ねーせんせー、あまりの衝撃に、教育界が激げき震しん！　みたいな写真を撮ろうよ」

「どう考えても、悪い意味の衝撃だろ！」

「いいじゃん、有名人になろう。名前を売ろうよ！」

「汚お名めいしか売れねーよ。そんなポップなテンションで、人の人生を棒に振ふるな！」

「そうだね。棒は振らないで、握にぎるモノだね！」

「うわーっ！」

　胡桃沢は躊ちゆう躇ちよなくファスナーの中に手を入れた。いやいや、そんな筆箱からボールペンを取り出すような自然さで人の息子むすこを触さわろうとするな！　そして、俺が股またを閉じて抵てい抗こうするのを『あれ、ペンがひっかかって出にくいなー』みたいな顔をして見るんじゃない！

「おかしいなー、全然出てこない」

「おかしいのはお前の頭の方だ！」

　頼たのむから、頭のＯＳに常識をインストールしてくれ！

　つーか、こいつマジで上手うまいな。まるでどじょうすくいの名人のように、俺の下半身のフニャフニャのモンスターを……って。
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「やったー！」

　俺の息子は白日の下もとへと曝さらけ出され、不祥事ライトにピカピカと照らされていた。おい、my son!!　一体なんの犯罪で捕つかまっちまったんだい？　公然猥わい褻せつ？　くそう、冤えん罪ざいだ!!

「ちょっと胡桃沢。さすがにこれはやべーだろ！」

「静かにして！」

「……なんで」

「もう撮影始まるから！」

「はぁ!?」

「撮影始まったら、表情作らなきゃいけないでしょ？　女の子が写真写りを気にするの、少しは考えてよ！」

「男の子が社会的な立場を気にするのも、少しは考えてくれ！」

『３、２、１……』

　プリクラの機械が自動でカウントを始めると、胡桃沢は頰ほおを手の平で押さえるという、典型的なプリクラポーズを作ってみせた。

　そして無情にも、パシャリと撮影音が鳴った。

　あぁ……。

　公然猥褻の証しよう拠こが、ゲームセンターの筐きよう体たいに……。

　俺は絶望的な気持ちで、写真の表示を待っていた。

　──が、

　偶ぐう然ぜんにも俺の息子は写っていなかった。プリクラの撮さつ影えい範はん囲いが胸むな元もとから上だったので、俺のおっぴろげになったフォースは入らなかったらしい。

　あぶねぇ……。

「折角、せんせーのアソコの隣となりでキメ顔作ったのに……」胡桃沢は、俺のフォースが撮影範囲外だったことよりも、自分のキメ顔が写らなかったことを不満がっていた。「せんせーって背が高いし、ワンチャン画面に入ると思ったんだけどなぁ……」

「次は普ふ通つうの写真を撮ろう。な？　胡桃沢」

「でも……、あと二十センチくらい上に行けば入ったよね？」

　胡桃沢はプリクラの画面を指差した。

　確かに、もう少し頑がん張ばれば写るかもしれない。しかし、だからと言って写す手段は──

「めちゃくちゃデカくしたら撮れるんじゃない？」

「はぁ!?」

『二枚目を撮るよ♪』

　プリクラの機械が言う。こいつは、最初に胡桃沢が指定したセット──半身の写真二枚と全身の写真一枚を撮り終えるまで、具合が悪いことに止まってくれないのだ。

　胡桃沢は、俺が穿はこうとしていたズボンのすそをガッと握ると、そのまま勢いよく下に下ろした。

　うおおお、まだ撮るつもりなのか！

「私は、せんせーのアソコをプリクラで撮るために生まれてきたんだーッ！」

「しょーもない理由で生まれ過ぎだろ！」

「撮らせてよー。ちゃんと水すい滴てき形のスタンプ使って、せんせーのアソコ、発射しているように描かいてあげるからー」

「なんの気き遣づかい!?」

　俺は全力で抵抗する。さっきは不意を突かれたが、今度はそうはいかないぞ！

　大人の筋力、なめんなよ！

　胡桃沢は俺の股こ間かんに向けて、素す早ばやいジャブを繰くり出した。だが、その攻こう撃げきの一手一手を、俺は手刀で撃うち落としてみせる！

「甘いぜ！」

　もう二度とお前に、俺の息子を触らせない！

　息子は俺が守る！　と、パ〇スのようなことを考えていると、胡桃沢が言った。

「ねえ、せんせー」

「なんだ」

　胡桃沢は目を潤うるませると、頰を紅潮させ、ピンク色の唇くちびるを震ふるわせた。

「わたしに……、せんせーの大切なとこ……、触らせて……」

　金きん髪ぱつツインテールの女子高生が言う。そのか弱い仕草に──俺は反射的に答えた。

「はい、触らせます」

「やったー、いただきまーすッ！」

　まずい──騙だまされた！

　胡桃沢はふたたび俺の下半身を攻撃すると、ハンカチ越ごしに俺のフォースをぎゅっと握った。

　うぐぅ！

　シルクの感かん触しよくがもどかしくて、素す手でで触られるよりもヤバい！

「やめろ、胡桃沢っ！」

「大きくなれ……、大きくなれ……、大きくなれ……」胡桃沢は、まるで無人島で必死に火を起こそうと頑張っている人のように、俺のフォースを摩ま擦さつし始めた。

　ああ──火が起こる！　火が起こる！

「文明開化ぁ……ッ！」俺は叫さけぶ。

「やったーっ！　これだけ大きくなればきっと写るーっ！」

『３、２、１……』

　パシャリ。

　胡桃沢は俺のフォースの隣で、頰を指でつつく萌もえポーズを作ってみせた。

　やべえ、今度こそ死んだ……。

　人生詰んだ……。

　──と思いきや。

　二回目もギリギリ、撮影範囲から逃のがれることが出来た。今回はかなり危なかったようで、俺のフォースの隣にある胡桃沢のキメ顔は、三割ほど写ってしまっていた。

「うー……」胡桃沢は残念がっている。「せんせーのモノが小さいから……」

「一回、殴なぐっていい？」

『最後の写真だよ♪』

　もはや、ただのハメ撮どり自動撮影マシーンと化した、可哀かわい想そうなプリクラ機が言う。

　なんとか二回目も耐たえることが出来た。次が最後の撮影である。

　だが──最後が問題なのである。

　今度のプリクラは、半身ではなく全身の写真が撮られるのである。

　だから──胡桃沢に脱がされたら、即そくアウトなのだ。筐体にセクハラの証拠が残ってしまうのである。

　いや──

　アウトかセーフかで言えば、いくらプリクラの撮さつ影えいスペースとは言え、お外で丸出しになっている時点で既すでにアウトだな……。バレなきゃ何やっても大だい丈じよう夫ぶ、みたいになっている自分の感性が怖こわい。特とく殊しゆ性せい癖へき教室に倫りん理り観をぶっ壊こわされてしまった。もしも神様が見ていたら、俺は間ま違ちがいなく地じ獄ごく行きだな。お祓はらいではなく懺ざん悔げ室に行くべきだったか……。

　ともかく、証拠を残されることは避さけなければ。

　俺はズボンを穿いた。そして両の手でフォースをガードする。

　次こそは脱がされまいぞ！

「せんせー、やっぱり脱ぐのは恥はずかしい？」

「聞くまでもねーよ。裸ら族ぞくかお前は」

「水着ってさ、どうしてほとんど下着なのに恥ずかしくないんだろうね？」胡桃沢は不意に、妙みようなことを聞いた。「だって──水着ってさ、ほとんどセ○クスおっぱじめスタイルなわけじゃん？」

「水着会社に謝ろうな」

「たぶん、アレが恥ずかしくない理由って、周りのみんなも水着を着ているからだよね。他ほかの人が同じ格好をしてるから、恥ずかしくないんだよね」

「そうかもしれないな」

「だからさ。……せんせーがアソコを出している間、私もおっぱいを出してたら恥ずかしくないんじゃない？」

　胡桃沢は、最高の理論を語ったとでも言うようにドヤ顔になった。

　──なにその、逆転の発想。

「うん……しょ」

　胡桃沢は服の上で手をクロスさせると、レースアップのシャツをあっという間に脱ぬぎ捨ててしまった。

　十六才の白くて健康的な肌はだが、撮影スペースの中で露あらわになった。

　……。

　いや──これって、ただ犯罪度が上がっただけでは……。

　胡桃沢は後ろ手にブラのホックを触った。本当に脱ぐのかと思ってじっと見ていると、ほんのすこし頰を染めた。

「せ、せんせー……、あんまり見ないでよ、恥ずかしいじゃん」

「恥ずかしい気持ちがわかったか？　同じ気持ちだよ、俺は」

「せんせー、こういう気持ちだったんだ。恥ずかしいけど気持ちいいって感じだね……」

「いや、ちょっと違ちがうかな？」

「むしろ……、もっと見て欲しい……、って気持ちだね」

「ごめん、全然違ったかな！」

「ロマンティックが溢あふれるね！」変態がいる！　「ちょっと恥ずかしい。でも、これもせんせーとのエロプリを撮るため！　えぇ[image: ～][image: ～]いっ！」

「やめろ、胡桃沢[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　俺は反射的に手を伸のばし──胡桃沢がブラを取るのを止めようとした。

　ナイスな反射神経だった。俺の右手は、完かん璧ぺきに胡桃沢のブラジャーをキャッチしている──ッ！

　が、

　それはつまり……、俺の手が胡桃沢の胸を摑つかむことを意味していた。

　ガシッ！

「きゃっ！」

　なんだこの感触──巨きよ大だいなマシュマロを鷲わし摑づかみにしているみたいだ！　そのくせ重量感があって温かい！　……って、興奮している場合じゃねえ！

「せんせーも乗り気だね！」

「違うんだ、これは……ッ！」

　だが、肉を切らせて骨を断たつ式に、胡桃沢がブラジャーを外すのだけは阻そ止し出来た──と、思っていたのだが……。

　胡桃沢は既に背中側のホックを外していたらしく、支えを失ったブラジャーは、無む惨ざんにも前方向にはらりと落ちた。

　そして俺は、胡桃沢の裸はだかと対面した。

　おおっ……。

　なんだこの……、妖よう艶えんな裸は……。

　胡桃沢の胸むな元もとには超ちよう次元的な、ボウリングの球状の物体が二つ付いていた。普ふ段だんから胸のデカい奴やつだと思っていたが、どうやらそれはブラによってセーブされた状態だったらしい。お前は「重りを外すと強くなる格かく闘とう漫まん画がの弟で子しキャラ」だったのか……？　胡桃沢の胸はブラを外すことによって異次元へと解放されている。どうしてこれだけの重量を持ったものが前に張り出してるんだ？　万ばん有ゆう引力への挑ちよう戦せん？

　そのくせウエストはくびれていた。健康的なその裸は──もしも彼女が子供を産むならば、絶対に健康優良児が生まれてくるだろうという、自信・確信に満ちた素す晴ばらしい裸でした。全体的に見て「ボン・キュッ・ボン」という昭和のフレーズを思い出すような美しいヌードではないでしょうか。将来性も込めて★五つ。

　思わずレビュアーのような感想を漏もらしてしまったが、ともかくそれくらいに良い裸だった。つーかスタイルいいな、こいつ。男の俺でも羨うらやましいくらいだ。

　あまりに素晴らしい裸に見とれていると──

　ん？

　なんだこの、体内から沸わき起こるマグマは……。

　まずいまずいまずい。

　裸を見るだけでフル充じゆう電でん状態になるなんて──まるで中学生である！

　だが俺は──少年の夢のようなおっぱいを前に、耐えることが出来なかった!!

　ファスナーの中から、フォースが拡大した勢いで──

　──ぽろーんっ！

　しまった！　ファスナーを閉めるのを忘れていた！

「わーい！　出てきたーっ！」

　胡桃沢は、ト○ワの森でピ○チュウが出てくるのを初めて見た小学生みたいなリアクションをする。

　ああ──まずいまずい！

　──反省している暇ひまもなく、プリクラ機が言った。

『ポーズを決めてね♪』

　ハメ撮り監かん督とくを思わせるようなタイミングの良さだった。監督の指示を受けた胡桃沢は、少し考えると俺に提案する。

「おっぱいが出て……、アソコが出ている。これはつまりパイズリだねっ！」

「足し算みてーに言うな！　さすがにパイズリしたらやべーだろ！」

「大丈夫だよー、『パイズリ風ポーズ』みたいにするから。触さわらな……」

「あっ」俺はつい、半分脱げたジーンズに足を取られた。

「きゃっ」

　そのままの勢いで……、

　俺の息子むすこは、巨きよ乳にゆうのダンジョンへと旅立った！

「いや[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　なんか、ぬるってする[image: ～][image: ～]っ！」

「息子[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　なんだこの感触……。まるで柔やわらかい砂の塊かたまりにチ○コを突つっ込んでいるみたいだ……！

　息子が、悪い遊びを覚えてしまう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！

「キメ顔作んなきゃいけないのに[image: ～][image: ～]っ！」

　胡桃沢は明後日あさつての方向に怒おこっている。

『フレームに合うように、立つ位置を決めてね』立つことは出来ないが勃たっている俺に、機械が言う。『３、２、１……』

　胡桃沢は、なんとか息子の隣となりでピースサインを作って──

　パシャリ。

　……やってしまった……。

　プリクラ機の画面には、三度目にしてようやく、教師と生徒のエロプリが爆ばく誕たんしていた。

　……犯罪の証しよう拠こ、完成。

　人生終わったな……。

　ため息をつきながら画面を見て──ふと、妙なことに気づいた。

　ん？

　なんか、フォースがおかしなことになってないか？

　あまりの事態に、胡桃沢も息を吞のんだ。

　画面に表示された異形の怪かい物ぶつを見ながら──胡桃沢が呟つぶやいた。




「せんせーのチ○コが、メガ盛りされてる……」




　そう──俺のフォースが、現実サイズよりも五倍ほどの大きさになっているのだ。

　物理的にはあり得ない、超次元的な現象である。

　なぜ、こんなことに……。

　混乱している俺に、胡桃沢が説明する。

「プリクラって足長効果があるんだよね。だから、下の方にあるモノほど長く見えるんだけど……」

　なるほど──そのせいでデカくなったのか。デカくなり過ぎて、チ○コというより小さいセイウチを股こ間かんで飼っているみたいに見えるな……。

「これだけデカいと、スッゴいことがデキそうだね……」

「いや、実寸じゃないから」

「ごくり……」胡桃沢は唾つばを飲んだ。

　というか──よく見ると、

「色もおかしくないか？」

「プリクラには、唇くちびるを自動で認にん識しきして、口紅を塗ぬっちゃう機能があって……」

「……」

「チ○コに口紅が塗られちゃってるね……」

　なるほど……。

　確かに俺のチ○コは、美しさを感じるレベルで色いろ鮮あざやかになっていた。華か麗れいにルージュが塗られている。今ならあらゆる美しい花や、美人女性タレントの唇の色に勝てそうなほどの見事な発色だ。マックブ○クのカラーパレットにも入れられるかもしれない。名前は「イトウズ・タートルヘッド」で。

「せんせーすごいね……」胡桃沢は驚おどろいている。「初めてのプリクラなのに、こんなに完璧に機能を使いこなすなんて……」

　女子力──と呟きながら、胡桃沢は歯は嚙がみをする。

「いや……、そんなに悔くやしそうな顔をされても……」

　でも、つい画面を二度見して、嬉うれしくなってしまう俺だった。

　これだけデカかったら、さすがに誇ほこらしいな。これが、女の子がプリクラにハマる心理なんだろうか……。

　違うか。




　撮さつ影えいの後は落書きタイムである。きっちりと、胡桃沢の手によって発射しているようなスタンプが描かき足され、シールとしてこの世に顕けん現げんした。

　生き恥はじを作ってしまったな。

「ありがとーせんせー。このプリクラ、大事にするね」

「海に捨ててくれてもいいんだぞ」

「ネットの海に捨てとくね」

「そっちの海は駄だ目めだ！」

　プリクラを出ると、目の前にクレーンゲームのコーナーがあって、そこには丸々と太った、可愛かわいらしい猫ねこを模したキャラクターのぬいぐるみがあった。

　胡桃沢はぼーっと、そのぬいぐるみを見つめていた。

　女子小学生や中学生が好きそうなキャラクターなので、胡桃沢が注目しているのは意外だった。

「欲しいのか？」

　胡桃沢は首を振ふった。でも、変わらず目はぬいぐるみの方を追っている。

「……欲しいんだよな」

　俺がもう一度聞いてやると、胡桃沢は苦く笑しようしながら認めた。

「ちょっとね。でもさ、あんな処女が好きそうなぬいぐるみなんて持ってたら、パパに怒られちゃうよ」

　ああ……。


「娘むすめを──私と同じ進路に進ませたいんですよ」



　確かに──夕影さんの教育方針だと、ああいうぬいぐるみを持つのさえも嫌いやがりそうだな。代わりに、天てん狗ぐの面とか等身大の男根なんかを置いたりしそうだ。

「あー、でもやっぱり、可愛いよねー」

　胡桃沢は、記き憶おくに焼き付けようとしているかのように目を細めて、猫を凝ぎよう視ししていた。

　俺はふと、胡桃沢が巫女みこのバイトを、親に隠かくしていたことを思い出した。叱しかられたくないからという、他愛たわいもない理由で。

　常識外れのビッチのように見えて、意外と小心者で繊せん細さいで、ふつーの女子高生のような内面を持っているんだよな。

　俺はそんな胡桃沢が、少しだけ可愛らしく思えて──

　だから、クレーンゲームの筐きよう体たいに五百円を入れた。

「……せんせー？」

「あのぬいぐるみ、取ってやるよ」

「いいよ別に……。どうせ捨てられちゃうし」

「俺が取りたくて取るだけなんだから、気にすんなよ」

　筐体から、明るいＳＥが鳴った。

　クレーンゲームをするのは大学ぶりだった。当時はそれなりに得意だったが、もう二年以上やってないからな……。

　ぬいぐるみを摑つかむ所までは、あっさりとうまくいった。しかしアームの力が弱く、一回目は無む惨ざんにも失敗する。

　六回──つまり五百円分失敗したので、俺はムキになってもう一度筐体に五百円玉を入れた。そんな俺を見て、胡桃沢がふしぎそうに聞いた。

「なんで、そんなことするの？」

「うーん。なんでって……」

　胡桃沢のため──と言おうとしたが、その答えは少しズレているような気がした。

　確かに──なんでこんなことをしているんだろう？

「せんせーは、私のこと、好きなの？」胡桃沢は照れた様子で、おずおずと聞いた。

「は？　そんなんじゃなくて……」おっと、びっくりしてアームが変な場所に。

　俺はふと、胡桃沢の家庭訪問をした時のことを思い出した。

　娘を内閣府の職員にしたい──と言っていた父親と、胡桃沢を出来の悪い妹だと言い切った姉。

　ああ、そうだ。

　たぶん──俺は、あの二人のことがあまり好きではないのだ。

　どうしてだろう？　それはきっと、自分を教師の道へと進ませた、両親とやっていることが似ているからかもしれない。真ま面じ目めな教師とビッチなスパイという、大きな違ちがいがあるにしても。

「胡桃沢。やりたくないことを、やらされるのって嫌だよな」

「？」

「俺さ。小学校・中学校・高校って、あんまり勉強しなかったんだよ。勉強しろって言われるのが嫌きらいだったから、反動みたいなもんでさ。特に俺の親って、父親も母親も教師だから、家でもすっごくうるさかったんだよな」

　クレーンを動かしながら言う。ぬいぐるみが取れる気配はない。

「本当は、教師にもなりたくなかった。親が教師だから、仕方なくなったんだよ」……って、これは口が滑すべったかもしれない。でも、相手が胡桃沢だから大だい丈じよう夫ぶかな。エロプリも撮とった仲だし。「お前たちのお陰かげで、今は面おも白しろくやれてるけどな」

「ふーん」

「俺がこうだからこそ、お前にはあんまり後こう悔かいして欲しくないんだよ」

「そうなんだ」胡桃沢は興味深げに言った。「確かに、せんせーがどうしてソフト・オ○・デマ○ドではなく清純学苑にいるのかは、大きな謎なぞだったけど」

「そこまで思われてたのか……」

「男優になるのって、意外と難しいっていうよね」そこまで言って、胡桃沢は付け足すように続けた。「あっ、男優っていうのは──」

「言わなくてもいい」俳優じゃなくて男優と言っている時点で、指している職業は一つである。

　二枚目の五百円玉が切れて──三枚目の五百円玉を投入する。

　胡桃沢は、まるで仕事熱心な秘書のようにじっと俺を見ていた。

「まぁ、なんというか……。俺は担任だからさ、嫌なこととかあったら、すぐに相談してくれても大丈夫だぞ」

「……ぷっ」

　胡桃沢は俺の言葉を聞いて、いたずらっぽく笑った。

「くすくす……、せんせー、なんか似合わないよ」

「うるせーな。そんなふうに茶ちや化かされると、恥はずかしいだろ」

「でもさ、ちょっと嬉しいよ」胡桃沢は爽さわやかに言うと、両の手で俺の腕うでを取った。「あと、そのぬいぐるみ。取るタイプじゃなくて押すタイプだと思うよ」

「押す？」

　俺はクレーンゲームのプラスチックケースの中を見る。確かにぬいぐるみは穴と近いし、クレーンの穴を目指してグイグイ押していく方が現実的かもしれない。

「せんせーは本当に、穴に入れるのが下手だね……」

「ああん？　今に得意になってズボズボ入れてやろうか？」

「……貸して！　私が見本見せたげるから！」

　胡桃沢は俺を突つき飛ばすと、勝手にクレーンゲームを始めてしまった。

　こうして──

　俺と胡桃沢はワイワイ騒さわぎながら、五千円近く使って──ふてぶてしい猫のぬいぐるみを一つ取ったのだった。




　外に出ると、もう夜になっていた。

　バスに乗って伊勢市駅の方へと戻もどる。和風に造られた駅舎の前で胡桃沢は言う。

「せんせー、今日は付き合ってくれてありがとね」

「いいぞ。俺も楽しかったしな」

「ほんとに楽しそうだったよね。ノリノリでエロプリも撮ってたしね」

「ん……？」なんだか因果の乱れを感じるぞ。

「せんせーとのエロプリ、拡大印刷してポスターサイズにして、教室に貼はっとくね」

「どんな思想を持ったテロリストなんだ!?」

　胡桃沢は神じん宮ぐうに向かう参道を見つめていた。相も変わらず、楽しそうな表情を浮うかべている。

　だが──不意にその顔に陰かげりが差した。

　それは見み逃のがしてしまいそうなほどに短い一いつ瞬しゆんだったが、確かに胡桃沢は泣きそうな表情を浮かべた。

「……おい、胡桃沢。一体……」

「じゃーね。ばいばーい！」

「……お、おう」

　胡桃沢はすぐにいつもの笑え顔がおに戻ると、最後は大おお仰ぎように手を振って、からからと笑いながら去っていった。

　あれ……？　俺の気のせいだったのか？

　そういうことにして、俺は深くは考えなかった。

　胡桃沢の去り方は、あまりにも自然で──

　だから、あんなふうになるなんて、思いもしなかったのだ。




　　　　＊




　月曜日。

　俺は、動どう揺ようしていた。

　朝っぱらから、指導教員である武蔵野先生に妙みようなことを聞かされたからである。理由を聞いても、武蔵野先生は詳くわしく知らないみたいだった。でも、俺はその腹落ちしない事実を、担任として九組の生徒たちに伝えなければならなかった。無情ながらも、そういう仕事だった。

　ホームルームが始まる。

　号令をして、生徒たちを見回す。胡桃沢はまだ来ていない。

　黙だまり込んでしまった俺を、生徒たちはふしぎそうな表情で見ていた。俺は改まって咳せき払ばらいをして、小さく息を吸い込んだ。

　そして、大切な生徒が一人欠けたクラスに向けて──その言葉を口にした。




「胡桃沢朝日が──転校するらしい」







[image: 第二章]




　ホームルームが終わると、俺は学苑長室へと向かった。

　清せい純じゆん学苑の学苑長である──俺の祖父、アンデッド芳よし雄おに、胡桃くるみ沢ざわが転校する理由を聞くためだった。

　だが、学苑長室にいた祖父は随ずい分ぶんと慌あわてた様子で、かつらの代わりに頭に入れ歯をはめていた。

「お、おお……、なんだ、真まな実みか。お茶を淹いれたから飲んで落ち着いてくれ。って、湯ゆ吞のみかと思ったら植うえ木き鉢ばちじゃった！」

　祖父は、お茶がなみなみと入ったサボテンの植木鉢を机の上に叩たたきつけた。バラエティ番組ばりのノリツッコミである。一体どうしたんだろう。

　祖父のボケ（ダブルミーニング）はさておき、俺は聞いた。

「学苑長。胡桃沢の件ですが……」

「大変じゃ……。性せい癖へき教育局に叱しかられる……」

「……は？」

「胡桃沢朝あさ日ひが、転校するそうなんじゃ」

「そうみたいですね」その話をしに来たのだ。

「あの子が転校したら困るんじゃよ！」祖父は大きな声をあげた。「性癖の優ゆう秀しゆうな胡桃沢家の次女を育てているというのは、清純学苑の誇ほこりであり、日本の誇りでもあったんじゃ。だから、色んな所に根回しをしてあの子をこの学校に入れたんじゃが……、このままでは、清純学苑の面めん目ぼくが立たんくなってしまう！」

　祖父は狼ろう狽ばいしている。確かに、性癖の優秀な生徒をエリートとして育てる特とく殊しゆ性癖教室の方針的には、血筋的にも優秀なビッチである胡桃沢を失うのは痛手かもしれない。

「一体、どうして胡桃沢が転校するんですか？」

「うーむ……」学苑長は椅い子すに座り直した。「実を言うと、お前の家庭訪問に問題があったそうなんじゃよ」

「へ？」

「お前の家庭訪問の後に、先方からお叱りの電話があってのう……。『あの担任はなんですか。性を知らないばかりではなく童どう貞ていじゃないですか。あんな男に朝日をビッチに出来るはずがありません。これ以上、ここで授業を受けさせても意味がないので、娘むすめはビッチの本場である、アメリカにある特パラ殊フイ性リア癖ン・教スク室ールに行かせます』と……」

　俺は絶句した。

　……そんな理由で。

「別に、お前が気に病やむことでもないぞい」学苑長は言う。「性癖の教育が素人しろうと同然であるお前を担任にしたのはワシじゃし、それに、その前の前まえ田だ先生だって素人じゃった。本当は、優秀な性癖を持った教師に特殊性癖教室の担任をさせるのが筋なんじゃが、まぁ、その辺りは様々な都合で色々とアレじゃったところもあるしのう……」祖父がごにょごにょと言う。

　俺は呆ぼう然ぜんとする。

　夕ゆう影かげさんの言い分はわかる。あの人は最初から、胡桃沢を立派なビッチにしたがっていた。だから、俺に失望して転校させるというのもわからなくもない。

　でも、胡桃沢本人の意志は？

「……というか、海外にも特殊性癖教室ってあるんですね」

「性癖に着目するこの教育手法は、各地で注目を集めておる。アメリカは後進国じゃが、あの国はビッチの本場であるから、今となっては日本よりも進んでおるかのう……」

　確かにアメリカにはビッチが多そうだな……と、ふんわりしたイメージで納なつ得とくしておく。

「胡桃沢は、いつ清純学苑を出るんですか？」

「来週の頭には出てしまうらしい。ワシも止めたかったんじゃが、胡桃沢家のような強き家系が『する』と言えば、その通りに進むのがこの世界じゃからのう」

　来週の頭。今日が五月二十一日だから、五月二十八日か。

　その日に──胡桃沢はいなくなる。

　学苑長は、ここまで頼たのむのは、担任の業務からは逸いつ脱だつしてしまうかもしれんが──と前置いて、俺に言った。

「可能なら──そして、先方の機き嫌げんを損そこなわん範はん囲いで──胡桃沢朝日の転校を止めてくれんか。そうじゃないと、清純学苑の立場がなくなってしまう。特殊性癖教室を始めた、ご先祖様に顔向けできんくなってしまうんじゃよ」
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　その日、胡桃沢は昼休みまで登校してこなかった。

　昼休みに、屋上に胡桃沢がいたという先生方の情報があって、俺は屋上へと向かった。

　胡桃沢は屋上のフェンスの前に立って、ぼんやりとグラウンドを見つめていた。腰こし巻きにされたカーディガンが風で揺ゆれている。五月とは言え、屋上は風が強くて寒そうだった。

「あ、せんせーだ」

　胡桃沢はいつも通りのトーンで俺に言った。彼女があまりに普ふ段だん通りだったので、俺はつい疑問形で言ってしまった。

「お前、転校するのか？」

　胡桃沢はあいまいに笑う。色合いの薄うすい水すい彩さい画がのような、微び妙みような笑みだった。

「ごめん。昨日伝えればよかったねー。そうなの、私、アメリカに行くことになったんだよねー」

「『なったんだよねー』って……」

　それから胡桃沢は、アメリカっていいよねー、自由の国だし、ビバリーヒルズの町並みはかっこいいし、サングラスを付けてショッピングストリートを歩いてみたいし──でもあそこの食事って太るっていうし、体形維い持じするの大変そうだなー、と、女子高生らしいさっぱりとした感想を語ってみせた。

「パパが言ってたんだけど、アメリカのパラフィリアン・スクールってすごいらしいよ。ビーチでみんな全ぜん裸らになって、国歌を歌いながら円になってぐるぐると回って──最後はハグとチューをし合うんだって」

「へー。……天国みたいだな」

「でも、男女比率は男が九割だって」

「地じ獄ごくじゃねーか!!」むさ苦しすぎる！

「一学年に男が百五十人いて、非リア百五十人衆を作ってるらしいよ」

「そんなに蕎麦そばみたいな奴やつがたくさんいたら、全米潰つぶすレベルの犯罪集団が出来るわ！」

　想像するだけでおぞましい……。ロサンゼルス中の女性もの下着が盗とう難なんされそうだ。

「女の子はあんまりいないみたいだね。でも、だからこそ同時にたくさんの男をイカせる訓練になるんじゃないかって、パパとお姉ちゃんは言ってたよ」

　胡桃沢はニッと笑う。

　相変わらず、ろくな家族じゃねーな……。

　胡桃沢は平気そうだ。でも──どこか危あやうく見えるのはどうしてだろう？

「けどさ、急すぎるよな」俺は不平を漏もらした。「胡桃沢のお父さんだって、もう少し待ってくれてもいいのにな」

「パパはいつでもこうだからね。思い立ったらすぐに行動で、人の意見を聞かないの」胡桃沢はもう一度グラウンドの方を見た。「子供の頃ころからこうだから、慣れっこだよ」

　今の家に引っ越こした時は、学校が遠すぎてムカつくから、軽くパパをしばき倒たおしたくなったけど──と、少しだけ文句を言ってから、胡桃沢は振ふり向いて──

「でもこの学校に、一つだけ未練があるとすれば……」

　胡桃沢はじっと、俺の方を見た。

「せんせーかな」

「は？」

「せんせーとさ、もう一回勝負するって言ってたのに……、結局出来なそうなのが心残りかな」

　俺はいつかのラブホテルで、胡桃沢が言っていた言葉を思い出す。


「じゃーね、せんせー。また遊ぼうねー。今度の遊びは、絶対に私が勝つからね！」



　ゲームセンターで遊びはしたが──確かに、伏ふし黒ぐろの騒そう動どうの時のような、勝ち負けを競きそうような遊びはしていないかもしれない。

　胡桃沢は残念そうに言った。

「これで、せんせーとの遊びは１５３７戦４１２勝４１２敗７１３引き分けでフィニッシュだね」

「そんなに戦ったか!?」

「関係ないけど……、クリぼっちって単語って、どこか卑ひ猥わいだよね」

「本当に関係ないな。今はクリスマスでもないしな」

　急に、何を言い始めるんだろう。

　それから胡桃沢はいつものように──転校とはまるで関係のない、どうでもいい話をし始めた。なんだか転校のことは、それ以上聞いて欲しくないみたいだった。だから俺は、それ以上は聞けなかった。

　昼休みが終わりかける。

　俺は胡桃沢に、午後からはちゃんと授業に出ろよ──と言い残して屋上を出た。

　ドアを閉めた所で、不意に人ひと影かげが現れた。

　そこにいたのは──

「……ふ、伏黒？」

　おさげ頭に眼鏡をかけた、ドマゾの変態いじめられっ子だった。

　伏黒はなぜだか頰ほおを赤く染めていて、唇くちびるをぷるぷる震ふるわせていた。カッターシャツの下に荒あら縄なわのようなものが見え隠かくれしているし、これは……。

「……♡」

　伏黒は期待をするような目で俺を見ている。よく見ると白いシャツにはボタンが……、名前を付けるなら、ラブボタンが隆りゆう起きしていた。

　俺は、用よう途と不明のボタンをつい押してみたくなるあの好こう奇き心しんで、伏黒の大きくなったラブボタンを、シャツの上から「ピッ」と押してみた。

「あっ[image: ～][image: ～][image: ～]あっあああぁぁっ[image: ～][image: ～]♡　はぁぁぁぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んっ♡」

　さーて、授業授業と思いながら──階段の片かた隅すみで電気クラゲのように震えている伏黒を無視して教室に戻もどろうとすると、伏黒がガシッと俺の足を摑つかんだ。

　なんなんだ、この変態は。

「先生、ワンクリックで終わるんですか!?　ワンクリック詐さ欺ぎですよ、これは!?　ちゃんと責任持って本番のケツ叩たたきまでしてくれないと！」

「詐欺はお前の外見と内面のギャップの方だろ！」ていうか、本番ってケツ叩きのことなのか？

「聞いて下さい。胡桃沢さんの様子がおかしいんです！」

「は？　お前の方がおかしいだろ」

「その厳しさが素す敵てきィ[image: ～][image: ～]っ♡　……じゃなくて、ほんとにおかしいんです。今日は久々に胡桃沢さんにＳＭをしてもらおうと思って、体を亀きつ甲こう縛しばりにしてフル興奮状態で屋上に行ったんですけど──」

「そんなに日常みたいにＳＭの話をするな」小学生が放課後に『あいつんち集まろーぜ』って言うノリ並の軽さじゃねーか。

「でも胡桃沢さん、全然私の言うことを聞いてくれなくて……。私にまったくご褒ほう美びをくれなかったんです」

「放置プレイっていう趣しゆ向こうだったんじゃないか？」

「そういうのとは違ちがって、何を話してもうわの空という感じで……」

　そう言えば、伏黒と胡桃沢は小学校の時からの同級生なのだ。まだ伏黒が変態野や郎ろうだとわかっていなかった時に、そんな話を聞いた覚えがある。

　だとすれば──伏黒が胡桃沢を見る目は、それなりに正確なはずである。

　その伏黒が、胡桃沢の様子が変だと言う。もしかするとそれは、担任としては聞き逃のがしてはいけないことかもしれない。

　伏黒はようやく立ち上がると、体に付いた大量の埃ほこりを払はらいながら俺に言った。

「先生……。私、胡桃沢さんとお別れしたくないです」

　伏黒の顔は──普段は性感に悶もだえている、だらしのないアクメ顔は──今日は珍めずらしく真しん剣けんだった。焦しよう点てんの定まった──快楽にどろりと濁にごったりもしていない──真ま面じ目めな目で俺を見ている。

「私、胡桃沢さんに、アメリカに行って欲しくないです……。私と胡桃沢さんは、その……、ずっと前から同級生ですし。そして、友達……、友達？　いや、友達なのかな？　私が友達と思っているだけかもしれないけど……」「そこは遠えん慮りよしなくてもいいぞ」「──友達ではないけど、ご主人様でしたし……。ちゅ、中学校の時からずうっと……、私をお仕置きしてくれていましたし……♡」

　……ん？

「私、胡桃沢さんから、もっと痛めつけられて気持ちよくなりたいんです……♡」なんか方向性がおかしくなってきたな。「先生のもいいけど、それだけじゃ物足りないんです……♡　たまには別の物が食べたくなるあの感覚で……、胡桃沢さんにもっと痛めつけられたいんですう……♡　女の子同士も、それはそれで別腹なんですぅ……♡　百合ゆりもいいんですぅ……♡」

「最低だな……。でも、その素す直なおさは嫌きらいじゃない」そのままのキミでいて欲しい。

「胡桃沢さんって、辛つらい時こそ本音を言わないんです。辛い時こそ『気持ちいい！』って言っちゃう私とは違って」

　お前はむしろ、もう少し自重して欲しいかな……。

「だから胡桃沢さん自身……、アメリカに行きたいとは、思ってないんじゃないかと思いますよ……？」

　伏黒はおずおずと俺を見上げた。一応──というかたぶん、伏黒の中の真面目な部分は、確かに胡桃沢を心配しているみたいだった。

　胡桃沢を転校させたくないという、こいつのエゴイスティックすぎる動機はともかく……、胡桃沢の本音についてはそうなのかもしれない。

「そうだな。俺も正直──このまま胡桃沢をアメリカにやってしまうのは、居い心地ごこちが悪いような気がしていたんだ」

「先生♡」

「転校がどうなるかはわからないが、辛いとか寂さみしいとか、そういった泣き言くらいは、あいつの口から一度聞いてみたいよな」

「そうですね。『辛いから気持ちいい』とか、そういう言葉も聞いてみたいですよね」

「それは聞きたくないな……」

「ともかく──私と先生で協力して、胡桃沢さんの転校を阻そ止ししましょう。そして、私達が３Ｐをする未来を手に入れましょう」

「その未来のために、頑がん張ばるわけではないぞ」

「天使の３Ｐのために頑張りましょう」

「俺と伏黒と胡桃沢だったら、ただの３Ｐだろ」

　俺と伏黒は固く手を握にぎった。伏黒の手は温かくて汗あせばんでいた。ＪＫの温度じゃねえな。

　こうして俺と伏黒の、胡桃沢を転校させないための共きよう闘とう関係が始まった。
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　それから三日ほど──放課後の空き教室で俺と伏黒は、胡桃沢に本音を言わせる方法を考えた。

　色々と考えてみたが、人に本音を言わせるのは難しい。そもそも胡桃沢自身、他人に心の内を見せないめんどくさい奴だしな。

「結局の所、胡桃沢さんに『転校したくない。私はこの教室にいたい』と言わせればいいんですよね」

「そんな単純な問題でもないだろ。あいつの本心を聞いてみたら、意外とアメリカ行きを楽しみにしてるかもしれないんだし」

「そんなことはないと思うんですけどね。……うーん、じゃあ『本音を言え！』って、叩いてみれば言うことを聞くんじゃないですかね？」

「叩いて思い通りに動くのは、古いブラウン管テレビとお前くらいだよ」

　というか、お前の方が電化製品よりも従順だよ。

　伏黒との会議は、月曜から引き続いて三日目だった。が──まだ生産的なアイディアが一つも出ていなかった。

「胡桃沢が転校する日──来週の月曜日に、恭きよう野のがお別れパーティを企き画かくしてるみたいなんだよ。その日までには、胡桃沢の本音は聞いておきたいよな」

「そうですね。お別れパーティを、『胡桃沢さん、これからもよろしく』パーティに変えてやりたいですね」

「中々景気のいいことを言うじゃないか」

「そうでしょう先生。ではビンタを一発くれませんか？」

　なんだそれ。上手なことを言うと座ざ布ぶ団とんを一枚貰もらえる、『笑○』のシステムみたいだな。お前は『笑○』じゃなくて昇しよう天てんだろ、という気がしなくもないが……。

「先生、なにかヒントのようなものはないですか？」

「ヒントか……」俺は、月曜日に胡桃沢とした会話を思い出した。「そう言えば胡桃沢は、俺との勝負がついてないのが心残りだとは言っていたな」

「あっ！　それ──使えるんじゃないですか？」伏黒は何かをひらめいたように身を乗り出した。「それを使って、胡桃沢さんの転校を止めましょうよ！」

「使うって──どうやって」

　伏黒は興奮しながら、その策を語った。成功率は低そうだが──それ以外に方法がないというのなら、やるしかないな。




　その日の夜。

　俺は自宅で、学がく苑えん長から貰った性せい癖へきのプリントを眺ながめていた。

　そこには九組の生徒全員の──二十人分の性癖が書かれている。

　性癖の字じ面づらを眺めていると、伏黒の推理は本当で、案外胡桃沢は本気でアメリカに行くのを嫌いやがっているのかもしれない、という気持ちにもなってきた。

　胡桃沢の──性癖。

　確信はないけど、俺にはある程度の予想がついていた。
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　五月二十四日、木曜日。

　放課後、俺は胡桃沢を二年九組の教室へと連れて行った。

　せんせーと二人っきりだねー、なんだかドキドキするねー、告白かな？　転校前の告白は青春ラブコメのベタだよねー、と茶ちや化かす胡桃沢を教室に入れ、

　後ろ手で、部屋の鍵かぎを閉めた。

「……へ？　なんで閉めるの」

　胡桃沢は眉み間けんにくっきりとしわを寄せて、不安そうな表情を浮うかべる。

　だが、俺は何も答えない。ここから先は──一いつ般ぱん生徒に知られてはいけない。

「胡桃沢。教室のロッカーを開けてみてくれ」

「……？」

　胡桃沢は不ふ審しんがりながらも、言われるがままにロッカーを開けた。

　すると中からは、全ぜん裸らで亀甲縛りにされた伏黒が出てきた。

「!!」

　いつかのことを思い出す状態である。

　ちなみに──伏黒の胸と股こ間かんには絆ばん創そう膏こうがついている。俺が、全裸は絵的にアレなのでどうしても、と頼たのんで付けてもらったものである。本当は、ちゃんと下着を身に付けて欲しかったのだが、「それだけは嫌だ」と言われたので絆創膏で妥だ協きようした。関係ないが、三才の子供ってパンツを穿はくのを嫌がったりするんだっけ。伏黒の脳のう味み噌そも三才並だったのかもしれない。

　伏黒は、縛しばられているがゆえにぎこちない動きのまま、体を壁かべにぶつけて、よろめきながらロッカーから出てきた。弾だん力りよくのあるその体には、ロッカーに隠かくれている間についた、赤い痕あとが目立っていた。

　俺は胡桃沢に鞭むちを手て渡わたした。

「え、えぇと……、なにこれ……」

　胡桃沢は異様な状じよう況きように苦笑いを浮かべる。さすがに急すぎただろうか？　夜道でサイコパスに絡からまれた人、みたいな表情を浮かべている。

「胡桃沢さん、今から先生と勝負をして下さい」

「勝負？」その言葉に、胡桃沢の眉まゆがぴくりと動いた。

「そうです。私の提案する勝負はこれです──




　今から二人で私を叩たたいて、より私を気持ちよく出来た方が勝ちの勝負です！」




「そうだ、胡桃沢。さあ、一いつ緒しよに伏黒を鞭で叩くぞ！」

「……」

「だが、絶対に俺が勝つからな！」俺は、胡桃沢が勝負に乗ってくれるように煽あおった。

　伏黒発案の策──

　それは、胡桃沢と俺に、一いつ旦たんは勝負をさせるという案だった。勝負をし──そして、ある程度の所で伏黒が「胡桃沢の勝ち」と言う。つまりは、わざと負けてあげるのである。そうすれば、態度が軟なん化かした胡桃沢は本当のことを言ってくれるかもしれず、あわよくば転校を取りやめてくれるかもしれな──

　……。

　ん？

　なんとなく乗ってしまったが──これって、胡桃沢の転校を止めるというよりは、ただ、伏黒が鞭で叩かれたいだけじゃね？

　まんまと乗せられたような──と思っていると、胡桃沢が言った。

「面おも白しろそうだね！　私も、せんせーには負けないよ」

　乗ってくれるのか。

　胡桃沢──こいつ、いい奴やつなのかもしれないな……。

　勝負が始まる。

　俺は鞭のグリップをギュッと握った。伏黒が用意をした鞭は中々立派なもので、グリップは手の平にフィットするようなラバー製だった。長さは二メートルほどあって、手て触ざわりのいいなめし革がわが貼はられている。触るだけで、打たれる痛さが想像出来そうなものだった。本当にこれで人間を叩いてもいいのか、判断に迷うような鞭だった。もし伏黒ではなかったら、俺も振ふるうのを躊ちゆう躇ちよしていたと思う。

　同じ鞭を持っている胡桃沢は、教室の床ゆかのタイルに何度も打ち付けて、破は裂れつ音のような音を鳴らしていた。

　さすがは──ビッチの末まつ裔えい。鞭は使い慣れているらしい。

　胡桃沢は使い心地ごこちを確かめると、伏黒に言った。

「じゃあ、お仕置きしてあげるね、祈いの梨り」

「は……、はいっ！」伏黒は、ようやく貰えた胡桃沢のお仕置きの承しよう諾だくに、涙なみだとよだれをだらだらと垂らしていた。「どうか私を、お仕置きして下さい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」

　ピシャリッ！

「痛いですぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♡」

　亀きつ甲こう縛しばりにされた伏黒はビクンビクンと跳はねると、体を海老えび反ぞりにした。

　……素す晴ばらしい様式美だな。

　ＳＭ経験がない俺でも、なんとなく想像できるＳＭの絵え面づらである。

　もう、胡桃沢の勝ちでよくない？

　伏黒は心配ではないが、伏黒の体は一応心配だし。怪け我がでもされたら困るし──と思っていると、胡桃沢が言った。

「ほら、せんせーも打ってよ。そうじゃないと勝負にならないじゃん」

　素晴らしい鞭べん打だを繰くり出したことに、得意げな胡桃沢。

「あぁ……」

　仕方ないから俺も鞭を振るうことにした。深呼吸をして、グリップを握る。

　せめて俺ばかりは、あんまり痛くはないように振るうようにしようかな。

　せいっ！

　ビタンッ！

「あ、ああああぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]っ♡　う、打つ前に言って下さい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♡」

「へ？」

「打つ前に言ってくれないと、身構えられないじゃないですかぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「あ、そうか」

「鼻に当たりましたぁ……、痛いですぅ……」

　胡桃沢が鞭を振るう前に言葉責めをしていたのも、そういうプレイではなく、伏黒に心の準備をしてもらうためだったんだな。

　なるほど。ＳＭって気き遣づかいなんだな……。

　と、悟さとっている俺の目の前で、でも──その残ざん虐ぎやくさが最高……、やっぱり先生って素す敵てき……♡　と、不ふ穏おんな本心を吐と露ろしながら、伏黒は痛さのあまりつま先立ちになって、目を潤うるませて少女漫まん画がのようなキラキラ目になっていた。

「あ、あとっ、先生。鞭を振るうのが下手だから……、『鞭』というよりは『打』という感じになっていて……、つまりは別属性になっていて、本気の痛みを感じますう……」

「あぁ……、スマン」

　俺は普ふ通つうに謝った。そして、もう一度鞭を手に取った。

「こ、こんな感じかな……」

　あえて勢いを付けた方がいいのだろうか？

　ビタァーーンッ！

「ひぎいっ♡　だ、だから違ちがいますぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、ビタンッ！　じゃなくてピシャリッ！　ですぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」

　わかんねぇーッ！

「さすが先生」胡桃沢は俺を褒ほめた。「簡単には勝たせてくれないね」

「練習に裏打ちされた技術を持つ胡桃沢さん……、そして、素人しろうとそして童どう貞てい。略して素人童貞であるがゆえに、本気で痛い叩き方をしてくる伊い藤とう先生……。これは、素晴らしい接戦になりそうですね。たとえるならば、往年の技術を持った演歌歌手と、ヘタウマながらも味のあるロックシンガーが、紅○歌合戦で共演する感じでしょうか」

「そんなたとえにされたら、公共放送局も怒おこるわ」

「視し聴ちよう率りつもうなぎのぼり……」伏黒は夢見るような目になる。「さ、勝負はまだ始まったばかりですよっ！」

「面白くなってきたね。さあ祈梨。欲しいって言ってみな」

「欲しいですぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　ピシャリッ！

「ああ！　まるで名店のスイーツのような痛みぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♡」

「お……、俺も負けないぞ！」

　ビタンッ！

「ああ！　路地裏のＢ級グルメのような痛みぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♡」

　共感覚？

　ピシャリッ！　ビタンッ！　ピシャリッ！　ビタンッ！　ピシャリッ！　ビタンッ！

[image: ]

「あ、あぁぁあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡　私ぃ、ヘブン状態っ♡　幸せですぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」




　──二十分ほど経たっただろうか？

「ハァ……、ハァ……」

　俺と胡桃沢は、さすがに鞭を振りすぎて疲つかれていた。

　そんな中でも、伏黒はまだ満足していない。なんという無む尽じん蔵ぞうの欲望だろうか。目を爛らん々らんと輝かがやかせて俺たちを見ている。

「つ、次こそはぁ……、次こそは勝者を決めたいと思いますぅ……、このゲームの勝者は、このゲームの勝者はぁ──♡」

「えーいっ！」胡桃沢が鞭を振るう。ピシャリッ！

「ああっ♡　わかんないのでもう一発ぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♡」

　早く決めてくれ。

　もう、完全に趣しゆ旨しを見失っているな──手段のためなら目的は選ばないって感じだ──と思っていると、胡桃沢がくすりと笑った。

「ねぇせんせー。なんか楽しいね」

「へっ？」何が？

「そう言えば……、私と祈梨は仲がいいのに、この三人で遊ぶことってあんまりなかったよね」

「まぁ、そうだな」これを遊びと呼ぶのなら。

「もっと早く──この三人で遊んでみればよかったね。こんなにも楽しいなんて知らなかったよ」

　胡桃沢は、嬉うれしくてたまらないといった表情を浮うかべる。

　まぁ──確かにこういうシチュエーションは胡桃沢好みかもしれない。胡桃沢は前田先生を大喜びで性せい奴ど隷れいにしてたんだし、元々ＳＭは好きなんだろうし……。そこに遊びの要素が加われば、尚なお更さら良いだろう。

　あれ──？　そう考えると、この策。

　伏黒の思おも惑わく通りかはともかく、意外と成功してるんじゃないか……？

　俺は試ためしに、笑ってみた。

　笑ってみるとなんだか──本当に楽しいような気がしてきた。

「確かに、楽しいな」心の中を、爽さわやかな風が吹ふいていくような気持ちになった。「こんな日が、いつまでも続いていけばいいのにな」

「──いつまでも？」

「そう、俺と胡桃沢と伏黒だけじゃない。九組の奴らがみんな揃そろって、楽しい学校生活を続けていくんだよ」

「……」

　次に叩くのは俺の番だった。俺は鞭むちを振りかぶって、伏黒に打ち付けた。

　ピシャァンッ！

「あぁ[image: ～][image: ～][image: ～]♡　もうビタンッ！　じゃないぃ～っ♡　成長を感じるぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」

　ゾンビのようにもう一回と言う、全身真っ赤な伏黒を見て、胡桃沢がぷっと吹き出した。

「いいかもしれないね──そういうの」

「だろ？」

　胡桃沢は、時価にして百万ドルくらいの可か憐れんな笑えみを浮かべた。それからもう一度、伏黒に鞭を振り下ろした。

　ピシャリャァンッ！

「あぁ[image: ～][image: ～]っ♡　戦いの中でぇ[image: ～][image: ～][image: ～]、荒あら々あらしさを身に付けているぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」

「あははははっ！」

　胡桃沢は晴れやかな笑い声を上げた。それに釣つられて俺は言った。

「負けないぞっ！」

　ピシャンッ！

「こ、今度は鋭するどいぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」

「私だってぇ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　ブバァアン！

「お腹なかに溜たまる一いち撃げきぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」

「あははははははっ！」胡桃沢はもう一度大きく笑った。

　俺たちは──段々と、このスポーティな勝負に熱中していった。

　鞭を振るうたびに、俺たちの心は──一つになっていった。




　ビシャンッ！　「あぁーん♡」「あははっ！」ピシャリッ！　「いくっ♡」「フフハハハハハ」ビシャァッ！「ひんっ♡」「あははは、くすくす」ビシャンッ！　「んあっ♡」「ウッフッフッフハハッ！」ビタンッ！　「ひぃーっ♡」「くすくすくす、ははははは！」ビシャリッ！　「いぃー♡」「ハハハ、ウフフフフ」ビタンッ！　「あぁ♡」「あはは、せんせー」ピシャリッ！　「いやぁー♡」「ハッハ。胡桃沢」ビタンッ！　「ウフー♡」




「最初から私たち、友達になっておけばよかったね！」

　胡桃沢は高らかな笑い声を上げる。ビシャリッ！　「あぁーんっ♡」

「何言ってんだ、俺たち教師と生徒だぞ！」

　俺は楽しくなって大声を出す。ビタァンッ！　「ふぁーん♡」

「やっぱり私、せんせーのこと先生って思えないもん！」

　胡桃沢は冗じよう談だんのように言う。ピシャリッ！　「いあっ♡」

「お前がどう思うかは勝手だが、俺はお前の担任だ！」

　その言葉に、胡桃沢はくすくす笑った。ビタンッ！　「ひーん♡」

「もしもせんせーがっ、中学一年生の時から、私たちの担任だったらっ！　私が転校しちゃうまで、四年と一ヶ月、私たちを教えてくれていたらっ！　そしたら──きっと、今までの四年間はもっと面おも白しろくなっててっ！　今よりもっと充じゆう実じつしてて！　だからっ──アメリカに行くのだって、もっと楽しい気持ちで行けてて、私はきっと──パパが望むような、立派な女の子になれて！」

　ビシィンッ！　バチィンッ！　ズバァンッ！　バシャァンッ！

「ふんあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♡」

「そうなれば良かったのにねっ！」

　胡桃沢は、触ふれれば溶とけてしまうような、淡あわい微び笑しようを浮かべた。

　俺は鞭を振ふるいながら──胡桃沢に言った。

「そうだなっ！　俺もその方が良かったなっ！　でも、残念ながら俺は今年からの教師だからなっ！　だから──これからは、もしも俺が、中学一年生の時に担任になっていたとして──そんな楽しい四年間よりも、ずっと濃こくて、面白くて、楽しい二年間をお前にやるからっ！　そのつもりだからなっ！」

　ビタァンッ！　バチィンッ！　ビタビシャァンッ！　ボグッ！

「『ボグッ』はヤバいですぅ[image: ～][image: ～][image: ～]♡　『ボグッ』はぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」

　胡桃沢は鞭を振りかぶった。

「もしもせんせーが、そんな二年間を私にくれるなら──私が、そんな楽しい気持ちで学校に来れるなら──」

　胡桃沢はそこまで言って動きを止めた。なにか別のことを考えているみたいだった。

　沈ちん黙もくがぽっかりと浮かんで、それから、不意に教室の鍵かぎを開ける音がして──

　ドアが開いて、恭野が入ってきた。




「三人とも──変態ですか!?」




　それは──

　俺たち三人の状じよう況きようを、誤差ゼロで、まるで高度な電子顕けん微び鏡きようを使ったかのように、パーフェクトに捉とらえた言葉だった。

　そう、俺たちは──どう見てもド級の変態だった。

　核かく爆ばく発はつ級の変質者だった。

　乳ち首くびと股こ間かんに絆ばん創そう膏こうを付け、鞭に打たれて悶もだえている伏黒と──

　鞭を持って伏黒を叩たたきながら、なぜだかスポーティな笑みを浮かべている、俺と胡桃沢。

　特に俺と胡桃沢の方は、こんな状況であるにもかかわらず、青春的な清すが々すがしさを伴ともなっている時点で尚更ヤバい。

「ふ、伏黒さん！　服を着てください！」

　恭野は目を白黒させながら、亀きつ甲こう縛しばりにされた伏黒に言った。

「な……、なんで、ここに？」

　俺が聞くと、恭野はパニックになりながらも答えた。

「武蔵むさし野の先生から、九組から尋じん常じようではない声が聞こえてくる。本当にクレイジーな声なので、エイリアンかなにかが交こう尾びをしているのかもしれない。だが、鍵が閉まって中に入れないから、様子を見に行って欲しいと言われて──」

　それ、ハリウッド映画だと死ぬ役割では？

　なるほど──伏黒の、うら若き乙女おとめが出してはいけないような不ふ埒らちなボイスは、外にまで漏れていたらしい。

　その時、教室の外から武蔵野先生の野太い声が聞こえた。

「恭野。中の様子はどうでしたー？」

　ヤバい──この状況を見られては……、生徒を鞭むち打うって喜んでいる所なんかを見られれば……、もはや懲ちよう戒かいとか留置所とかではなく、優やさしい目をされて、心の病院に入れられてしまうかもしれない……。

　助けを求めるように恭野を見ると、恭野はもにょもにょしながら武蔵野先生に言った。

「え、えーっと……」恭野は必死に、言い逃のがれの方法を考えている。「今、胡桃沢さんが服を着き替がえているようでして。中に入らないで下さいね」

「それは失礼しました！」

「く、胡桃沢さんには……、勝手に教室の鍵を閉めて、着替えスペースとして使わないように、注意しておきますからね」

　恭野は怒おこるように胡桃沢を見たが、胡桃沢は「私ー？」と言って、からからと笑うだけだった。

　ともかく、早く後片付けをしなければ。

　俺は、こんなこともあろうかと用意しておいたハサミで、伏黒を縛しばっているロープを切った。所有者である伏黒が「もったいない！」と叫さけんだが、背に腹は代えられない。

　そうしていると、ふたたび、ドアの向こうから声が聞こえた。

「では恭野、あの声はなんだったんですか？」

　武蔵野先生が聞く。伏黒の変態的な喘あえぎ声と、我々の笑い声のことだろう。

「えーっと……」恭野は天てん井じようの方を見ながら、必死に噓うそを考えていた。「そ、それについては、複雑な事情があるみたいでして──」

　恭野はもう一度俺たちにアイコンタクトを送ると、時間は稼かせぐ、といったふうに教室から出て行った。

　それから──廊ろう下かで恭野が武蔵野先生と、「胡桃沢さんが、動画サイトに上がっているカバの交尾の動画を見ていたんです。スピーカーで爆ばく音おん再生して──」「はぁ、カバですか。言われてみれば……」と、話している声が聞こえてきた。

「ハァハァ♡　カバにたとえられるなんて。恭野さんのナチュラル言葉責めも……♡」

　伏黒は言う。だから、興奮する前に服を着てくれないか？　お前は思想的なヌーディストなのか？

　伏黒に無む理り矢や理り服を着せた後、教室に不似合いな二つの鞭を、とりあえず伏黒の机の引き出しに入れた。

　怪あやしい汗あせ溜だまりは雑ぞう巾きんで拭ふいて──これで、隠いん蔽ぺい完かん了りようである。

　段々と、犯罪の隠蔽が得意になってきたな……。

　これも担任のスキルだろうか？

　居住まいを直して、いつ武蔵野先生が教室に入ってきてもいいようにスタンバっていると──ふと、俺の隣となりで胡桃沢が俯いていることに気づいた。

「……」

　つい──じっと、胡桃沢の様子を見てしまった。胡桃沢は目にかかった汗を拭きながら、絞しぼり出すように俺に言った。

「私、やっぱりお別れしたくないな」

　俺の隣で、伏黒が跳はねるように喜んだ。それを見て、胡桃沢がきまりの悪そうな表情を浮うかべて、そういうのとは違ちがう、違うけど──と前置いた。

「寂さみしい──とかじゃないんだけど、そうじゃなくて、私──」

　胡桃沢は、苦しむような表情を浮かべた。

　自分の中にある感情に、どう名前を付けていいか、考えあぐねているような表情だった。真しん剣けんな表情で目をつぶり、自分の中にある何かと闘たたかっているみたいだった。

「私──」

　そして目を開けた。青くて大きな瞳ひとみが、真っ直すぐに俺の方を見つめていた。

「私はやっぱり──自分の人生のことは、自分で決めたいと思う。そして今はまだ、この教室で、せんせーと一いつ緒しよにいたい」

　胡桃沢ははっきりとした口調で言うと、語ご尾びをわずかににじませた。それから、俺のカッターシャツの裾すそをぎゅっと引っ張った。

「言いたいことは、それだけじゃなくて──」

　カッターシャツの握にぎりが強くなった。

「せんせーにだけは知っておいて欲しいことが、もう一つあって──」

　唇くちびるを嚙かんで、あいまいにまごついた。

　胡桃沢の表情を見て、俺は先日のデートの時の胡桃沢の様子を思い出した。


「こんな処女性の象しよう徴ちようみたいなバイトしてるって知られたら、きっと勘かん当どうされちゃうよ」



　巫女みこのバイトをしていた、胡桃沢。


「あんな処女が好きそうなぬいぐるみなんて持ってたら、パパに怒られちゃうよ」



　可愛かわいらしいぬいぐるみを、欲しがっていた胡桃沢。


「朝日は困った子でしょう？　あの子はうちの一族の中でも、一番出来が悪いからね」



　家庭訪問で、胡桃沢の姉が言っていたセリフ。


「まぁ、朝日なんて、まだビッチとは言えませんけどね。通り様に男を手コけるくらいになって、初めて一人前のビッチと言えます」



　胡桃沢の父親が言っていたセリフ。

　胡桃沢が、ビッチを評価する家庭で、落ちこぼれ扱あつかいされていた理由。今にも制服から巨きよ乳にゆうが飛び出しそうな、どう見てもＳ級クラスの女子高生痴ち女じよである胡桃沢が「まだビッチとは呼べない」と言われていた理由。

　それはきっと、外見ではなく──内面に問題があるのだ。

　俺は胡桃沢に聞いた。

「お前……、どうして前田先生を奴ど隷れいにしてたんだ？　たくさんの教師の中で、どうして前田先生を選んだんだ」

「……どーてーだったから。可愛かったから」胡桃沢は少しだけ考えると、消え入りそうな声で答えた。

「伏黒とお前って、どうしてこんなにも仲がいいんだ？　確かに似た者同士だが、見た目的には全然釣つり合ってないよな」

「……処女なのに、変態だったから。ほんとは、処女を奪うばっちゃおうとした時、すっごく興奮した」

　そうだ。

　すごく単純な理由で──彼女はビッチとして落ちこぼれている。親おや御ごさんが将来を心配して、アメリカ留学を取り付けてしまう程ほどに。

　俺は胡桃沢に、最後のセリフを促うながした。

　胡桃沢はそのパスを受け取った。

「私──処女なの」

　やっぱり、そうだ。

　そして、胡桃沢の性せい癖へきは──




「私、まだ、初めてを経験してないの。処女性愛デフロランテイズム……、つまりは、バージンであることを誇ほこりに思う性癖なの。人の性経験もわかるから、せんせーだってひと目見た時にどーてーだってわかっちゃった。だから、ちょっと好きだったよ？　でも、そのせいで──パパたちとは嚙み合わなくて、ずっと心配されてて、ビッチなのにバージンなのはどういうことなんだ、矛む盾じゆんじゃないかって怒られてて……、だから──最終的に今回みたいに、転校することになっちゃった」




　胡桃沢は、笑っているのか困っているのかわからない、複雑な表情を浮かべた。

　だから──

　胡桃沢がアメリカに転校するということは……、同時に、胡桃沢がアメリカで処女を捨てて、立派なビッチとして羽ばたくということを意味しているのだ。

　アメリカに行くだけではなく──処女を諦あきらめるという意味で、自分の性癖と折り合いをつけることも意味しているのだ。

　それを胡桃沢は、どう思うのだろう？

　子供の気持ちと親の教育方針が矛盾するなんて、よくある話である。子供の見ている夢と親の見ている現実は、いつも食い違ってしまう。だからこれは、ビッチとスパイの要素を除けば、日本中どこでも起こっていることだと思う。

　でも──よくあることだからこそ、

　夕影さんは、せめて胡桃沢に、じっくりと考える時間を与あたえてあげても良かったんじゃないか。胡桃沢には胡桃沢の人生があるはずだし、それは──ありふれた言い方をすれば、親の持ち物ではないはずなんだから。

　生活と性癖のバランスをどう保つかは、胡桃沢自身が決めていいことなんだから。

　胡桃沢は長く目をつぶった。その目め尻じりから水すい滴てきのようなものが零こぼれたが──でもそれはほんの一いつ瞬しゆんで、彼女はそれに誰だれにも気づかれないように、汗と一緒に拭ぬぐってしまい、また噓みたいな笑えみを浮かべた。

「無理かもしれないけど──私、パパにお願いしてみる。この学校に残れないかって」

　決心したような声を出した。ここ数日で、癖くせになってしまったような苦く笑しようを浮かべた。

「けど、パパに歯向かうの、生まれて初めてかもしれないな」




　　　　＊




　次の日。

　朝の職員会議の直前に出勤すると、筋骨隆りゆう々りゆうの英語教師──武蔵野先生が俺のデスクにやってきた。

　なんとなく嫌いやな予感がした。武蔵野先生は尋じん常じようではない程の朝型なので、自然と朝にかかってくる電話の応対係になっているのだ。胡桃沢が転校する連れん絡らくを受けたのも、他ほかならぬ武蔵野先生だった。

　武蔵野先生は、朝方に胡桃沢の父親から、怒いかりの電話がかかってきたという話をした。

『朝日に妙みようなことを吹ふき込まないで下さい。娘むすめが──ビッチになるのに大切な、女子高生の時期に怠なまけてしまって、立派なビッチになれなかったらどうするんですか？　悪いですが、朝日が転校するのは決定事じ項こうです』

　更さらに夕影さんは──悪い影えい響きようを受けると良くないので、もう胡桃沢を登校させない、と言っていたという。

　慌あわてて学がく苑えん長が電話を折り返したが、清純学苑からの連絡を無視しているのか、電話はまるで繫つながらなくなってしまったらしい。

「モンスターペアレントですねぇ……」

　武蔵野先生が目を細める。確かに、モンスターペアレントと言ってもいい状じよう況きようかもしれない。「ビッチ」という言葉に似合わない、あまりに日常的な言葉にふっと気が緩ゆるんでしまったが、とはいえ大変な状況になっているのは確かだった。




　放課後。

　今日は家庭科室で、来週に恭野が計画した、胡桃沢のお別れパーティの準備をする予定だった。ゼリーだとか、そういった事前の準備があるものを作る予定だったのだ。

　しかし、胡桃沢がもう来ないという──俺からの連絡を聞いて恭野は慌てた。

「お別れパーティに、本人が来られないなんて……」恭野は言葉を失った。

「学校にも来させないなんて、横暴ですぅ……」伏黒は言う。

「えぇーっ、お別れケーキ食べられないの？　楽しみにしてたのにー。嫌だよー」宮みや桃ももは駄だ々だをこねている。

　うーん……。

　家庭科室にいる九組の連中はうろたえていた。仕方がないので、俺が代表として胡桃沢にメッセージを送ることにした。

『学校、来れなくなったのか？』

　九組の面々が、揃そろって俺の携けい帯たいの画面を見つめている。

　あっという間に既き読どくになった。そしてすぐに、胡桃沢からの返信が来た。

　胡桃沢からの返信は写真だった。

　人体の常識を超こえた──シュルレアリスム的な写真。

　あれ？　これ──胡桃沢と撮とったエロプリじゃね？

「ん？　なにこれ、せんせーの股こ間かんにセイウチついてるよ??」宮桃は、あまり意味がわかっていない様子である。

「変態の写真です!!」恭野はすぐに意味を察して、頰ほおを真っ赤にして顔の前に「バツ」の印を作った。ＮＧの意味を表しているらしい。

「先生って本気を出すと……、こんなに赤くてデカくなるんですね……、フフフ……」伏黒はガッツポーズをした。なにか不要な勘かん違ちがいをさせたような気がするな……。

　とりあえず、直すぐに『なんのつもりだ』と返信しようと思ったのだが、その前に胡桃沢からの真ま面じ目めな返信が来ていた。

『ごめんね、私、うまく説明できなくてパパを怒おこらせちゃった。もう学校行かせないって。折せつ角かくお別れ会の準備をしてくれてるのに、きょーのには悪いことしたよね』

『電話は出来ないのか？』俺は少し考えて、返信を送った。

『電話は気づかれちゃうかな。今私、懲ちよう罰ばつ房ぼうの中にいるから』

　懲罰房？　──と聞く前に、胡桃沢から数枚の写真が来た。

　そこは牢ろう屋やのような空間だった。部屋の半分は鉄てつ格ごう子しによって囲まれており、外から中の様子が見えるようになっていた。部屋の中には大きめのベッドと小さな机、棚たな、簡易トイレに向かう扉とびらがあって、後のスペースには張り型や鞭むちなどの卑ひ猥わいなモノが置いてあった。

　胡桃沢家式の、懲罰房である。

　意い匠しようは和風で、比ひ較かく的てき清潔感のある部屋だった。……が、監かん禁きんされていることは確かである。俺は思ったことをそのままメッセージに書いた。

『ヤバいことになってないか？』

　少し考えるような間があって、返信が来た。

『でも子供の時から、よく入ってるからね』

　生徒が懲罰房に入っていて、学校に来ることが出来ない。

　客観的に見れば、問題だよな……。

　仕方ない。少し出過ぎた行こう為いかもしれないが、家まで様子を見に行くことにしよう。

　胡桃沢の家は山の中にあって場所もわからないらしい。……が、地番がわかっているのだし、役所まで行って照会すれば、大まかな位置くらいは摑つかめるだろう。少し手間が要いるかもしれないが。

　山登りをするのに必要なジャージは、教員用の更こう衣い室に置きっぱなしになっていたはずだ。それと、学苑長への報告も忘れずにやろう。

　俺は家庭科室の生徒たちに一言だけ告げて、胡桃沢の家に向かった。

　だが──その時の俺は知らなかった。

　胡桃沢の家が、無数の罠わなが張り巡めぐらされた、性の地じ獄ごくであることを──
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　学苑長に借りた車に乗って、胡桃くるみ沢ざわの家を目指した。

　途と中ちゆうで役所に寄って、公図という地番の書いてある地図のコピーを買った。その地図とネット上の衛星写真を照らし合わせてみると、なんとか、胡桃沢の家（らしき）屋根が写り込んでいる所を発見できた。

　屋根の一部しか写っていないが、それだけでも家が体育館のようにデカいことがわかった。一体どうして山の中に、こんなにも巨きよ大だいな建造物を造る必要があったのだろう？

　その上──やはりというかなんというか、一いつ般ぱん道からは遠い所に建っていた。胡桃沢の家に行くには、どうしても山登りが必要なようである。

　ホームセンターで方位磁石と軍手と、安いトレッキングシューズと、肩かたにかけられるタイプのペットボトルホルダーを買った。全すべてを装着すると、軽く探検に行けるような格好になった。

　胡桃沢の家から近い一般道を──どこから山の中に入ろうかと、思案しながら走っていると「注意、この先私有地」という看板が見えてきた。地図にない曲がり角があって、山の中腹へと延びる道が続いている。

　なんとなく勘かんが働いて、看板の注意を無視して、カーナビにない道をどんどん登っていくと、やがて、車が三台ほど停とめられる小さな広場に着いた。

　広場には「胡桃沢」と書かれた、石造りの巨大な門があった。

　ここが胡桃沢家の入り口らしい。

　門の向こうには小さな道があった。これを辿たどっていけば家まで行けるのだろう。標高が高いためか、春を感じさせる桃もも色いろのアカヤシオが、四月からタイムスリップしてきたみたいに咲さき誇っていた。

　俺は門の前で立ち止まって、携けい帯たい電でん話わを見た。

　胡桃沢に送ったメッセージには既読がついていない。胡桃沢のいる懲罰房にはコンセントがないらしく、携帯の電源が切れてしまったらしいのだ。肝かん心じんな時に連絡が取れなくなってしまった。

　うーん。

　これ……、勝手に入っちゃっていいのかな？

　規模がデカすぎて、日常的な言葉を当てはめるのに違い和わ感かんを覚えるが──一応は人ん家の庭ということになるからな。

「ご、ごめんくださーい……」

　一応、中に声をかけてみるが、人が出て来る気配もない。

　……。

　俺は、胡桃沢から貰もらった懲罰房の写真を見返した。それから、胡桃沢が月曜日に来れなくなったことがわかり、困りきっていた家庭科室の連中を思い出す。

　やはり──俺が入らなきゃいけないんだろうな。

　まぁ、怒られそうなら、洒落しやれっぽく済ませることにしよう。この辺りが私有地なんて、知っている人間も少ないだろうし。通りすがりの野草研究家ということにでもしよう。

　そう思って俺は、胡桃沢家の敷しき地ちへと足を踏ふみ入れた。

　軽い、気持ちで。




　アカヤシオが咲き誇ほこっている道はすぐに途と切ぎれて、後は安山岩で出来た山々を歩き抜ぬけていくような、殺風景な風景になった。

　足元には古い落ち葉や砂さ礫れきが落ちていて、一歩踏み出すごとに足を取られたり、発はつ泡ぽうスチロールを踏んだようなくしゃりという嫌な音が鳴った。

　もう──嫌になるくらい、ただの山だった。

　事前に衛星写真を見ていなかったら、とても家があるなんて思えない場所だ。道というほどはっきりもしていない、誰だれかの踏み跡あとがなくなってしまえば、遭そう難なんしたっておかしくないような場所である。

　関係ないが──胡桃沢って、毎日どうやって清せい純じゆん学がく苑えんに通ってるんだろう……。

　なんて思いながら歩いていると、目の前に看板が見えてきた。

　看板があるということは、この辺りは人ひと気けがあるんだろう──と思い、少しばかり安心して看板を見て……、そして、看板の内容に度ど肝ぎもを抜かれた。





「この先、胡桃沢家の敷地ゆえに、日本国の法律適用されず」






　……??

　なんだこの看板。真面目ぶって書かれてはいるが、書いてあることは滅め茶ちや苦く茶ちやだぞ。

　……不気味だな。

　もしかして、脅おどし──なのか？

　ようやく危機管理能力が正確に働き出したその時、木こ陰かげから妙みようなものが飛び出してきた。

「うわアアアアアッ!!」

　奇き妙みような看板で驚おどろかされていたのもあって、大おお袈げ裟さな反応をしてしまったが、それを差し引いても、目の前の生き物は異形だった。

　四し肢しが異常に発達した、巨大な雑種犬だ。

　全体の大きさは人間ほどだが、前足と後ろ足の長さは軽く人間を凌りよう駕がしていた。長い前足には、アルマジロやナマケモノを思わせる巨大な爪つめが付いている。アレで引っかかれたらひとたまりもないだろう。ていうかこれ──本当に犬なのか？　猿さるの亜あ種しゆだったりする？

　なんだこれ──急に異世界転生モノになったのか？

　三秒後に、美少女の魔ま法ほう使つかいとかに助けられる感じ？

　首輪には『みるく』と書かれている。そんなに可愛かわいい名前が適切なのかはともかく、どうやら胡桃沢家の飼い犬ではあるらしい。

　みるくの、ぬいぐるみのようにつぶらな瞳ひとみが俺を見ていた。まるで感情のないロボットのようである。俺は腰こしを抜かしてしまった。

「ひ、ひぃ……」

　声にならない声を漏もらす俺に、みるくは一歩一歩近づいてきて……。

　そして、その巨大な爪で俺の顔をギャギャーンと切り裂さく──こともなく、

　俺の顔をぺろぺろと、優やさしく舐なめ始めた。

「……あれ？」

「くぅん……」

　みるくは可愛らしく鳴きながら、愛あい嬌きようのある目で俺を見上げている。

　あれ、こいつ……、もしかして、大人しい犬なんじゃないか……？

　体のデカさからして、嚙かみ殺されても文句は言えないと思っていたのだが……、よく見ると可愛い顔をしているな。

　まぁ──そりゃあ、番犬とは言え、急に侵しん入にゆう者を嚙んだら法律で罰ばつされるよな。

　法律が適用されない──なんてことも、脅しに決まってるし。

　だからそんな犬を、飼ってるはずがないよな。

「はは……」

　なんだ──緊きん張ちようして損をしたな。

　俺は気を緩ゆるめて、人ひと懐なつっこいみるくの頭を撫なでた。

「よしよし。みるく」

　だが──名前を呼んだ瞬しゆん間かん、みるくは不意に真顔になって俺の方を見た。

　ギョッとして、俺の体が硬こう直ちよくする。

　こいつ──一体、なにをする気だ？

　それからみるくは──まるで人間の言葉のような、くぐもった鳴き声を発した。




「おち……ン……ぽ……、みる……ク……」




「へ……？」

　おちんぽみるくって……、あの、エロ漫まん画がとかに出てくる……。

　なぜ犬が──おちんぽみるくを……。

　その瞬間、急にみるくが俺を押し倒たおしてきた！

「うぐっ！」

　勢い余って、頭を岩で派手に打ち付けてしまった。あまりの痛みに、視界が赤色になる。意識が飛びそうだ。ぐるぐると回る視界の中で、犬が言う。

「おチ……、ん……ポ……」

　まずい──ッ！

　だが失策を理解したときには──既すでに、事態は取り返しの付かない状じよう況きようになっていた。

　俺はみるくの長い前足で押さえつけられて──身動きが取れない状態になっていた。

　その上──真上を見上げると──

　なんだあの──ブツは……。

　みるくは巨大なブツを持っていた。まるで、プリクラで拡大した俺のブツのようだった。だが──残念なことに、俺の目にはプリクラの足長モードは搭とう載さいされていない。つまり、みるくのアレはこの大きさがデフォルトということである。

　……それで……。

　俺のケツに……、おちんぽみるくを注ぐ気なのか……。

「はら……、マ……、す……」

　みるくは、人間の言葉のような鳴き声を発した。

　ヤバい──ヤバすぎる──

　みるくは、腰を徐じよ々じよに後ろに引いていった。まるで「溜ため」の動作だった。それはジェットコースターで、ライドが乗客を勢いよく落とすために、ゆっくりと上空に上がっていく動作に似ていた。だが、みるくのピストンに安全装置はないのだ。ただケツ穴を──破は壊かいするだけだ。その猛もう烈れつな腰の振ふりには、慈じ悲ひも容よう赦しやもないに違ちがいない。

　みるくの両前足の筋肉が、ビクビクと痙けい攣れんしていた。こいつは、このままの正常位スタイルで、ケツ穴をジャージごと破ろうとしているのだろう。

　ケツが震ふるえる。恐おそろしさのあまり、歯がガチガチと鳴った。

　俺は無意識のうちに涙なみだを流していた……。

　どうしてこんなことに……。

　今日──俺は、犬なのか猿なのかわからない生き物にア○ルの処女を奪うばわれる……。

　というか──あんなデカいブツをブチこまれたら、直腸が断だん裂れつして死ぬ……。

　嫌いやだ……、死にたくない……。

　犬にア○ルを犯おかされて死にたくない……。

　そんな死に方をしたら、両親に申し訳がなさすぎる……。

　犬に掘ほられて死んだ男性ということで……、ネットニュースのコメント欄らんで大喜利大会を開かい催さいされたくない……。

「これはいいハッ犬ケン場ば」「動物帝てい王おうこと動どう帝ていの伊い藤とう氏」「犬との禁断の愛に身を落とした、姦かん獣じゆう性せい豊かな男性」とか言われたくない……。

　──が、そんな俺の逡しゆん巡じゆんも知らず。

　みるくの両足の痙攣が強くなり──そして、欲望が無慈悲に解き放たれた。

「フォオオオオオオオオーーーッ！」

　グッバイ現世……、と思っていると──

　向こうから鳴き声のようなものが聞こえた。


「ガウウアウウウアウアウガウウウウウッ！」



　ライオンだとか、そういった強い生き物の唸うなり声だった。みるくの体がビクリと震える。俺だってタマヒュンしてしまった。

　……なにここ、アフリカ？

　三重県だよな……。三重県ってアフリカだったの？

　声を聞き、みるくは挿そう入にゆうまであと三センチのところで、ピタリと動きを止めた。

　それから、みるくは俺の顔をぺろりと舐めると、山の中へと帰っていった。

　なんだ今の。

　でも、助かった……。

　さっきのはさすがにヤバかった。リアルに生命の危険を感じてしまった。この庭はヤバい──なんだか、根本的な常識のねじれのようなものを感じる。日本の常識が通じない。

　なんとなく勢いで出てきてしまったが、ひょっとすると学がく苑えん長にしっかりと話を聞いて、ちゃんとした準備をして来た方が良かったのかもしれない。そうじゃないと、更さらに恐ろしいことが起こりそうな……。

　立ち上がろうとしたが、両足が怯おびえのあまりビクビクと痙攣して、動くことが出来なかった。

　もどかしいが──俺は四つん這ばいになった姿勢のまま、足の回復を待った。

　その時、またしても向こうから何かがやってきた。

　警けい戒かいしながら──じっくりと来訪者を見た。

　そこにいたのは少女だった。

　中学生くらいの背せ丈たけの、妖よう精せいのように可愛らしい女の子だ。肌はだの色は白く、前まえ髪がみパッツンのおかっぱ頭が可か憐れんだった。どこか現実味のない、ふわふわとしたステップでこちらに歩いてくる。

　無理に日常的な言葉を当てはめるなら、サブカルメンヘラ少女といった感じだろうか。少女はビッグサイズのトレーナーとオーバーオールを着ていて、オーバーオールからはウサギのぬいぐるみが飛び出していた。首元には一眼レフとヘッドフォン。なんだか高円寺にあるアート系シェアハウスとかに出入りしていて、住民全員でヤバい薬なんかでヒッピーよろしくトリップしてそうな女の子である。こうやって目を細めて見てみれば、背中に羽でも浮うかび上がってくるかもしれない。

　──と、思っていると、

　女の子は一眼レフで、ぱしゃりと俺を撮とった。

「は？」

　不意に写真を撮られたので、ギャグ漫画で出てくるような「驚いた人」のポーズのまま固まってしまった。

「侵入者発見……です」

　女の子はファインダー越ごしに俺に言う。俺は警戒して、自分より一回り小さな女の子を睨にらみつけたままだった。

「こんな山奥まで、まさか散策で来たりはしないだろう、です？　父上の置いた脅しの看板を越こえてまで。胡桃沢家に、なんか用か……です」

「……」

「ボクの名前は胡桃沢宵よい美み……です。野鳥観察が趣しゆ味み……です。男の人を見るのは、ここ二年で初めてです、ご、ごめんなさい、珍めずらしいのでもう一枚──」

　そう言って、女の子は俺の写真を撮った。

　それから、写真の入った一眼レフを、じーっと三秒くらい見つめてから「えへー」と頰ほおを緩めた。可愛い仕草で、不覚にも俺は少しだけ和なごんでしまった。

「大姉上の肉にく奴ど隷れいなら、よく見るけどですが……」

　胡桃沢宵美は言う。大姉上というのは夜よる陽ひさんのことだろう。なんとなく、苦労人を感じさせるセリフである。

「……」

　俺は黙だまり込んだままだった。この、胡桃沢宵美という女の子を前に、どう立ち回ればいいかわからなかったのだ。ひょっとすると、ダッシュで逃にげるのが正解かもしれない。

　人間不信のゲリラみたいな、憮ぶ然ぜんとした表情を俺が浮かべていたからだろう。胡桃沢宵美は頰をふくらませて、自己主張が苦手な保育園児のように言った。

「そんなに怖こわがらないで、です。好かれたくて言うんじゃない──ですけど、あなたをみるくから守ってあげたのはボクですよ？」

「……へ」

「今後は絶対に、みるくの名前を呼んだら駄だ目めなのです。名前を呼ぶのが『感情を無くした種付け犬』──みるくを目覚めさせる引き金なのです。名前を呼ばれたが最後、番犬としてのスイッチが入り……、そうなれば、仮に相手が父上だったとしても──妊にん娠しんするまで永遠にピストンし続けるのです。父上は猜さい疑ぎ心しんが強いから、この辺りには放し飼いになっているのです」

「……」

「たまたまボクが通りかかって、命拾いした……です」

　この子が、俺を助けてくれたのか。

　ならば──少しは信じても良さそうか？

　だが……、あの時に聞こえた声はライオンのような声だった。もちろん、宵美ちゃんが出せるような声じゃない。一体どういうカラクリだろう。

「それで──あなたはどうしてこんな所にいるですか？　一応、ここはボクの家なので、事情くらいは聞いておきたいですよ」

　宵美ちゃんは、真しん剣けんな猫ねこのように俺を睨んだ。

「噓うそは、『濡ぬれる噓』しか認めないです」

　……仕方ない。

　俺は意を決して──事情を話すことにした。

　俺は、自分が胡桃沢の担任であることと、胡桃沢の転校に異論があって、胡桃沢の親と話したいのだが、電話が通じないので直接家に来たことを話した。

　宵美ちゃんは俺の話を、まるで行ぎよう儀ぎのいい座ざ敷しきわらしみたいに黙って聞いていると、庭の奥の方を指差して、怪あやしく手招いた。

「わかった、です。父上の下もとへと案内するですよ」

[image: ]

「……」

「どうしたです？　家はこっちだよです？」

　……。

　ついていってもいいのだろうか？

　大人しい子のようだが──相手は、胡桃沢家の一員である。みるくにヤられた時のように、一いつ杯ぱい食わされる可能性はある。

　だが──行くしかないのだろう。

　宵美ちゃんが本当に、夕ゆう影かげさんの所まで俺を案内をしてくれるとしたら、これ以上の渡わたりに船はない。どの道、こんな物ぶつ騒そうな庭に一人でいたって、何も出来ないだろうし。

　決心した俺に、宵美ちゃんは満足げな微び笑しようを浴びせると、聞こえるか聞こえないかくらいの小さな声で言った。

「それにボクだって、姉上がアメリカに行くのは、寂さみしいですから……」

　その言葉はあまりにさりげなくて──だから、彼女の本心に近い言葉のように思えた。




　宵美ちゃんに案内されるまま歩いて行くと、小さな木造のロッジについた。

　木材の匂においが漂ただよってきそうなほどに新しいもので、小さなマンションの一部屋ほどの大きさがあった。

「少し、寄らせてもらっても構わないです？」ロッジの前で宵美ちゃんは言った。

「……どうして？」

「ここはボクの部屋なのです。中に、本宅の鍵かぎが置きっぱなしにしてあるですよ」

　……胡う散さん臭くさいな。

　だが、こんな小さな女の子を疑い続けるのも悪いような気がして、結局俺は部屋の中に入ることにした。

　ロッジはワンルームだった。部屋には、ゆる系の動物の描えがかれた絨じゆう毯たんが敷しかれていて、ベッドとかテレビとか学習机とか、女の子が一人で暮らすために必要なものがあらかた揃そろっていた。どうやら、ここが彼女の部屋というのは本当らしい。

　ちなみに部屋の隅すみに置かれたギターは、もしも皮ひ膚ふ呼吸する生き物だったら、死ぬレベルで大量のステッカーが貼はられていて、また壁かべには、かわいい系の自作イラストをルーズリーフに書いて切り抜ぬいたものがぺたぺたと貼られていた。どこか中二病感を覚える部屋だ。二十二才のおっさんは金玉が冷え冷えしてしまうな……。

　ふと見ると、机の上には「自作詩集」と書かれたノートが置いてある。

　ひょっとして、宵美ちゃんって痛い子なんだろうか……？

　なんて思っていると、不意に宵美ちゃんはロッジの鍵をかけた。

　空気中の気体が、ピシャリと固まるような緊きん張ちよう感かんが走った。宵美ちゃんはどこか感情を欠いたような目で俺を見ていた。

「本当は、このまま父上の所まで案内してあげたい、です。でも、それだと父上に怒おこられるのです」

「……怒られる？」

「そうです。胡桃沢家には面めん倒どうな家訓があるです。だから、その家訓を実行してからにするのです」

　やはり、そんなに簡単に夕影さんには会わせてくれないらしい。宵美ちゃんは、騙だますつもりではなかったですけど──と、小さな声で言い添そえた。

「それで──家訓って一体、なんなんだ」

　そう聞くと、宵美ちゃんは目線を宙に浮かし、ロッジの天てん井じようの木目を数えながら、すーすーと深呼吸をしてから俺に言った。




「『即そくハ○。出会ったら即セックス──』」




　……。

　おい──内閣府のスパイの一族。

　そんなＡＶみたいな家訓を持っていて大だい丈じよう夫ぶなのか……？

　国家公務員だろ……？

　それに即ハ○と言われたって、俺だってこんな中学生くらいの子とハメるほどには堕おちちゃいないぞ……。

　たまには貧乳もいいよね！　という気持ちもなくはないけど……、

　法律が適用されないという言葉が、頭にちらついちゃいるけど……。

　──と思いながら、宵美ちゃんのパステルカラーのベッドを、野や獣じゆうの眼光で見つめていると、宵美ちゃんは補足した。

「不ふ埒らちな勘かん違ちがいはやめろ、です。そんな目でボクのベッドを見るなです。スパイであるためには、日常から実戦を経験しておくべきという、父上のストイックな教育方針なのです」

「はぁ……」ストイックっていうか、ストリップ？

「それに、セックスと言っても、必ずしも性せい行こう為いを指してるわけじゃないです。例えば、姉上──朝あさ日ひは処女バージンを大切にしているから、簡単なゲームをセックスということにしているのです。一方大姉上なら、『セックスとは貪むさぼること』と答えるです。母上の場合はきっと、『人生』と答えるでしょう。祖母上は、どんなセックスを行おうと必ず相手を壊こわしてしまうから、そもそも他人と出会わないようにしているのです」

　なんだ、本当にヤるわけじゃないのか。ちょっと残念……って、そんなことを考えちゃ駄目だな。

「ボクも経験がないから……、出会ったばかりの人と、おしべとめしべをくっつけるのは嫌いやだから──」宵美ちゃんは、セックスを迂う遠えんに言おうとして、逆にエロい感じの言い回しになっていた。「だから、姉上と同じ解かい釈しやくを取るです。つまりは、先生と今から一つゲームをして、それに勝ったら先生を父上の下へと連れていく、です」

　宵美ちゃんは、精せい一いつ杯ぱい自分の闘とう争そう心をかきたてようとして、荒あらぶるチワワのような表情になった。

　仕方ない。

　その家訓を守らなければ──宵美ちゃん自身、夕影さんに怒られるのだろう。

「それで一体、どういうゲームをするんだ？」

「伊藤先生は……、ポエトリーボクシングという競技を知っているかなです？」

　直訳で──「詩で、ボクシング？」

「そうです。ポエトリーボクシングというのは、意外と歴史の深い競技なのです。九十年代の後半くらいから、毎年好こう事ず家かによって行われていたそう、です。二人の出場者がボクシングのリングに上がり、交こう互ごに詩の朗読をするです。そして、どちらがより感動的な詩を読めたかで勝負が決まるのです」

「ふむ」

「本来は、詩の感動度をジャッジする、レフェリーがいるですが──今回は二人しかいないから、ジャッジはお互たがいの対戦相手がするのです」

　なるほど。

　話を聞いた限りだと……、中二病の宵美ちゃんの黒歴史発表会に、俺が参加させられるということだろうか……。

　宵美ちゃんが書いているポエムの恥はずかしさにもよるが、場合によってはセックスした方が気分的にはマシだった──というパターンもあるな……。

「じゃあ、早さつ速そく、ポエトリーボクシングを始めるです！」宵美ちゃんは──ひょっとすると普ふ段だん遊び相手がいないのか、待ちきれない様子で目を輝かがやかせた。「ちなみに、いじわるな判定は禁止ですよ？　スポーツマンシップにのっとり、出来る限り素す直なおに点を付けるのです」

「オーケー」

「早速、ボクが先せん攻こうで手本を見せてあげるのです」

　宵美ちゃんは、部屋の隅にあるパソコンのスペースキーを押した。

　するとメディアプレイヤーから、ゴングの音がカーンと鳴った。

　なんだか、変な勝負に巻き込まれてしまったな……。

　まぁ、勝負は勝負でも、『手○キvs手マ○、先にイった方が負け対決』[image: ～][image: ～][image: ～]ッ!!　とか言われなくて良かったな……。

　生徒の転校を止めるために、その妹を手マ○しなければならない状じよう況きようって意味がわからないし、バタフライ効果だってもうちょっとマシな因果関係で起こるよな。

　なんてアホなことを考えて突つっ立っていると、宵美ちゃんは言った。

「詩を読む前に、少しだけ雑談してもいいですか？」俺がうなずくと、宵美ちゃんは続けた。「先生は、この世界にある、ありとあらゆる感情──喜び、悲しみ、笑い、驚おどろき、憎にくしみ、愛いとおしみ、不安、怒いかり、エトセトラ……の中で、どれが一番強いものだと思うのです？」

　考えたこともない──と俺が答えると、宵美ちゃんはいたずらっぽく笑った。

「ボクはですね、『愛』だと思うのです」

　急に電波なことを言われたので、俺は「お、おう……」としか言えなかった。中二病という名の、ブレーキの壊れた電車が走り出したような感覚だった。

「世界は愛で出来ているのです。そして、愛の中でも最も動物的な『発情』が、一番強い力を持っていると思うのです。おしべとめしべをくっつけたいよーという、身み悶もだえをするような焦しよう燥そうが、人間という種をここまで存続させてきた、正の遺産でもあり、負の遺産でもあると思うのです」

「……」

「だからきっと──最高の詩というものは、読んだ瞬しゆん間かんに人を絶頂させるものです」

　ひょっとして、冗じよう談だんを言っているのかと思ったが、宵美ちゃんの表情に変わりはなかった。まるで、昼下がりにティーブレイクを楽しんでいるような表情である。それが逆に、俺には不気味だった。

「伊藤先生は『Ｇスポット』というものを知っているかです？」

「……??」

　むしろ、宵美ちゃんはその言葉を知っているのか？　いや、知ってるか。中学生とは言え胡桃沢の妹だしな。ロリボディのくせに性知識を蓄たくわえよって。

「Ｇスポット」宵美ちゃんは、女子中学生によるＧスポットトークという、妙みように背徳的な話を続ける。「本当の名前はグレフェンベルグ・スポット。人間のめしべにある、妙に感じやすい一部位のことを言うのです。男性であれば、前ぜん立りつ腺せんにあるＰスポットというものが同一視されたりするのです」

「……」

「きっと、人間の言語野も、生せい殖しよく器と同じ構造をしていると思うのです。そこには人それぞれの、他人とは違ちがう『Ｇスポット』があるのです。だからもしも、そこに的確に言葉を投げ込むことが出来れば、人を簡単に笑わせたり、怒らせたり、泣かせたりすることが出来るのです。メロドラマなんかも、この技術を使っているのです」

　宵美ちゃんの語気が強くなる。彼女自身、興奮しているように見える。

「詩とは、それなのです。誰だれかの言語野のＧスポットに土足で踏ふみ入り、言葉の手マ○を食くらわせて、あんあんいくいくと好き勝手に愛あい撫ぶして、スキーン腺せん液をドピュドピュと分ぶん泌ぴさせ、絶頂させてやることなのです。ガチアクメを食らわせて、ボクの言葉がないと生きていけないと、ヒーヒー泣かせてやることなのです」

　宵美ちゃんは、語りすぎたことを恥じるように、少しだけ笑った。

　好色な──笑えみだった。

「ポエトリーボクシングは、直接的におしべとめしべをごっつんこする、肉体的なセックスとは違うですが、それはボクにとってのセックス──言葉のセックスなのです。伊藤先生は、女の子とエッチするということの責任を、真しん剣けんに考えられていたですか？」

　宵美ちゃんは好色な笑みのままで、舐なめ回すように俺を見た。

「くすくす……。ひょっとして先生は──普段は女子高生に囲まれている分、自分と同年代くらいの女性に飢うえているのですか？」

「へ？」

　いや、それは確かにそうだが──

「くすくす……、くすくす……」

　宵美ちゃんは不気味に、その呼気のような笑いを続けていた。どこかサディスティックな微び笑しようだ。まるで、俺の体をどうやってバラバラにしようかと算段している、殺人者のような笑みだった。

　嫌な予感がする。

　夜陽さんに心を読まれた時のように──超ちよう自然的なことが起こりそうな気がする。

　逃にげるべきだろうか？

　いや、こんな小さな子に背中を向けるというのも……。

　とはいえ──たかがポエムだろ？　ポエムを聞かせるだけで、俺の言語野のＧスポットを絶頂させる（？）なんて、そんな大それたことが出来るのだろうか。

　大体、言語野のＧスポットってなんだ。マジで想像がつかないぞ。

　そう思って俺は──警けい戒かいを解いてしまった。

　その──わずかな隙すきに、

　宵美ちゃんは、聞こえるか聞こえないかほどの音量で、

　その言葉を、刺さし込んだ。




「『ＯＬのジーンズ越ごしに見えるハミパン』」




　……。

　へ？

　なんだ──たったそれだけの言葉で──

　俺が────絶頂するわけ────

　なッ────────あ、あああ、あああああ。

「ぐ、ぐううあああああああああああああーーーーーーッ！」

　体の奥から──マグマのような欲望が解き放たれるのを感じた。

　ひ、瞳ひとみの奥に──ＯＬのハミパンが浮うかぶ美人だけどだらしのないＯＬがジーンズを腰こし穿はきにしてそこから見えるだらしのない、ゴムがゆるゆるになったパンツが見えているＯＬは気づいているけど直すのが面めん倒どうくさくて、お尻しりのラインがすこしだけみえてみえて夜、コンビニにお酒を買いに行って寝ねる前にイカない程度の自じ、慰い、コウ、為い、お──

「は、は……、ははッ、はははッ、が……、がああ……、あああ……」

　馬ば鹿かな──

　俺が──射　精　し　て　い　る。

　それも、二十二年間生きてきて、こんなに出たことがないというほどの量が──パンツの中に解き放たれている。

「うあ……、あ、あ……、あ、あああああ……」

　たった一言の呟つぶやきで……。

　これが……、たった一言で、誰かの言語野のＧスポットを、一いち撃げきで責め立て絶頂させるような言葉のセックス……。

　一人でするのとは……、まるで比べ物にならない……。

　宵美ちゃんのラウンドの、終しゆう了りようを告げるゴングが鳴った。

「くすくす……ですです……」宵美ちゃんは悪あく魔まのような笑みを漏もらす。「伊藤先生……、そんなに感じちゃったら、もう普ふ通つうの快楽には戻もどれないかも、です……？」

「フツウの……、カイラク……？」どういう意味だ──？

「じゃあ次は、伊藤先生のターンだよです。さーて、ボクのＧスポットを、先生の言葉でさわさわして、スキーン腺液をドピュドピュ出させて下さいです！」

　カーンという、軽快なリングの音が鳴る。

　だが──俺には何も考えることが出来なかった。

　まるで、頭の中の難しいことを考える部分が──さっきの宵美ちゃんの一言によって、破は壊かいされてしまったかのようだった。

　時間感覚がなくなり──何秒経たったのかもわからない沈ちん黙もくの後に、宵美ちゃんが言った。

「自分のターンを放ほう棄きした、ということでいいかなです？」

「……え、……あっ。いや、違っ」

「じゃあ、またボクのターンです」宵美ちゃんはスペースキーに指を置いた。「今度は、先生が、普段教え子に抱いだいている欲望を言葉にしてあげる、です」

　カーン。

　再び──宵美ちゃんのターンになった。

　まずいまずいまずいまずいまずい──もう一度、あの言葉を食らったら。

　また、彼女の一言によって言語野のＧスポットを愛撫されたら……。

　もう二度と、戻れなくなってしまう。

　元の「伊藤真まな実み」に戻れなくなる……。

　あぁ──そうだ。逃げればいいんだ！

　部屋の出口に行って、ドアノブを握にぎって──

「──ッ??」

　だが──ドアノブからは無む慈じ悲ひにも固く動かない感かん触しよくが返ってくるだけだった。

　そうだ、部屋には鍵かぎが……。

　宵美ちゃんは小こ悪あく魔まのように笑って──

　それから、次の破は滅めつの言葉を繰くり出した。




「『女子高生ふんどし祭り』」




　……。

　そ、そんな言葉で──この俺が、

　この俺、俺、俺、このこの俺、俺俺俺こ、のこ、のこの俺この俺が──

　あ、ああああ、あああああああ、ああああああああああああああああ

　うううぐあああああああああああああああああああああああああ────────ッ！

「あがグッ──」

　ボウンッ！

　睾こう丸がんの爆ばく発はつ音のようなものが鳴り──俺の下着はふたたび精液まみれになった。

　恭きよう野のみたいな子がふんどしだったら、最高じゃねーかチクショウ……。

　全員ふんどしで授業出来ねーかな……、うう……。

「伊藤先生、可愛かわいいです……」宵美ちゃんは破顔する。「飼いたいです……。ボクは人間は苦手ですが、動物は大好きなのです。先生が人間でないペットになれば、毎日エサもあげるし、えっちなこともしてあげるですよ……？」

「ぺ、ペット……？」

　それはまずい──俺には、胡桃沢の転校を止めるという使命が……。

　担任としての、やるべきことが……。

「先生と最初に会った時に、ボクは言ったです。『男の人を見るのは、ここ二年で初めて』と。それは──もしも男の人と会っても、ボクや大姉上が、その人を人間ではないペットに変えてしまうからなのです」

「……ッ！」

「姉上の転校を止めたいのはやまやまです。でもボクなんかに負ける、弱すぎな先生を父上に会わせたところで、父上の決心を変えられるとはとても思えないです。だったら、せめてボクが先生をペットとして飼ってあげるのです。きっと姉上も喜ぶのですよ」

　あぁ……。

　宵美ちゃんはオーバーオールの肩かた紐ひもを外し、下に着ていたビッグサイズのトレーナーを、襟えりを広げて下に落としていくやり方で脱ぬいでいった。

　トレーナーの下には──

　夜陽さんが穿はいていたような、あみあみのボディストッキングを穿いていた。

「姉上、どんな顔するかな、です……」

　肉にく奴ど隷れいにされる……。

　出口を壊こわそうと体当たりをするも、宵美ちゃんが俺に言った。

「逃げたらつまんないのです。『女子卓たつ球きゆうプレイヤー、全ぜん裸らで宴えん会かい芸』」

「うああああ──、あああああああ────、ああああああああああ────ッ！」

　俺はもう──駄だ目めだ──




　　　　＊




　伊藤が胡桃沢家に向かった、その日の夕方。

　恭野文ふみ香かは下校のために、駅前を歩いていた。

　駅の構内に入ろうとした時、ふと、ロータリーに傷だらけの車がやってくるのを見た。ボンネットは凹へこんでおり、ドアミラーは取れかけである。まるで、ハリウッド映画で爆発シーンを演じてきた直後のようだった。

　その車はよろよろと──まるで死にかけのような走行で、恭野の進行方向にあるパーキングエリアに停とまった。

　恭野が不ふ穏おんな空気を感じていると──ドアが開き、中から泥どろだらけの伊藤が飛び出してきた。

「……伊藤先生!?」

「うぅ……、ママさん、全裸ハードル走……」

　伊藤はモゴモゴとよくわからないことを口にしながら、コンクリートの上に這はいつくばっていた。

「先生……」

「世界の神秘……、空中セックス……」

　伊藤は尋じん常じようではない様子だった。皮ひ膚ふは乾かわき、肌はだは灰色になり、口の端はしにはあぶくのような物が付いている。おまけに、体をまとう泥には血が混じっていた。

　大変だ、救急車を呼ばないと……。

　恭野が、制服が汚よごれるのも厭いとわずに伊藤を抱だき起こすと、伊藤は恭野の方を見た。やがて、徐じよ々じよに目の焦しよう点てんが合っていった。

「恭野……」

「伊藤先生？」

　真っ白だった伊藤の顔に──赤みが増してきた。

「恭野……。きょ、恭野、恭野……っ！　恭野──ッ！　恭野恭野恭野──ッ！」

「あ、はい……」

　恭野が危機管理能力を働かせる前に──伊藤が、恭野を抱きしめた。

「生きてて良かったあァ────ッ!!」

「きゃああああーーーーっ！」

　あまりに一いつ生しよう懸けん命めいな抱ほう擁ように、恭野は息が詰つまりそうになった。通行人たちが、まるでパーキングエリアで変態を授乳しているかのような恭野の方をジロジロと見ていた。抱きしめついでに変な所を触さわっているし、何があったのかはわからないが、駅前だから恥はずかしいので止やめて欲しい！

　恭野はようやく伊藤を振ふり切ると──ふと、地面の方から妙みようなにおいがしてくるのに気づいた。

　何これ……、イカ臭くさい……。

　伊藤先生、もしかして抱きしめながら発射を……？　それもこんなに大量に……？　男性ってこんなシャケのような生せい殖しよく方法を取るの……？　半魚人の人……？

　と、答えの出ないことをぐるぐると考えていると、伊藤がゆらゆらと立ち上がった。




　──死ぬかと思った。

　今、自分が駅前に立っているだけで、奇き跡せきのような心地ここちがする。

　宵美ちゃんの部屋のドアをぶち破った俺は、一か八ばちか、ロッジの傍そばにあった崖がけを飛び降りた。腹を決めたというか、咄とつ嗟さに、無意識的に自分が生存出来る方法を選んだという感じだった。まさか自分がこんなにもハリウッド映画的なアクションをするとは思わなかった。

　幸いにもあまり高さはなかったので、出血こそしたが擦すり傷だけで済んだし、宵美ちゃんもそれ以上は追ってこなかった。

　それからはスマホのＧＰＳを使って学がく苑えん長の車の所にまで行って、ここまで戻ってきたわけだが……、しかし、出血で頭がくらくらするし、宵美ちゃんの言葉がフラッシュバックして思い出しアクメするしで、道中あちこちに車をぶつけてボコボコにしてしまった。学苑長には後で謝っておかないと……。

　俺と恭野はコンビニにやってきた。恭野が俺に、胡桃沢家で起こった出来事を聞きたがったからである。

　一部始終を話すと──コンビニで買ったビタミン剤ざいを嚙かみながら恭野は言った。

「そうなんですか。胡桃沢さんの家がそんなことに」

「……あぁ」

「飼い犬には、お、犯おかされ……、妹さんには、ぽ、ポエムで、射精を迫せまられ……」

　恭野は──こういう話は苦手なんだろうな。

　だが彼女は、俺が胡桃沢家の庭で見た、感情を無くした種付け犬や言葉でイカせる中二病女などの、まるでＬＳＤでラリった幻げん覚かくのような話を、意外と要領よく理解してくれた。本当にいい子である。こんな子にふんどしを締しめて欲しいと願っていた、先刻までの自分をダンプで轢ひいてやりたいな。

「『即そくハ○。出会ったら即セックス──』」口に出してから、隣となりの女子高生が赤面していることに気付いた。「厄やつ介かいなルールだな。こんなルールがあるんじゃ、まともに夕影さんの所にも行けない」

　ただ家庭訪問をしたいだけなのに、障害が多すぎるだろ。

　みるくや宵美ちゃんはもちろん、夜陽さんにも会っちゃいけない、他ほかにも母親や祖母がいるかもしれない。胡桃沢の携けい帯たいの電源は切れたままだし──

　……ん？

　恭野と話していて気づかなかったが──自分の携帯電話が、ものすごい数のメッセージを受信していた。怪け訝げんに思って見てみると、大量のエロ画像が送りつけられてきていた。

「先生、どうしました？」

「い、いや、なんでもない」俺は慌あわてて、携帯電話の画面を隠かくした。

　うわ……、俺、ヤバいリンクとか踏ふんだっけ。もしかして昨日踏んだ、祝十万クリックなので十万円送りますっていうアレ？　もしくは「お使いのスマートフォンがウイルスにかかっています」というアレ？　危あやうくクレジットカードの番号を入力する一歩手前だったが、もしかしてあのせいでエロ画像が……。

　……って、この画像。よく見るとどこかで見たことがあるような──

「胡桃沢っ!?」

　色も白いし、胸も、エロ漫まん画がという名の夢の世界に住んでいる「さいきょうのビッチ」みたいにデカくて柔やわらかそうである。髪かみの毛も金色だ。つーか、よく見たら普ふ通つうに胡桃沢の携帯電話から送信されてきている。

　恭野から携帯の画面を隠しながら、俺は返信のメールを打った。

『お前、なんのつもりだ』

『暇ひまだからエロ写メを撮とってたｗ』

『暇つぶしで人の携帯に児童ポルノの証しよう拠こを残すな』マジでこいつ、歩く犯罪誘ゆう発はつ装置って感じだな……。こいつが存在することで、三重県の犯罪発生率が２％くらい上がりそうだ。『というかお前、携帯の電池復活したのか？』

『妹がね、こっそり充じゆう電でんしてくれたの』

　妹って──宵美ちゃんか。確かに宵美ちゃんと胡桃沢は、それなりに仲が良さそうだったが……。

　しかし、タイミングに作さく為い的なものを感じるのは俺だけだろうか？

『妹に聞いたんだけどさ、私の転校を止めるために、けっこー頑がん張ばってくれたそうじゃん』

『まぁな』

『もしかして私のこと、好きになっちゃった？　どーてーはすぐに女の子のことを好きになっちゃうからねー』

『うるせー』

『でも、正門から来るのはヤバいっしょ。私だって、正門から入ったらみるくに捕つかまってひとたまりもないよ』

　……！

　俺はふと、胡桃沢家に行った時に浮うかんだ疑問を思い出した。


　胡桃沢って、毎日どうやって清純学苑に通ってるんだろう……。



　俺は急いでメッセージを打った。

『ひょっとして、お前の家に入る道って、正門だけじゃないのか？』

　そうか、別の通路があったのか。

　確かに毎朝、あんなデカい山を越こえているとは考えづらい。だから、正門は実は防犯用のダミーで、本当の入り口は別にあったのだ。

　さすがはスパイの一家。家そのものが、天てん宮ぐう岳だけという巨きよ大だいな山によって隠いん蔽ぺいされているみたいだ。どうしてこんな場所に住んでいるのか、見当もつかないけど。

『隠れるっていうのは副次的なものだと思うよ。パパはね、どうしてもこの場所に住みたかったみたいだから』

　尚なお更さら、あの場所に住む理由が見当もつかないが、お金持ちの道楽ということにして、済ませておくことにしよう。

『私の家に来る裏道を教えてあげるね。本当は地図を描かいて送りたいんだけど、懲ちよう罰ばつ房ぼうの中には紙がないから、尻しり文字で描いて送るね』

『いや、普通に送ってくれ』わかりづらくて仕方がない。

　胡桃沢のメッセージを待ちつつ、恭野と話す。自分も胡桃沢の家に行きたい──という恭野の提案を聞きながら、ふと思う。

　ひょっとすると──これが、宵美ちゃんの狙ねらいなんだろうか。

　胡桃沢の携帯電話を充電してあげることで、胡桃沢から裏道を俺に教えさせ、もう一度俺を、胡桃沢の家へとおびき寄せること。


「伊藤先生、可愛かわいいです……。先生をペットとして飼ってあげるのです。きっと姉上も喜ぶのですよ……」



　あのロリポエマーは俺をペットにしたがっていた。だから俺に……、もう一度屋や敷しきまで来いと言っているのだろう。

　少しの時間の後に、胡桃沢からの詳しよう細さいな道案内が届いた。これがあれば、次はみるくに会わずに胡桃沢の家にまで行けるだろう。

　道案内の後に、胡桃沢からもう一通写真が来た。

　それは、胡桃沢の白いお尻の写真──と見せかけて、肘ひじの写真のズームだった。しょーもない、小学生並のいたずらを眺ながめながら……、俺はやっぱり、この楽しい女の子とお別れしたくないな、とふつーに思った。




　次の日。

　俺と恭野は天てん宮ぐう温おん泉せん駅へとやってきた。天宮温泉駅は、胡桃沢家のある天宮岳の最も寄よりの駅である。

　恭野と二人で胡桃沢の家まで行くつもりだったが──待ち合わせ場所には、なぜだかもう一人女生徒がいた。

　おさげ頭に眼鏡のゲキダサ生徒。その実、わずかな刺し激げきでマジイキ生徒の伏ふし黒ぐろだった。

　伏黒は散策用のジャージを着ていて、やる気満々で待ち合わせ場所に立っていた。

「さあ、一いつ緒しよに胡桃沢さんを助けに行きましょう！」

「……お前な」こいつ、趣しゆ旨しわかってんのか？

「わかってますよ。囚とらわれの姫ひめ君ぎみである胡桃沢さんを助け出すんでしょう？」

　正確には違ちがうのだが──感覚的には似たようなものだな。

　マ○オでたとえると、ピー○姫ひめならぬビッチ姫、任○堂ならぬ「妊にん娠しん、どう？」、アクションゲームならぬアダルトゲームっていう感じだが……。

　伏黒は恭野と個人的に連れん絡らくを取って、今日の家庭訪問を知ったらしい。原因を作った恭野はくすりと笑うと、俺に言った。

「まぁ、いいんじゃないですか？　伏黒さんも連れていってあげましょうよ」

　しかしなぁ……、快楽に弱い伏黒を胡桃沢の家に連れていっても、速そつ攻こうで肉にく奴ど隷れいになる未来しか見えないぞ……。

　だが──そうなったとしても、あまり良心が痛みそうな気はしないな。「やはりか」という気持ちになるだけのような気がする。イメージとしては、ＲＰＧでザコメンバーを、一応は控ひかえパーティに入れて連れ歩くような感じである。ボスに究極必ひつ殺さつ技わざを使われた時の、壁かべ役としては役に立つかもしれない。

「いいぞ。でも家の人と会う時は静かにしていろよ」

「わかりましたー♡」

　俺達は駅前からタクシーに乗って、天宮岳の中腹の方へと向かった。

　タクシーの運転手には、部の課題で山を散策している、ということにしてごまかした。俺も恭野も伏黒もジャージ姿なので、まさか噓うそを言っているとは思わなかっただろう。運転手は菰こも花はな町の名産品なんかを得意げに語ってくれた。

　タクシーを降りて、そこから少し山の中に入っていくと──すぐに、自然の中に溶とけ込むようにして、茶色い集水桝ますがあることに気付いた。

　それは一見、どこにでもあるような人工物だった。だが、よく見ると他のものとは微び妙みように色が違う。表面を手でなぞってみると、小さな蓋ふたがついていた。

「……」

　恭野と顔を見合わせる。

　思い切って蓋を開けてみると、中には数字式のパスコードロックが入っていた。

「……ッ！」

　恭野が言葉を失っている。胡桃沢から話は聞いていたが──まさか、こんなスパイ映画めいたものが現実にあるとは、という表情だった。伏黒だって黙だまり込んでいる。

　俺は、すーっと深呼吸をした。

　それから、胡桃沢からのメッセージを参考に、八桁けたのパスコードを震ふるえる指で入力していった。パスコードを入力し終わると、鍵かぎが開く音がした。

　目配せをして、三人で蓋を開けた。

　そこには──車だって走れそうなほどの、噓のように広い空間があった。

　恭野は啞あ然ぜんとしながら、広い通路の奥の方を見つめていた。

「すごいですね……」

　確かにこれは絶句する光景だ。山の中にこんなものがあるなんて。秘密基地に憧あこがれる小学生だったら、失禁するレベルのワクワク建造物である。

　備え付けのはしごを使って下に下りると、空気は湿しつ気けを持ってしんと沈しずんでいた。俺は決心をして言った。

「じゃあ、行くぞ」

　そして入り口を閉めた。すると、通路は完全なる暗黒へと吞のみ込まれた。懐かい中ちゆう電灯で道を照らしながら、広い道の隅すみっこを歩いた。

　足音が遠くにまで反はん響きようして、少し遅おくれて聞こえてくる。静かすぎて不気味だった。なんだかモグラにでもなったような気分だった。棺かん桶おけの中に入ったことのある人がいれば、こんな気持ちになるのかもしれない。

「ひょっとすると、戦時中に使っていた、地下坑こう道どうなんかを改造しているのかもしれませんね。終戦前は本土決戦の準備のために、色んなところに掘ほっていたはずですから」

　恭野が言う。こんなヤバげな道を歩きながらも、のほほんとそんな推理が出来るなんて──結構、肝きもの据すわった女の子なんだな。

「天宮岳の地下に、皇居と大本営を移動しようっていう計画もあったんです。天てん宮ぐう大だい本ほん営えい構こう想そうって言うんですけど……。本土決戦になれば、東京は平野にあって防衛機能が弱いので、それならば皇居と大本営を山奥の地下に隠かくしちゃえ、っていう計画です。天宮岳がそのターゲットになったのは、安山岩の成分がダイナマイトを使うのに適していたからと、後は天宮っていう名前が『天』の『宮』を思わせて、皇居を造るのに縁えん起ぎがいいからですね」

「ふーん」

「小学二年生の時の自由研究で調べたんです。『自分の住む町を調べてみよう』っていう課題だったので……。私も昔はこの辺に住んでいたんです」

　なるほど。そこまで調べたならば、きっと恭野の自由研究は、小学生にしては出色の出来だったに違いない。

　歩いていると、ようやく通路の出口が見えてきた。

　通路の出口は、深い深い森の中にあった。熱気のこもったトンネルにいたのもあって、空気が涼すずしくて美味おいしかった。よく見ると、三人のジャージは汗あせまみれになっていた。恭野が恥はずかしそうに顔をそむける。

　顔を上げると──木こ陰かげの奥に、胡桃沢家の大だい邸てい宅たくがあるのが見えた。

　ようやく、ついた。

　これが、胡桃沢の家だ。

　巨大な屋敷が──地下に半分ほど抉えぐり込むようにして建っていた。和風なのも相まって、まるで巨大な城が大きな沼ぬまに沈み込んでいるかのように見える。沈んでいるのは、ひょっとすると空くう撮さつの対策なのかもしれない。正面のサイズだけでも、清純学苑の体育館以上の大きさがあり、奥行きと深さは想像もつかなかった。

　森の奥に、こんなわけのわからない建物があるなんて、現実感がなさすぎてくらくらするな……。

　しばらく呆気あつけに取られながら、三人で「おー」とか「うわー」だの言いながら眺めていたのだが、こうしてはいられないので、中に入ることにした。

　だが──どこから入ればいいのかわからないな。

　いや、入り口はたくさんあるし、なんならここからでも見えているが、しかし、いわゆる公こう共きよう施し設せつとかに入り口がたくさんあるのと同じで、どこが正面玄げん関かんなのかがわからない形だった。こんな訳のわからない建物といえども、一応は人の家なので、インターフォンをピンポーン、と押して正しい手順で入りたいのだが……。

　なんて思っていると……、

　目の前に、動物の形を模したようなあみあみの模様が入った、黒のエロすぎるボディストッキングを穿はいて──その上にぶかぶかのオーバーオールを着た、真っ白な肌はだの妖よう精せいのような女の子がいた。

「伊藤先生。待ってたです」

「……ッ！」

　胡桃沢宵美！

　胡桃沢の妹。言葉で人を絶頂させることが出来る──変態ポエマー女！

　事前に話がしてあったからだろう。恭野は身構えた。伏黒は状じよう況きようについていけてないようで、ぼけっとした表情を浮うかべたままだった。

「先生──絶対に来てくれると信じていたです。姉上を助けるためではなく、ボクとのごっつんこがやみつきになって来てくれると思っていたです。だから今日は、朝から監かん視しカメラの映像をチェックしていたです。先生を見つけて、ボクは初潮めしべが軽イキするほどに嬉うれしかったですよ？」

　宵美ちゃんはぼんやりと宙を見つめている。可愛かわいい顔をしているが、俺はこの女が危険な変態女であることを知っている。

「先生、会ってしまったからにはわかるよね、です？」

　そう。この家のルールが──適用される。

「『即そくハ○。出会ったら即セックス──』」

　弱肉強食の──胡桃沢家のルール。

「さぁ、すぐに真っ昼間からヤりはじめるです。三人まとめてペットにしてやるですよ」

　そう言って、宵美ちゃんは屋敷の扉とびらを開けた。どうやら、中に入れということらしい。

　俺たちは、胡桃沢家の巨きよ大だいな邸宅の中へと入った。中では長い通路が、曲がりくねりながらも続いている。必要性がわからないほどに広い空間だった。なんだか戦国ゲームの、無限に生成される和風ダンジョンの中に迷い込んだみたいだった。

　人ひと気けのない通路を、セックスをする部屋を目指して歩きながら、宵美ちゃんは言った。

「先生との勝負が待ち遠しいから、部屋に着く前に少しネタバレをしてあげる……です」

「……」

「今回、ボクが提案するセックスは、言葉を使った卓たく上じようの格かく闘とう技ぎ──『しりとりバスケット』です」







[image: 第四章]




　邸宅内を二分ほど歩いた所に、宵よい美みちゃんの和室があった。

　ロッジの部屋に負けないくらいの痛部屋で、壁のあちこちにはサインペンによって羽やハートが書き足された写真が貼はってあった。ベッドは天てん蓋がい付きで、圧死しそうなほどのぬいぐるみに埋うもれている。その中には、彼女自身が改造をほどこしたのか、中二病的な包帯や、レースのドレスを着用したぬいぐるみもあった。

　宵美ちゃんは、トランプと同じサイズの、ひらがな一文字が書かれた数十枚のカードと、ゲームに使用する短冊状バスのカゴケツトを取り出した。

「今からやるゲームは一対一でやる、しりとりのようなゲームです。ルールは単純です。各プレイヤーはまず、ひらがな一文字が書かれたカードを、五枚自分の手札にするのです」宵美ちゃんはカードを五枚手に取った。「それから、余ったカードのうち一枚を、バスケットの中に入れるです」

　宵美ちゃんはカードを一枚無む作さく為いに選んで、バスケットの中に入れた。カードに書かれている文字は「あ」だ。

「プレイヤーはそれぞれ、バスケットの中のカードの文字で始まり、手札の文字で終わる、三文字以上の言葉を考えるのです。例えば──」宵美ちゃんは「め」のカードを取り出した。「このカードなら、『アニメ』だとか『網あみ目め』だとか、そういった言葉を考えるのですよ」

　恭きよう野のは、ふむふむ、とうなずいている。本来は楽しいゲームの説明だが、恭野の表情は真しん剣けんそのものだ。

「そして、その言葉を発言しながら、カードをバスケットの中に入れるのです」

　宵美ちゃんは、アクメ──と言って、「め」のカードを捨てた。バスケットの一番上のカードは「め」になり、宵美ちゃんの手札は四枚になる。

「『め』の次に──例えば『す』のカードを捨てるなら」宵美ちゃんは手札にある「す」のカードを見せた。「『目め安やす』とか、『メカニクス』だとか言って捨てることになるのです。ちなみに、濁だく点てんや半濁点は勝手に付けてもいいので、『迷めい路ろ図ず』や『綿めん綸りん子ず』でもオーケーなのですよ」

　宵美ちゃんは、メンス──と言って、「す」のカードを捨てた。

「『す』……『す』……」宵美ちゃんは「い」のカードを取り出した。「『水すい泳えい』。あ、長ちよう音おん符ぷはひらがなに変えてもいいので『スキー』でも大だい丈じよう夫ぶなのです」

　宵美ちゃんは、素す股また行こう為い──と言って、「い」のカードを捨てる。こいつ、エロい言葉しか言わねーな……。

「この要領で、最初に手札をゼロにした人が勝ちなのです。今回は三本先取ということにするです。瞬しゆん発ぱつ力りよくと発想力が大事なゲームなのですよ」

「なるほど」

「また──少し特とく殊しゆなカードについても説明しておくのです」宵美ちゃんは手札にあるカードを一枚、俺たちに見せた。

　そのカードは一風変わったデザインのカードで、か行にある「か」～「こ」の全すべてのひらがなが書かれていた。

「これはワイルドカード『か行』。このカードは、か行のどのカードの代わりにでも使えるカードなのです。例えば、このカードなら『田舎いなか』でも、『イタコ』でも大丈夫なのです」

　宵美ちゃんは、淫いん語ご──と言って、ワイルドカードを捨てる。

「ただし──場札に出た時は、このカードはワイルドカードではなく、捨てられた時のカードとして扱あつかうのです。例えば今回の場合は『こ』として扱い、『か』とか『け』としては使えないのですよ」

[image: ]

　そこまでを説明すると、宵美ちゃんは全てのカードをまとめて、シャッフルし始めた。

「さて……、誰だれからかかってくるですか？　一人でも勝てたら、先生たちの勝ちということにしてあげるのですよ」

　宵美ちゃんは目を細める。きっとこの瞬しゆん間かんにも、俺たちのＧスポットに来る単語を解かい析せきしているのだろう。獲え物ものを探しているハンターの目だ。

　生徒たちに──こんな危険なやつと戦わせることはない。

「戦うのは俺だ」俺は迷わずに手を挙げた。

「ふふ……、いいですね。すぐに絶頂させてやるですよ」

　宵美ちゃんは、体をブルリと震ふるわせた。それは──俺との勝負の喜びに、彼女がほんの少しだけアクメに達したことを示していた。

　変態め……。




　宵美ちゃんがカードをシャッフルしている間──俺は二人の生徒に言った。

「恭野、伏ふし黒ぐろ。気をつけろよ。こいつは危険な言葉を操あやつる。怪あやしい言葉に耳を貸したが最後、その股から本気汁じるを飛び出させると思え」

　シリアスなつもりで言ったのに、恭野は微び妙みような表情を浮かべた。確かに字じ面づらだけ見ると、エロ漫まん画がに時々出てくる、無む駄だにセリフがかっこいい竿さお役のおっさんみたいだ。

「……コホン、言葉を聞いちゃ駄だ目めなんですね」

　恭野は、少し恥じらってそう答えた。イエス。その理解でよろしい。

　宵美ちゃんとの、しりとりバスケット勝負が始まる。

　彼女は俺にカードを五枚手て渡わたすと、山札の一番上のカードを手に取った。

　そして──そのカードを、勢いよくバスケットに投げ込んだ！

「『しりとりバスケット』──ッ！」

　勝負が始まった！

　最初のカードは「よ」だ。

　俺は「よ」から始まり──手札の「ひ」「み」「む」「き」「い」で終わる言葉を考えなければならない。

　必死に頭を働かせていると──宵美ちゃんは手札を伏ふせて、余よ裕ゆうの表情で言った。

「ボクはこのゲームをやり慣れているです。だからハンデとして、先生の手札が一枚になるまでカードは出さないことにするですよ」

　なんだと──舐なめプじゃないか。女子中学生のくせに大人を舐めおって！

「先生、チャンスですよ[image: ～][image: ～]、やりましょ～っ！」伏黒が叫さけぶ。

　言われなくとも、そのつもりだ。

「い」のカードは最後まで残した方がいいだろう。伸のばし棒にも使える分、適応範はん囲いが広そうだからだ。そのつもりでカードを出していくなら──こうだな。

「『宵よい美み』、『みそぎ』、『牛ぎゆう肥ひ』……」

　俺は「み」「き」「ひ」のカードを、順番に捨てた。

　手札が二枚になった所で、緊きん張ちようが走った。

　ここからが──本当の勝負だ。

　宵美ちゃんは自信満々の表情で俺を見ている。俺のＧスポットを刺し激げきしたくて、うずうずしている表情である。

　ごくりと唾つばを飲んだ──俺は「む」のカードを叩たたきつけた！

「『ビーム』ッ！」

　続けて「い」のカードを、「ムービー」の言葉と共に投げ入れようとした時──

　宵美ちゃんの手札のカードが、手しゆ裏り剣けんのようにバスケットに突つき刺ささっていた。

　速いッ──！

「『ムチムチナース』ッ！」

　あ、ああああ、ああああああああ──ッ！

　こんな一いつ瞬しゆんで──俺の性感帯を刺激する一言を編み出すとはァァァァ──ッ！

　ナース服ってただでさえもエロいのに──その上ムチムチだったら──

『はーい、真まな実みくん、注射の時間ですよー』

『やだー。痛いの怖こわいよー』

『もう、真実くん。お注射を嫌いやがるのは、めっ、ですよー？』

　か、看護婦さんに──

　……看護婦さんにぃッ！

「看護婦さんに注射しますうううううう──────────ッ！」

「先生っ!!」

　恭野の叫び声が聞こえたと思うと、すぐにその声が聞こえなくなった。

　なんだこれ？　耳元がぼんやりとする。

　気がついたら──俺の耳に、恭野が取り出した密みつ封ぷう型のイヤホンが突き刺さっていた。イヤホンは伏黒の私物だろう。黒くて細い造形に見覚えがあった。

　周囲の音が、ほとんど聞こえなくなる。

　なるほど……。宵美ちゃんの言葉を聞いたが最後、アクメをしてしまうなら、耳みみ栓せんをしてしまえばいいのである。当然の発想ながらも、さすがの機転だ。やっぱり恭野を連れてきてよかった。

　宵美ちゃんの手札を見ると、既すでにあと二枚にまで減っていた。さっさと最後のカードを捨ててしまわねば、と思っていると──

　耳元から妙みような音が聞こえてくることに気付いた。

　どうやら伏黒の音楽プレイヤーが、再生しっぱなしだったらしい。

　この音声は……。


『あぁんっ♡　あん♡　あん♡　あん♡』

『とんだスキモノだな、無む理り矢や理りなのに感じてやがるぜ！』

『そう、ずっとこうされたかったのぉ～～～♡』



　……って。

　集中出来ねぇぇぇぇぇぇぇーーーーッ！

　俺は──バスケットの中の『え』のカードを見て、全力で手札のカードを叩きつけた。

「『ＡえーＶぶい』ィィィィィィィィッ！」

「あっ！」宵美ちゃんは驚おどろいている。

　俺はイヤホンを叩きつけると、勝利を喜ぶ伏黒に言った。

「止めろ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　恭野はハッとして、すぐにイヤホンと音楽プレイヤーを切り離はなした。どうやら気づいていなかったらしい。

　ゲームをしながらＡＶの音声を聞くなんて、聖しよう徳とく太たい子しでも出来なそうなマルチタスクだろ……。

　恭野は音楽プレイヤーを握にぎりながら、顔を真っ赤にしていた。反面、伏黒はけろりとした表情を浮うかべている。恥はずかしがる度合いが逆だ、逆。

　ともかく──一本目は俺の勝ちだ。

「意外とやるですね。次からはハンデなしで戦ってやるよです」

　宵美ちゃんはきゃっきゃと笑った。まるで、真剣に遊べるのが嬉うれしいといった表情だった。格かく闘とう漫まん画がに出てくるバトルマニア的な喜びである。

　二試合目が始まる。

　宵美ちゃんは五枚の手札を裏向きに配った。それから、余ったカードをバスケットに投げ込む。

「『しりとりバスケット』ッ！」

　一枚目のカードは──「た」だ。俺は速そつ攻こうを仕し掛かける。

「『だいしゅきホールド』、『年としの瀬せ』ッ！」

　よーし、耳が聞こえないのもあって調子がいいぞ！

　二枚のカードを消化した時──宵美ちゃんがカードを振ふりかぶった。

　何を出されようと聞こえないぜ……と思っていた所で──

　宵美ちゃんは勢い良く「き」のカードを捨てた。




「『清純派委員長の脇コキ』ッッッッ！」




　宵美ちゃんは、その言葉を叫んだ！

　原始的な方法──だが確かに、イヤホンの耳栓効果は完かん璧ぺきじゃない！

　声はイヤホンのバリアを貫かん通つうして、俺の耳に入ってきた。

　視界に、桃もも色いろのらせんが浮かぶ！

　美少女の脇わきコキの曼まん荼だ羅ら模様が──まるで、静止ボタンがぶっ壊こわれたＤＶＤプレイヤーが吐はき出す官能映画のように始まった。

　た、確かに……、清純な女の子の脇が、意外と暴力的だったら最☆高ってレベルじゃないな……。

　へへ……、可愛かわいい顔して脇わき汗あせが多いじゃねえか……。シャツの脇部分がぐっしょりと濡ぬれてやがるぜ？　え？　脇パッドを忘れた？　ならば、今日からは俺が脇パッドだ。溶とけるほどにその脇を舐めまくってやるぜ！

　ワキワキカーニバル……。

「先生！　しっかりして下さい！」

　恭野が俺の肩かたを揺ゆすり、邪じや悪あくな妄もう想そうから引き剝はがした。

　危ねえ。危あやうくカーニバル・ファンタ・ワキフェティシズムに旅立つところだった！

「私がイヤホンの上から耳を塞ふさいでますから、その隙すきにやって下さ──」恭野の声が聞こえて、また聞こえなくなった。

「お、おう！」バスケットのカードは「へ」だ。「えっと、『平へい氏し』……」

　恭野の耳栓によって、またしても外の声が聞こえなくなり、態勢を立て直したと思った、その時──

　無む慈じ悲ひな追つい撃げきが──宵美ちゃんからやってきた。

「『[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]』ッ！」

　なにを言ったのかはわからないが──宵美ちゃんが出したのは「く」のカードだった。

　聞こえないなら大だい丈じよう夫ぶ──と思ったその時──

　俺の耳元を押さえている手が、ぶるりと震えた。

　ふと見ると、顔をさくらんぼ色に紅潮させた恭野が、恥ずかしそうに自らの唇くちびるを嚙かんで、ぷるぷると悶もだえていた。

　わぁい、恭野のいやらし顔ゲット──じゃなくて、宵美ちゃん、攻こう撃げき対象を恭野に切り替かえてきやがった！　生徒になにをする！

「『[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]』ッ！」

「……んんーっ！」

「つ」のひらがなカードと共に唱えられた言葉で、とうとう恭野はノックアウトし、いけない遊びを覚えた子こ鹿じかのように身を震ふるわせて、うつ伏ぶせに床ゆか面に突っ伏ぷした。

　具合が悪いことに──耳に入っていたイヤホンが恭野の手汗で取れて──宵美ちゃんの言葉に対してノーガードの状態になった。

　その隙を逃のがさずに、宵美ちゃんが言う。

「『ツンデレなアソコ』！」

　下の口は正直だぜ……。

「ぐあああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡　ふううああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」

　全身をくすぐられているような感覚の中で──俺は床へと崩くずれ落ちた。体中を、透とう明めいなバケモノが這はい回っているような感覚だった。俺はそんなエクストリーム性感マッサージの中で、あられもない声をあげながら路ろ傍ぼうで悶えていた。

　言葉のＧスポット刺激をもろに食くらってしまった俺を見て、宵美ちゃんはサディスティックな笑えみを浮かべた。

「くすくす……です……。先生をペットとして飼ってやれば、毎日、この面おも白しろい絶頂が見れるのです……。先生にとっても悪い取引ではないよね、です？」

　絶頂なんかに……、絶頂なんかに負けない……。

　あ、女騎き士しみたいなモノローグを流してしまった……。これは負けフラグか……。

　いや、ここで俺が音を上げては……。

　胡桃くるみ沢ざわの転校を止められないだけではなく、恭野と伏黒まで宵美ちゃんのペットになってしまう。それだけは避さけなければならない……。

　俺はなんとか──立ち上がる。

　止めどない快楽の余よ韻いんで、ぷらぷらと宙に浮いているような感覚があった。集中の糸が切れたら真っ逆さまに墜つい落らくして、追いアクメの地じ獄ごくに落ちてしまいそうな気がした。

　──だが、戦えないレベルじゃない。

　ふたたびバトルのリングに上がった俺を、宵美ちゃんは、まるで新しいおもちゃを買ってもらった子供のような表情で見ていた。




　三試合目が始まる。

「……先生」

　試合に臨のぞもうとする俺に、恭野が声をかけた。

　心なしか、脇をキュッとしめているように見える。なんだ、その不自然な姿勢は？　ひょっとすると──さっきの「清純派委員長の脇コキ」のせいだろうか？　防犯意識は大事だが、俺にまで発揮することはないぞ。それに──脇が好きなのは俺だけではないからな。お前が脇をしめようとも、第二・第三の脇フェチがお前を襲おそうからね。

「これ、付けてみて下さい」

　伏黒のイヤホンからは、耳に入れる前からわかるくらいに、爆ばく音おんのＥＤＭが再生されていた。

　なるほど。確かにこれがあれば、宵美ちゃんのエロ単語は聞かなくて済むだろう。歌詞がない曲なのも、思考を妨さまたげなくて好印象だ。

　五枚の手札が配られる。

　宵美ちゃんが、たぶん──

「『しりとりバスケット』ッ！」と言って、ゲームが始まった。

　今回の手札は中々良かった。ワイルドカードが二枚ある。おまけに、宵美ちゃんの方は手札が悪いらしく、難しい顔をして黙だまり込んでいた。

　早々に手札を一枚まで減らし、俺は最後のカードを投げ込んだ。

「『すごろく』！」

　快勝だった。やはり、相手の声が聞こえなければ、それなりに互ご角かくに渡わたり合うことが出来るようだ。

　これで二勝一敗のリーチになった。

　あと一回勝てば──俺たちの勝ちだ。

「くすくす……、中々やるです」

　宵美ちゃんは不敵に笑う。追い込まれているにもかかわらず、むしろプレッシャーを楽しんでいるようだった。

　四試合目の手札も中々良かった。ワイルドカードはないが、使用頻ひん度どの高いひらがなが集まっている。俺は序じよ盤ばんからテンポよくカードを出していく。

　だが──手札が残り二枚になった時、宵美ちゃんがバスケットの中にあるカードを入れ、俺の攻こう勢せいは止まった。

　ワイルドカード「た行」。

　えっ!?　……そうか!!

　ワイルドカードが場札に出た時は、使用された時の文字として扱あつかう。「半はん勃だち」でワイルドカードが出された時は「ち」だが、「つ」や「て」になっている場合もある。

　だが──耳が聞こえていない俺には、宵美ちゃんがこのカードを、何のカードとして置いたのかがわからないのだ。

　宵美ちゃんが自じ慢まんげにこちらを見ている。どうやら、俺がこのカードの正体を知らないうちに、自分の手札を出す順番を決めているらしい。イヤホンを取り、恭野にカードの正体を聞こうかとも思ったが、しかしイヤホンを外した瞬しゆん間かんに、宵美ちゃんがアクメワードを浴びせてくるのは明白だった。

　しばらくして、宵美ちゃんは次のカード「り」を置いた。俺は──「り」のカードから続く、宵美ちゃんの連れん鎖さに割り込むことが出来なかった。




　二勝二敗。

　正しよう真しん正しよう銘めい──最後の試合だ。

　次の試合に、俺たちが宵美ちゃんのペットになるか、胡桃沢の転校を止めるための交こう渉しようが出来るかがかかっていた。

　恭野も伏黒も黙っている。緊きん張ちようして──誰だれもが口を開かなくなった時、宵美ちゃんは少し明るめの声で言った。

「最後のゲームは、新しいルールを入れないかです？」

「新しいルール？」

「折せつ角かくの二勝二敗の接戦なのです。興が乗ったので、負けた時のペナルティを増やさないか、という話です」

　宵美ちゃんは、部屋の隅すみにある小さなクリアケースを開けると、中からピンクローターのようなものを取り出した。

　非常にピンクローターに似た物体だ。色・形ともに、ピンクローターに酷こく似じして……。

　……って。

　あれ──これ、本物のピンクローターじゃね？

　どうして女子中学生がピンクローターを持っているんだ。いや、今いま更さらか？　宵美ちゃんなら普ふ通つうなのか？　いつから俺は、女子中学生がピンクローターを持つのが当たり前な世界に来てしまったんだ？　トンネルの向こうは不思議の町でした？

「『電流デスマッチ』、というものを知ってる、ですか？」

「……確かプロレスとかで、リングロープの代わりに、電流の流れる有ゆう刺し鉄てつ線せんを使う勝負だっけ？」

「そうです。ボクが提案する最後の勝負は──『電流デスマッチ』ならぬ、『電流ローターデスマッチ』なのです！」

　電流ローターデスマッチ……!?

「プレイヤーはしりとりバスケットを行う前に、この──電流を流す特とく殊しゆなピンクローターを装着するのです」宵美ちゃんは俺に、その不思議なローターを見せた。「場所は、ボクの場合はボクのめしべ。先生の場合は先生のお尻しりなのです。勝ったプレイヤーはここにある、電流ローターの遠えん隔かく操作ボタンを押す権利を得るのです」

「ほう……」

「ローターにより、負けたプレイヤーはあられもなく感じまくり、みっともないアクメ顔を晒さらすことになるのです！」

　なるほど──負けたプレイヤーは健けん闘とうを称たたえられることもなく、ただ見苦しいアクメ顔を晒せ、ということなのか。スポーツマンシップはどこに行ったんだ？

「この家のルールは『即そくハ○、出会ったら即セックス』──弱肉強食のこの世界では、敗者はただ、みっともない喘あえぎ声をあげるのみなのです！」

　それが胡桃沢家の教えということならば……、受けざるを得ないのだろう。




　五試合目。

　宵美ちゃんと俺は、お互たがいにローターを装着した。ケツがスースーするが、それは宵美ちゃんだって同じ条件のはずだ。互角の形勢と言ってもいいだろう。

　宵美ちゃんはほんのりと頰ほおを赤くして、その言葉を言った。

「それでは、最後の勝負を始めるのですよ」

　関係ないけど──この子も今、ローターを付けてるんだよな……。

　すました顔をしてそんな状態になっていると思うと、少しばかり興奮を……って、何を言ってるんだ俺は。勝負に集中しよう。

　恭野が俺にイヤホンを手て渡わたした。こいつで外の音をシャットアウトするのが、俺と恭野の考えた宵美ちゃん対策だった。

　だが、俺は四試合目のことを思い出す。

　俺はあの試合、宵美ちゃんの出したワイルドカードを前に、なすすべもなく敗北した。

　もしもまた、次の試合でもワイルドカードを引かれたら？

　この最後の一戦に──ワイルドカードを引かれたら終わりという、そんなリスクのある戦術を取るべきだろうか？

　否いな、取るべきじゃない。

　ならば、俺は……。

「先生？」

　なにかを覚かく悟ごしたような顔をする俺を、恭野は不思議そうに見つめていた。

　耳を塞ふさがず、かつ宵美ちゃんの言葉をシャットアウトして戦う方法。

　実のところ──そんな夢のような方法を、俺は一つだけ思いついていた。

　リスクのある方法だった。だが──使うべきかもしれない。

　そうだ、俺はこの勝負に勝つために──生徒の転校を止め、生徒二人を女子中学生のペットにしないために──心を鬼おににするべきなのかもしれない。

　俺はイヤホンを恭野に返すと、宵美ちゃんに言った。

「宵美ちゃん──俺は、君の攻こう撃げきから身を守る、たった一つの方法を見つけたよ」

「……？」

「君の攻撃手段は、あくまでも言葉だ。だが、あらゆる言葉は──俺は、現実の刺し激げきには勝てないと思っている」

「……」

「君の言葉よりも強い、現実の刺激を用意することで、君の言葉をガードすることが出来ると思うんだ」

　俺は恭野をチラリと見た。

　この方法を使えば──俺は、人として終わる。

　人としては終わるが、教師としては始まる。なぜなら──生徒を守るために、正しいことをするのだから。

　この勝負、やはり負けられないッ！

　だから、俺は──

「恭野、スマンッ！」

「……へ？」

「ちょ、ちょっと失礼しまーす」

「へ、へ？」恭野は、突とつ如じよ自分に襲いかかってきた変態男性に変な顔をした。「──ッ！　ひゃあああああッ!?」

　俺は恭野の──山中散策用のジャージを摑つかむと、そのまま垂直に下ろした。

　ゴム紐ひもだからか、あっという間に恭野の白い足が明らかになった。そしてその中央コクピットには──

　わぁいっ、恭野の下着だぁ！

　薄うす紫むらさき色の生き地じに、細かなドットが入った、処女度メガ盛りＭＡＸの、童どう貞ていを殺すふんわりショーツだぁ！

　最高に刺激的だぜ──これならば、勝てる!!

　俺は──乱暴にその下着を摑んだ。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ!!　や、やめて下さい！　先生、何をする気で──」

「勝たなきゃいけないんだ！」

「ええっ!?」

「この勝負──絶対に、勝たなきゃいけないんだよぉ！」

「先生──ぜんっぜん、意味がわかりませんっ!!」

　恭野は可か憐れんな泣き顔を浮うかべた。その顔は──あらゆる悪党を改心させる純真さに満ち、テロリストにだってスローライフを始めさせるようないじらしさに満ちていたが、正義に突つき動かされている俺には効かなかった。俺はもう、絶対に生徒の下着を脱ぬがすマンへと変化していたのだ！

　俺の策は──こうだった。

　宵美ちゃんの攻撃を避さけるために、宵美ちゃんの言葉よりも強い性的な刺激──すなわち、恭野の下着を装着する──という策だった。

　恭野のパーフェクトなパンツがあれば──宵美ちゃんのセクハラワードの、何を怯おびえるというのだろう？

　勇者の兜かぶとを身に着けた人間が、スライムの打だ撃げきを怯えるか？

　快楽のオーバーキル──それがこの勝負に勝つ秘策だった！

「ひゃああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　恭野は内うち股またになって俺の攻撃をガードする。だが、成人男性の筋力には敵かなうまい！

　ハハハハハッ！　あ、間ま違ちがえた変な笑いが。

　笑う場面ではない。ここは、尊い犠ぎ牲せいに神しん妙みようになる場面である。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　[image: ～][image: ～]！　[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」恭野が声にならない声をあげる。

　少しずつ、恭野の下着がズレていく。ちょっとずつ下ろしているためか、側腹部に細かく赤い痕あとが浮かび上がる。それがなんとなくフェティッシュである。

　しかし、なんという白くて健康的な太ももだろう。みずみずしくて張りがある。液体みたいなのに、膝ひざのところで奇き跡せき的に固体に変わる。液体と固体の間の子──まるで、雪だ。俺は、恭野の足という名の雪の上を、パンツという名のスノボでジグザグの木の葉滑すべりをしているのだ。ぼくは何を言っているんだろうね。

　パンツが鼠そ径けい部ぶを越こえる。

　目線を上げれば、恭野のナイショのところを知ってしまいそうだ。その行こう為いは、パンドラの箱を開けるがごとき禁きん忌きの欲望に満ちていた。

　だが……ッ！

「み、見ないで下さいっ！」

　俺は咄とつ嗟さに目をつぶる。さすがにこの豊穣の角コルヌコピアを見ては、恭野の心に無む駄だなダメージを与あたえてしまうだろうからな……。

　少しくらいは気を使おう。もう手て遅おくれかもしれないが……。

　無む理り矢や理り下着を取ったので、恭野は足を取られてすっ転んでしまった。

　小ぶりなお尻が視界の隅っこに見えていたが、そこまで目に入れると快楽のオーバードーズで死んでしまうだろう。腹八分目で済ますのが勝利の秘ひ訣けつである。

　恭野のふんわりショーツを手にすると、俺は勝ち誇ほこったように叫さけんだ。

「獲とったど[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　それを聞いた恭野が、吐はき捨てるように言った。

「最っ低っ……」

　その言葉が、わずかながらも俺の心を抉えぐったが、もうここまで来たら戻もどれない。

「恭野さん……、羨うらやましいです……」

　伏黒が切なそうな表情を浮かべているが、んなこた知ったこっちゃない。

　俺は恭野の下着をかぶって──変態仮面の状態になった。

　ああ──体中に力がみなぎっていく……。

　少年漫まん画がみたいに、オーラを可視化する技術があれば、今の俺のオーラは、ドラゴ○ボールのＺ戦士クラスのはずである！

　だが、Ｚは実じつ刑けいの略かもしれないな……。もしくはＣＥＲＯ─Ｚの略である。

「狂きよう気き……ッ！」

　宵美ちゃんが小さく呟つぶやいた。

　あぁ、今の俺は確かに──イっちまっているかもしれねーな。

　……。

　いくら中二病的なモノローグを流そうが、変態仮面の状態では格好がつかないな……。「イく」もアッチの意味だと思われそうだ。思うというか、確信される。

　だが──この装備ならば、宵美ちゃんに勝てる！

「さぁ始めてくれ、しりとりバスケットを！」

「くすくす、ここまで面おも白しろい来客は初めてなのです。決めたです。先生を絶対に──ボクのペットにしてやるですよ！」

　五枚の手札を裏向きに配り──宵美ちゃんは余りのカードをバスケットに叩たたきつけた！

「『しりとりバスケット』ッ！」

　泣いても笑っても、これが最後の勝負だッ！

　運命のカードは──「ま」！

　手札のカードは、「し」「お」「は」「く」「す」！

「『漫まん才ざい師し』ッ！」

　先制攻撃を仕し掛かける。だが──宵美ちゃんも譲ゆずらない。

「『女じよ子し高こう生せいふんどし祭まつり』ッ！」

　あぁ、この単語は……、俺が昨日──苦しめられた単語の一つだった。

「あ──ああああ、あああ──ッ！　ああああ────」

　下腹部がビリビリと震ふるえる。体がダメージを負う感覚がある。

　だが──

　俺は歯を食いしばるかのように、恭野の下着を嚙かみ締しめた。

　想像上の女子高生のふんどしが──現実の女子高生のショーツに勝てるとでも──!?

「『リンス』ッ！」

「す」のカードを捨てる。やはり──この防ぼう御ぎよ方法は効果絶大だ。恭野の下着は、俺を宵美ちゃんから守る勇者の兜だったのだ!!

「『数すう学がく』ッ！」

　俺は続けて「く」のカードを捨てる。

　あと二枚──宵美ちゃんを大おお幅はばリードだ！

「う、うう……、生意気ですぅ……ッ！」宵美ちゃんは苛いら立だった様子を見せた。「これならどうですか！　『クロッチ』ッ！」

　あ、あぁ──恭野のやわらかいクロッチが俺の鼻に。まるで聖母クロッチにハグをされ、二重布で出来たエデンの園そのに旅立つかのような……。

　って、つい想像してしまった！

　こいつ──状じよう況きようによって、戦い方を変えて……ッ！　さ、さすがは、胡桃沢家のアクメポエマーかッ！

　うが、ああああ──ああああああ────ッ！

「追い打ちですッ！　『チュチュア○ナ』ッ！」

　それは──女子高生に人気な、安めの価格帯の下着メーカーの名前だった。

「ふおっ、おお──おおーーッ！」

　変な声が漏もれる。

　恭野のショーツも、もしかしてそのメーカーかも……、チュチュア○ナに行って買ったのかも──って、

　こざかしい──メーカーで下着に萌もえるなんて、そんな器用なことが童貞に出来るか！

「『生なま唾つば』ァーッ！」

　これであと一枚だ！

　宵美ちゃんは今日最大の大声と共に──ワイルドカード「あ行」を叩きつけた。

「食くらえ──ッ！　『はじらい女じよ子し高こう生せい』──ッ!!」

　その声を聞いて、ノーパンジーンズ状態になっている恭野が身じろぎした。

　頭の中を、はじらっている女子高生の幻げん影えいが駆かけ抜ぬけていく。だが──幻影よりも遥はるかに速いスピードで──俺は次の言葉を考えている！

　互たがいに手札のカードは一枚！

　残りのカードは「お」。こいつを叩きつけてやれば俺の勝ちだ！

　だが……、

　咄嗟に単語が出てこない。「い」から始まって「お」で終わる言葉。

　宵美ちゃんも詰つまってしまったようで、手札のカードを振ふり下ろそうと腕うでをピクピクと震わせながら、宙をじっと見つめて言葉の到とう来らいを待っていた。

　次の単語を出そうとしていると──

「先生[image: ～][image: ～]っ！　頑がん張ばって下さい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　伏黒の──応おう援えんの声が耳に入った。

　それと共に、頭の中で最後のパズルピースがはまった。

　ありがとよ、伏黒──少しだけ役に立ってくれたな。

　これで終わりだ!!

　俺は「お」のカードと共に、その言葉を叩きつけた。




「『イラ○チオ』────ッ!!」




　それは、

　伏黒と俺を結びつけた──運命の言葉だった。

　俺は勝利の証あかしに──宵美ちゃんから手て渡わたされた、電流ローターのボタンを押した。

「これでも食らえぇぇぇぇ──ッ！」

　敗北した胡桃沢宵美のめしべに、電流が流れるッ！




「ふあぁ[image: ～][image: ～][image: ～]♡　あああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、あああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡　だ、だめでしゅぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡　ああああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」




　胡桃沢宵美は──

　言葉を武器に人々をイカせてきた中二病ポエマーは──あられもなく絶頂した。

　彼女は、犬がお腹なかを見せる時の、いわゆるヘソ天のポーズで地面に倒たおれた。

　ものすごいアクメだった。元より大きかった目は、上まぶたがひっくり返りそうなほどに見開かれ──黒目は見けん当とう違ちがいの方向を向き、白目の面積は通常時の二倍になった。頰ほおは、発情を示す濃こい赤色に染まり、ザクロ色に染まった舌は──まるで、体温調整をする犬のようにだらしなく動き回り、口の周囲に白いよだれをぴちゃぴちゃと撒まき散らしていた。
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　絶対服従を示すそのポーズのまま、両手両足をバタバタさせる。まさに「快楽に溺おぼれる」という言葉の通りだった。宵美ちゃんの下半身はビクビクと不連続的に痙けい攣れんし、そのたびに、喉のどの奥からはつややかな声が出た。
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　電流による絶頂は、三分ほど続いた。

　仰あお向むけのまま──正体不明の液体でオーバーオールを濡ぬらした宵美ちゃんは、

　切なくなるほどに愛くるしい声で──

　途と切ぎれ途切れに……、その言葉を吐き出した。




「…………人生初のガチイキだったのです……♡」




　勝った──

　胡桃沢宵美をイカせ倒した。これで──夕ゆう影かげさんの部屋まで案内してもらえる権利をゲットした!!




　　　　＊




　俺の勝利に、伏黒は跳はねるように喜んだ。だが──俺に下着を取られた、恭野の反応はその逆だった。

「その……、とりあえず、正座をしてくれませんか……？」

　まずい──ガチで怒おこられる！

「勝ったのは嬉うれしいです。しかし、伊い藤とう先生には、まず一いつ般ぱん的な道徳を知っておいて欲しくて……」

　あ、普ふ通つうに説教だ。どちらが教師かわからないレベルで説教だ。

「先生はいつも突とつ然ぜんなんです。私だからいいものを、急に教え子のパンツを盗ぬすむなんて、そんなの絶対に捕つかまるし、普通はインターネットの変態番付に載のりますからね？」

「はい、すいません……」俺は素す直なおに謝った。

「今度似たようなことがあれば、事前に通達して下さい。『失礼ですが下着をくれませんか』と、そう口にして下さい」

　そういう問題か──？　とも思ったが、俺は普通に怒られておいた。

「では、言ってみて下さい」

「し……、『失礼ですが下着をくれませんか』!?」

「はい、その調子です。次からは気をつけて下さい」

　恭野は仕返しをしたとでも言うように、薄うすく笑った。

　二十二才にもなって女子高生にガチギレされるのはキツいな……。戦せん闘とう中は勇者の兜かぶとだった恭野のパンツも、今となってはダークサイドに身を落としたダ○スベイダーのマスクのようだ。

「すまんな恭野。このパンツは返す。寒いだろうし、すぐに穿はいてくれ」俺は恭野にパンツを手て渡わたした。

「いや、それは……。さっきまで先生がかぶっていたパンツですし……」恭野は露ろ骨こつに困った表情を浮うかべている。

　確かにそうか──さっきまで顔にかぶっていたパンツを穿いてくれって、それはそれで別種の変態性を感じる要求だしな……。

　だが、ノーパンというのも辛つらかったのだろう。恭野は微び妙みような表情を浮かべている。

「それなら、ボクが下着をあげるですよ」いつの間にか回復していた宵美ちゃんが言う。

「えっ、そんなの、いいですよ」

「遠えん慮りよするなです。ちょっと小さいかもしれないですが、我が慢まんするです」

「ありがとうございます！」

「あと、大切な部分に穴が空いているですが、気にしないです？」

　恭野の顔が引きつった。どうやら宵美ちゃんはエロ下着しか持っていないらしい。

　恭野は──何も穿かないか、男の顔に装着されていたパンツを穿くか、エロ下着を穿くかの究極の選せん択たくで──結局、エロ下着を穿くのを選んだ。宵美ちゃんから渋しぶ々しぶエロ下着を受け取ると、それに布がほとんどないことに眉まゆをひそめながら、エロ下着を穿くために宵美ちゃんの部屋の押入れの中に入った。

　このふすまの向こうで、あの清純委員長がエロ下着姿になっているのか。いや、そんな姿まで想像していたら、節操がなさすぎて自じ慰い行こう為いを覚えたての中学生のようだし、自重しておくか……。

　中学生と言えば──

「ていうか宵美ちゃんって、中学生のくせにエロい下着ばっかり持ってるんだな」

　俺はふと、思ったことをそのまま口に出してしまった。おっと、今のはセクハラっぽかったかな──と思っていると、宵美ちゃんは別の所に食いついた。

「──中学生？」

　……ん？

「宵美ちゃんは中学生じゃないですよ、先生」

　押入れの奥から恭野の声が聞こえた。あれ……？　見た目のイメージで勝手にそうだと思ってたが、もしかして小学生とか……？　さすがに、小学生にローターをブチ込む本を出版したらＫＡＤＯＫＡＷＡが潰つぶれるのでは……。

　というか、恭野はどうして知っているんだ？

「そりゃ──知ってますよ。だって、宵美ちゃんは特とく殊しゆ性せい癖へき教室の生徒ですから」

　……。

　はぁ？

「やっぱり、気づいていなかったのか、です」宵美ちゃんはため息をついた。「まあ、ここ三年くらい学校には一度も行ってないし、気づかなくても無理はないです」

　私も最初は気づきませんでした──と恭野。二人は久しぶりトークを交かわしている。

　いや──でも。

「生徒の名めい簿ぼは見てるし、さすがの俺でも、胡桃沢って奴やつが二人もいないことくらいは覚えているが……」

　というか家庭訪問のために、名簿を見返した記き憶おくすらもあるし、一いつ軒けん一軒電話をした記憶さえあるぞ。

「本名は胡桃沢ではないのです。父上は節操がないから、姉上がお腹にいる間に別の女を孕はらませたのです。登録されている電話も住所も母上のものだった気がするですし、その家にはもう誰だれも住んでいないです。電話も繫つながらなかったんじゃないかです？」

　実は、特殊性癖教室の生徒の実家は、電話が繫がらない家が多すぎて、いちいち覚えていないのだが……。

「清純中学校の生物部だった、赤あか塚つか宵美ちゃんですよ」恭野が補足する。

「よく部活まで覚えているねです！　懐なつかしいです。生物部の顧こ問もんを巨きよ大だい水すい槽そうの中に入れて飼っていた日々──楽しかったです」

　どうやら宵美ちゃんは、中学校時代からあまり変わっていないらしい。

「ボクは動物性愛ケモナーなので、動物がすごく好きなのです。人間と違ちがって動物は裏切らないし、可愛かわいい可愛い♪　ですからね。先生も動物ペツトになって欲しかったのです」

　動物好き──って、そんな素そ振ぶりあったっけ？

　俺が難しい顔をしていたからだろう。宵美ちゃんはいたずらっぽく笑うと、すう──と息を吸い込んだ。


「ガウウアウウウアウアウガウウウウウッ！」



　その声は、俺がみるくに襲おそわれていた時に聞いた、ライオンのような声だった。

　えっと……、今どうやって発声した？

「実はボクの性感ポエムは、全動物に対応しているのです。今のは犬の性感帯を突つく一言で、犬語を訳すと──『白人女性の巨きよ大だいなおっぱい』ぐらいですね」

　犬が、そんな中学生みたいな言葉で絶頂するとは思いたくないが──でも、確かに俺はこの一言で、みるくが逃にげていくのを見たわけだしな……。

　俺が目をぱちくりさせていると、宵美ちゃんもまた、目をぱちくりさせた。

「ま、というわけで──また気が向いて学校に行った時は、よろしくなのです」




　俺たち四人は、夕影さんの部屋へと向かって歩き始めた。

　宵美ちゃんの言によると、夕影さんの部屋までは歩いて五分くらいかかるらしく、普ふ段だんは電動の立ち乗り二輪に乗って移動しているらしい。だが、残念ながら乗り物は一人分しかないらしく、宵美ちゃんだけがピンク色の乗り物に乗って、俺たちの隣となりを並走していた。

「先生は、姉上をアメリカにやってしまわないために来たんだよね、です？」

「ああ、そうだな」

「父上は頑がん固こなので難しいかと思いますが、頑がん張ばって欲しいです。ボクは一人の妹として、姉上が遠くに行っちゃうのは悲しいですよ？」

「そう思うなら、担任をペットにするのは止やめて欲しかったが……」

「それはそれ、これはこれです」宵美ちゃんはさらっと流した。ひょっとすると胡桃沢家の人間にとっては、本当にそれはそれで、これはこれなのかもしれない。「最初は先生のことを、弱そうだし、こんな人を父上に会わせても意味がないので、ペットにしてやろうと思っていたのです。でも今は、先生のことを見直しているのです。むしろ、ボクが先生のペットになるべきかな、と思っているのです」

「負ければ即そくペットって──そんな、厳しい自然界の掟おきて、みたいな世界観で生きなくてもいいんだぞ」

「もしも父上に会ったら、『ボクに勝った』と言って下さい。そうすれば、父上だって少しは話を聞いてくれると思うのですよ」

　そう言えば、胡桃沢が転校する理由は、俺の指導力に夕影さんが不満を持ったからだったな。

　胡桃沢の妹である宵美ちゃんに勝ったということは、確かに夕影さんに対しては、一つの説得の材料になるかもしれない。段々とこの少年漫まん画がのような世界観に馴な染じんできた。

　その時、ふと異い臭しゆうに気付いた。

「なあ──宵美ちゃん。変な匂においしないか？」

「れ、れでぃーに失礼ですよ……。確かに、先生といるとドキドキして、バルトリン腺せん液がどっくんどっくん分ぶん泌ぴされているのですが──」

「いや、宵美ちゃんの匂いじゃなくて……」てか、分泌されてんの？

「先生」隣を歩いていた恭野が口を開いた。「私も、変な匂いがすると思います」

「私も……」伏黒もうなずく。

　やはり、この匂いを感じるのは俺だけじゃないのか。……というか、明らかに匂ってるよな。特に意識しなくても気づくレベルである。むしろ、どうして宵美ちゃんは感じないんだろう？

　いや──宵美ちゃんだけが感じないということもあり得るのか。

　人間は、嗅かぎ慣れている匂いだと気づかなかったりする。自分の部屋の匂いや、自分の体たい臭しゆうなんかがいい例である。他ほかにも──家族の匂いとか。

　その異形の機械は、音もなく──ただ匂いと共に現れた。

　巨大な揺ゆりかご。

　それが、俺がそれを見た時に最初に思い浮かべた表現だった。

　卵を横にしたような形の、高さ三メートルほどもある巨大な物体だった。そのうち、上部一メートルほどは上部に切り開かれていて、小さなステージのようになっていた。ステージはピンク色のカーテンで覆おおわれていて、そして、そのカーテンは内側から照らされている。だから、カーテンには中にいる若い女の人の、上半身だけのシルエット姿が映し出されていた。そしてそのシルエットは、くびれのあるセクシーな体をしている。

　一体、このキテレツな乗り物に乗った──顔を見せないお方は誰なんだろう？

「……祖母上！」

　宵美ちゃんが言う。

　祖母上って──おばあちゃん？

　この、ものすごい匂いと共にやってきた、シルエット姿のお方がおばあちゃん？　なんだか、俺の知っているおばあちゃんと違くない？　これが本当のコンピューターおばあちゃんだろうか。

「宵美」

　巨大な機械が語りかける。恐おそらくはおばあちゃんの声だと思われるが、合成音声のため本当の声はわからなかった。

「は、はいです！」宵美ちゃんは緊きん張ちようしながら答える。

「その男は朝日の担任だろう？　その男が情けないから、朝日をアメリカに転校させる、という話になったんじゃないか。そいつを家の中に連れてきて、どうするつもりだい」

　合成音声は続ける。声は平へい坦たんだが、口調は高こう齢れいの方のような感じがした。

「え、ええと……」宵美ちゃんは何かを言おうとしたが、プレッシャーのあまり言葉にならなかった。「あの。この人は、そこまで悪い人ではなくて……、しりとりで、ボクにも勝っていて……」

「ふうん、負けたのかい」おばあちゃんは興味のない様子で言う。「客人に負けるなんて、胡桃沢家の面つら汚よごしだね」

「ひ、ひい……、ごめんなさい……」

　宵美ちゃんの額から汗あせが垂れた。

　合成音声は、冷れい酷こくな断罪者のように続けた。

「罰ばつを受けな、宵美」

「う、うう……、い──嫌いやで──」

　その言葉と共に──

　不意に、空気の感覚が変わった気がした──それは、気のせいと言ってしまってもいいくらいに小さな変化だったが、確かに微び妙みような変化があった。

　そして──その数秒後。

　隣に立っていた宵美ちゃんが──イキ飛んだ。

「[image: ]ぎばぅっ！」

　声にならない──声と共に。

　宵美ちゃんは、まるで糸が切れた操あやつり人形のように、受け身も取らないまま真後ろに吹ふき飛ぶと、首をぐったりさせて動かなくなった。

　やがて──その下半身からは不定の汁しるが、滝たきのようにだらだらと流れ始めた。

「あッ……、[image: ]がくゅ──、ぎゃガ[image: ]──」

　宵美ちゃんは白目をむきながら、あぶくが弾はじけるような声を漏もらした。その声は苦しんでいるようにも聞こえたが、確かに、これは──

　イっている。

　俺が、あれほどイカすのに苦労をした強敵──変態ポエマーこと宵美ちゃんは、おばあちゃんのたった一発の攻こう撃げきで、なすすべもなく──イっていた。

　まるで、赤子の手をひねるように──いや、このたとえでさえ適切じゃない。まるで、受じゆ精せい卵らんをダンプカーが轢ひいたみたいに──宵美ちゃんは、おばあちゃんの一いち撃げきに完全敗北してしまった。

「さて、次はあんた達だね」合成音声が言う。

　俺たちは怯おびえていた。俺と恭野はもちろん、イくのが大好きな、イキイキオーガズムガールの伏黒だって怯えていた。伏黒は唇くちびるをわななかせながら俺に言った。

「そ、そそ、そういえば……、胡桃沢さんが前に言ってました。おばあちゃんが、すごい人なんだって……。当時は胡桃沢さんの家がこんな家だって知らなかったから、なんとも思わなかったけど……」

　伏黒の言によると──胡桃沢はこういうことを言っていたらしい。




『祈いの梨りー、うちのおばあちゃんってすごいビッチなんだよ！　おばあちゃんはね、生まれてすぐに嵋び香こうに浸つけられたんだよ。七つ子だったから他の姉妹と一いつ緒しよに浸けられたんだけど、他の姉妹はみんな匂いで泣いちゃったんだって。でもね、ただ一人──嵋香の中を笑いながら泳いでいる女の子がいて、それがおばあちゃん。以来、おばあちゃんはずっと魔ま性しようの匂いを身に着けてるの。そして、その匂いを嗅いだ人間を、手を触ふれることもなくイカせることが出来るんだよ！』




「その話を聞いた時は、変な電波でも受け取ったのかな。疲つかれてるのかな、と思ったんですが……」伏黒は率そつ直ちよくに、その時の心情を語る。

　まあ、そう思うよな……。

『可愛い面もあるんだよ。老ふけちゃって人前に出たくないから、いっつもカーテンの中にいるのｗ』

「……さて」カーテンの中の合成音声が言う。「家に紛まぎれ込んだ邪じや魔ま者ものを掃そう除じしようかね」

　意識をする前に──

　俺は言葉を発していた。

「逃にげろッッ!!」

　こんなバケモノと戦って、勝てるわけがない！

　これはセックスではない。一方的な蹂躙レイプだ！

　俺たちは逆方向に全力疾しつ走そうをした。そんな俺たちを見て、合成音声が笑う。

「ハハハッ！　野ネズミを追い回してイカせるほど、興奮することはないね！」

　無機質な機械音が鳴ったかと思うと、揺りかごはゆるやかに移動し始めた。

　最初はゆったりとした速度だった。だが加速が速い──あっという間に、距きよ離りを詰つめられてしまった。

　止めどないマラソン──最初に、運動不足の伏黒が音を上げた。

「い、嫌です[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、私はイくまでの過程が好きなんですぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、こんな、機械みたいなのに無む慈じ悲ひにイカされるなんて[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、そんなの、そんなの[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「が、頑張れっ！　伏黒！」

「ぎゃ、ぎゃ…………、逆にいいかもぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「認めるな、伏黒ーッ！」

　駄だ目めだこいつ、体力が無いだけではなく、快楽にも弱い！

　そんな時、目の前に三さん叉さ路ろが見えてきた。

　俺は咄とつ嗟さに叫さけんだ。俺が犠ぎ牲せいになっても、せめて生徒だけは──

「おいババア！　こっちに来い！　俺が決着付けてやる！」

「ほほう、活いきのいい若者がいるねえ！」

「ぜってー、生徒に手を出すんじゃねーぞ！」

「なぜワシがこの乗り物を揺りかごにしているかわかるかい？　それは──お前とワシの赤ん坊ぼうを育てるためだよッ!!」

　三叉路で──俺は右に、伏黒は真っ直すぐに、恭野は左に駆かけた。

　追ってこい、ババア。

　だが、揺りかごは俺の方には来なかった。わずかに振ふり返った視界の中で──巨きよ大だいな機械は左向き──つまりは、恭野の方へと向かっていた。

　なぜ、そっちへ……。

　だが俺は、引き返すことは出来なかった。たった一人で胡桃沢家の中を懸けん命めいに走った。




　　　　＊




　俺は、無限回かい廊ろうのような日本家屋の中を走り続けていた。

　恭野を助けなければ──という気持ちはあった。だが、引き返そうという気持ちにはならなかった。戻もどっても、どの道二人まとめてイカされるのがオチだと思ったのだ。ならば先に夕影さんと会って、胡桃沢の転校を止めるのと同時に、恭野を助けてくれないかと頼たのんだ方が良いと思ったのだ。

　手て遅おくれになる可能性もある。今いま頃ごろ恭野は──清純な委員長である恭野は、普ふ段だんは出さないあられもない声を出してイカされまくっているかもしれない──だが、それが最適解とも思った。今はただ、恭野が無事であるように祈いのるしかない。

　走り疲れた頃、目の前に数十人の人間がいるのが見えた。

　しまった。まさか人がいるとは思わなかった。隠かくれることも出来ず──俺はその集団とエンカウントした。

　奇き妙みような集団だった。男女比率は七：三ほどで、中年の男性が多いが、小さな子供や学生もいた。構成比としては「町内会ご一行様」という感じだが、誰だれもが半はん裸らなのは気になった。未開の島に住む原住民といった風ふう体ていだが、とりたてて運動が得意そうという感じもしない。

「……お前、見ねえ顔だな」

　集団の中の男が言った。男は肩かたに「25」という焼き印がある。よく見ると、集団のほぼ全すべての人間に焼き印があった。

「夜よる陽ひ様の肉にく奴ど隷れいではないよな？」

　夜陽さん？　「……夕影さんと話したくて」

「ハハッ、お前ホモか」男は快活に笑った。「だが夕影さんは、ノンケでもホモに変えるほどにすごいテクを使うと聞くな」

　いや、知らねーよ。

　……ともかく、会話内容から察するに、

「ひょっとして、あなたたちは夜陽さんの肉奴隷なんですか？」

「様を付けろッ、デコスケ野や郎ろう！」男はすごんだ。「……まあ、新入りなら仕方ない。そう、俺は夜陽様の肉奴隷ナンバー25。『気まぐれなラビット』さ」

　肉奴隷のくせに、無む駄だにかっこいい二つ名が付いているな……。

「『気まぐれなラビット』さん、夕影さんの部屋の場所はわかりますか？」

「すまんな。俺達は夜陽様の部屋以外は知らねえ。おい、『水平線上のオメガ』、夕影さんの部屋は知っているか？　……そうか。グループ最古参の『オメガ』が知らねえなら誰も知らねえだろう。肉奴隷同士助けてやりたいとも思うが、悪いが自分で調べてくれ」

「そ、そうですか……」ナチュラルに肉奴隷にされてしまった。

　しかし──困ったな。無策で走ってきてしまったが、よく考えたら、この広い家の中で夕影さんの部屋を探すのは至難の業わざである。

　夜陽さんと会ったら面めん倒どうなことになりそうだし、とりあえずはこの集団から離はなれて──

　……ん？

　ふと、携けい帯たい電でん話わがメッセージの受信を告げていることに気付いた。それも、受信しているのは胡桃沢のメールだった。

『元気？』

　吞気のんきなメッセージで、俺は脱だつ力りよくしてしまった。

　そう言えば──胡桃沢ならば、夕影さんの部屋の場所がわかるんだな。またしても、いいタイミングでメッセージをくれたものである。

　俺は、ここに来てからの顚てん末まつを──宵美ちゃんと会ってアクメしりとり勝負に勝ち、おばあちゃんに襲おそわれてグループが分断されてしまい、夜陽さんの肉奴隷たちと合流したことを──伝えた。なんだか、自分でメッセージを書いていて頭がおかしくなりそうだったが、事実であることは確かだった。なにこのワンダーランド。

『廊ろう下かの写真送って』

　俺は言われるがままに、無音カメラで廊下の写真を撮とり、胡桃沢に送った。

『うーんとね、近い所までは来てるよ。次の交差点で右に曲がって──』

　俺からすれば、ずっと代わり映ばえのしない風景だったが、どうやら住人だとある程度の判別がつくらしい。というか、家の中を説明するのに「交差点」という言葉を使っている人を初めて見た。

　ようやく夕影さんの部屋の場所がわかり、気息を整えていると、胡桃沢からもう一通メッセージが来た。

『でもさ──私って、あんまり助けても意味がないかもよ』

　胡桃沢らしくない、弱気なメッセージだった。俺は返信を送った。

『急にメンヘラ化したのか』

『違ちがうよｗ　でも私って処女性愛デフロランテイズムで、スパイとしては欠けつ陥かん品だから。日本に居続けても立派な女の子にはなれない気がするの』

　いつものように軽いトーンだが、気分が落ち込んでいることが伝わってくるようなメッセージだった。

『日本にいたいって言った時も、パパに怒おこられたの。お前は処女も捨てられない未熟者なのに、どうして一人前みたいな口を利きいてるんだ、って』

　処女も捨てられない未熟者──か。

　胡桃沢に教えられた交差点がやってくる。夜陽さんのペット集団を一いち瞥べつすると、どうやら彼らは真っ直ぐ進むらしい。

　俺は一人で交差点を曲がる。歩きながら、胡桃沢へのメッセージを書く。

『よくわかんないけどさ、じゃあ、スパイ以外の進路を目指せばいいんじゃないか？』

　処女が捨てられないから立派じゃない。処女性愛デフロランテイズムだから処女を大事にしたい。

　どちらか一つを選ぶなら──俺は、胡桃沢が選びたい方を選ばせてあげたいのだ。

『この家にいると感覚が麻ま痺ひしてくるけど、処女ってふつーにいいことだぞ。胡桃沢みたいな美少女だと特に。胡桃沢の初めてが欲しいっていう男は、きっと日本全国津つ々つ浦うら々うら腐くさるほどいるし、その中にはすごいイケメンとかお金持ちとかもいると思う』

『それなら、オークションとかで売ればいいのかな』

『お、いいな。高値が付くかも──って』

　……そんな世界観の話じゃなくて。

『そうじゃなくて、もっと普ふ通つうの女の子になればいいんだよ。普通に誰かを好きになって、普通に誰かと付き合って、普通にセックスして普通に処女を捨てればいいと思う。恋れん愛あいだけじゃない。大学だって、胡桃沢が入りたい大学に入って、やりたい仕事をして……』

『いいね。そうなればすごくいいね』

　胡桃沢からの返信は早かった。逆に強い反発を感じるほどだった。

　その後の追つい撃げきも早かった。

『けど、私は今まで、パパからビッチになるために育てられてきたんだよ。今いま更さら、やりたいことをしろって言われても、なにも思いつかないよ』

　そのメッセージを見て、俺は何も言えなくなった。

　確かに──胡桃沢は生まれてからこれまで、ビッチになるように育てられてきたのだ。十六年間──ずっと。だから、今更親の言うことに背そむくのは難しいかもしれない。俺が同じ立場だったとしても、同じことを言うと思う。

『それに』そのメッセージの後、少し間が空いて。『客観的に見て、私のいいとこってエロいとこだけじゃね笑』

　……。

　胡桃沢の、いい所。

　うーん……………………。

『返信が遅おそい』

　胡桃沢からの追撃が来る。やべ、ほんとにそう思ったことがバレる。

『ごめん、殺人的なしゃっくりが止まらなくなって』

『噓うそが下手』

『胡桃沢のいいとこって色々あるだろ。性格が明るいところとか、友達が多いところとか、意外と成績がいいところとか、物もの怖おじしないところとか』

『そして、一番いいとこはエロいとこ！』

『イエス！　って、そうじゃない！』

　メッセージ上でノリツッコミをしてしまった。相談を聞きながら、逆に追い込んでしまっている。

　違う違う。そうじゃなくて……。

『やりたいことがハッキリしてる奴やつが偉えらいとか、そういうわけでもないだろ。少しくらいぼんやりしてても、胡桃沢がやりたいことならば、やってもいいんじゃないか？』

『……』

『なんとなく現状維い持じがしたいなら、すればいいんだよ。それに俺はなんとなく、お前はあんまりスパイに乗り気じゃないような気がするしな』

　メッセージを書きながら、胡桃沢家の邸てい宅たくを歩く。

　わずかな間が空いて、胡桃沢からの返信が来た。

『私相手だと、急に普通の先生になるのはどうして？』

『なんでだろうな。お前が普通の生徒だからじゃないか？』

　まあ、普通の生徒と言うと、少し誇こ張ちようしすぎな気もするけど……、ビッチとスパイの要素を除けば──こんなやり取り、どこにでもある進路相談だろう。

『胡桃沢って成績いいんだし、なろうと思ったらなんにでもなれるんじゃないか。うちって一応進学校だし、いい大学に行こうと思ったら行けるぞ』

『いやー』

　胡桃沢は気が乗らない様子で、

『でもさ、ふつーの大学行ってふつーに暮らしてる自分が全く想像出来ないんだよね。私、スパイじゃなかったら何を目指せばいいのかな？』

　胡桃沢の進路……。

　エロいんだし、ＡＶ女優──って、それじゃあスパイとあんまり変わらないな。

　スパイでもビッチでもＡＶ女優でもない、ごく普通の女の子である胡桃沢の将来。

　たった一ヶ月半、特とく殊しゆ性せい癖へき教室の担任だった中で見えたもの。

　……処女性愛デフロランテイズム。

『伏黒と友達になったのは──処女だったからなんだよな』

『うん？』胡桃沢は不思議そうに答えた。『もちろん、話してみて性格が合ったとか、そっちの方が大きいけどね』

　だったら──俺はもう一つ質問をしてみた。

『ひょっとすると──お前、子供好きなんじゃないか？』

『イエス、よく知ってるね！』

　そんな、ノリノリのメッセージが来た後に──

　胡桃沢から大量の、外国人の子供の可愛かわいらしい写真が送られてきた。こういう画像を見る趣しゆ味みはなかったけど、中々にいい写真だな……。

『やっぱり、子供って可愛いよな』

『いいよねー。特におねショタとかね』

『性的な目線だった!?』

『じょーだんだよｗ　普通に好きだよ。神社でバイトをする時も、学童保育の先生をするか迷ったくらいだし。というか、学童保育の方は金きん髪ぱつだったから落ちちゃった。あと、ブラも見えてるし、って』

　いや、せめて面接の時は真ま面じ目めな格好をしていこうぜ……。

『ありのままの方がいいかな、って』

『子供の教育によろしくないだろ』

『大だい丈じよう夫ぶ。地上波だとモザイクが入るから』

『お前が地上波に出たら、全身モザイクになるわ』いちいちツッコミを入れるのに疲つかれてきた。『子供が好きなのも、伏黒が好きなのも根は一いつ緒しよで、処女性愛デフロランテイズムだからだよな。バージンが好き──って言うと、なんだか変に聞こえるけどさ、純じゆん粋すいな、可愛い子供が好きって奴なら、どれだけでもいるし』

　そうだね！　と、外国人の男の子が大おお仰ぎように発言しているスタンプが送られてきた。

　俺はふと──その、思いつきみたいな答えを書くことにした。

『世の中には、処女と童どう貞ていが死ぬほど同じ空間にいて、そいつらと毎週一緒に暮らさなければならないという、夢のような空間があるんだ』

『なにそれ？　怪あやしい空間じゃないよね』

『ああ、違う』

　俺は、胡桃沢の問いへの答えを書いた。




『教室だよ』




『教室？』

　そう──教室だ。

　俺が毎日通って、生徒たちを教えているあの部屋だ。

　俺はふと、大人になった胡桃沢が教室に立っている所を思い浮うかべた。意外と似合ってるんじゃないか？　もちろん、彼女がいる場所は教きよう壇だんの上だ。

『胡桃沢も教師になってみたらどうだ？　処女も童貞も一いつ杯ぱいいるぞ。それに──自分で言うのもなんだけど、面おも白しろい仕事だと思う』

　胡桃沢には──教室のやわらかな陽ひだまりの中で、悪ガキ共を指導していて欲しい気がした。もちろんそんな妄もう想そうは、俺のエゴかもしれないけど。

　この答えは合っているだろうか？　俺が先走っているだけだろうか？

　長い時間が空いて──胡桃沢からの短い返信が来た。

『教師』

　俺の言葉をオウム返しにしただけの、二文字のメッセージだった。それから、もう一つ返信が続いた。

『いいね。私もせんせーみたいな教師になる』

『俺みたいな？』その言葉だけはしっくりと来なかった。『俺みたいな大人になっちゃ駄だ目めだぞ。いつ逮たい捕ほされるかわからないし……』キミはまだ十六才だ。やり直せる。

『私もきょーしつに、ピュアな男の子と女の子をいっぱい集めて、せんせーみたいにハーレム作っちゃうぞ!!』

　……あれ、俺ってそういう人間に見えてる？

『一応言っておくけど、俺はそんな不ふ埒らちな気持ちで教師やってないからな』

『笑』

『何の笑い？』

『冷れい笑しよう』

　……手厳しい!!

　それから胡桃沢は、携けい帯たいの前でケラケラと笑っているのが感じられるような、馬ば鹿か馬ば鹿かしいメッセージを送ってきた。そのメッセージが受け取れただけで、胡桃沢の相談を聞いた価値があったと思った。

　しばらく雑談のメッセージを交かわすと、少し毛色の違ちがうメッセージが来た。

『あ、ごめん。誰だれか来たみたいだから、メッセ止めるね』

　……誰か？

『誰かって、誰だ』

　返信はなかった。ひょっとすると、懲ちよう罰ばつ房ぼうに来たという「誰か」と話しているのかもしれない。その相手は気になるが──歩いているうちに、俺も夕影さんの部屋の前まで来ていた。
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　夕影さんの部屋のふすまには、紅色の和紙が貼はってあった。和紙には夕日を模した模様が付いている。ひょっとして夕影だから夕日なんだろうか……と、しょーもないオヤジギャグに気づいてしまったが、そんなことはどうでもいいな。

　息を整えるために深呼吸をしながら、夕影さんをどう説得するかを考えていると、不意にふすまが開いた。

　部屋の中には、ふすまと同じ夕焼け色の着物を着た夕影さんがいた。

「……」

　夕影さんは何も言わずに、鷹たかのような眼光で俺を見つめた。家の中だからか、着物はくたびれているし、帯も伊達だて巻まきだった。けれどもこの人の持つ、どこか人を人とも思っていないような、鋭するどい迫はく力りよくはそのままだった。

　迫力負けはしないように、俺も夕影さんを見返した。無言の時間が数秒続いて、夕影さんが言った。

「気配に気づいてみれば、朝あさ日ひの担任ですか」

「はい」

「どうやってここまで来ました？　不法侵しん入にゆうならば警察を呼びますよ」

「警察だなんて──正直、ここまで来てそんな言葉でごまかされるほど、おめでたい頭はしてないですよ」一体、どれだけ非常識なエロのワンダーランドを進んできたと思っているのだ。「ここには、あなたの娘むすめさんの宵美さんに案内してもらいました」

「宵美と会ったんですか」夕影さんは眉まゆをひそめた。「もちろん、ヤったんでしょう」

「はい、娘さんとハ○させていただきました」

「結果は？」夕影さんは自分の顎あごの下を触さわりながら、外げ科か医いのように俺を見ていた。

「私の辛しん勝しようでした」

「……ほう」

　夕影さんの口元に──獰どう猛もうな動物が吠ほえるのに似た、危ない笑えみが浮かんだ。

「面白い。部屋の中に入って下さい。少しくらいなら話してあげましょう」

　そう言って、夕影さんは俺を部屋の中へとうながした。

　そこは二十畳じようほどの和室だった。旅館のように清潔感のある部屋で、入り口の向かいの窓からは手入れのされた日本庭園が見えている。床とこの間には、マリモの集合体のような文字が書かれた掛かけ軸じくが飾かざられていて、その前には中二病的なフォルムの日本刀が飾ってある。本当に、露ろ骨こつなほどに和室といった感じがした。

　そして、部屋の中央には……、

　立派な脚あしの付いた長方形の木の箱、

　将しよう棋ぎ盤ばんが置いてあった。

　そして将棋盤の前後には──対局者が座るための座ざ布ぶ団とんが置いてある。

「もう、この家のルールは知っているんですよね」

「……はい」

　即そくハ○。出会ったら即セックス──

「この年になると前ぜん戯ぎが長くなるものでねえ。『即』というわけにもいかんでしょうが、やりましょうか」

　夕影さんは駒こま箱を開けると、中から紫むらさき色いろの駒こま袋ぶくろを取り出した。そして、そいつを将棋盤の上でひっくり返す。からからと木の破は片へんが弾はじけるような音がする。

「私が提案するのは、日本古来の遊ゆう戯ぎ。そして古いにしえから、あらゆる棋き士しを盤上に葬ほうむってきた、血に飢うえた性具──『将棋』です」

　夕影さんは座ると、将棋の駒を一枚一枚丁てい寧ねいに音を立てて並べていった。

　立ったままの俺を見上げて、挑ちよう発はつするように言う。

「では、一丁指していきますか」
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　胡桃くるみ沢ざわのいる懲ちよう罰ばつ房ぼうは、邸てい宅たくの廊ろう下かにぽつんと置かれていた。半面が鉄てつ格ごう子しによって覆おおわれていて、そこを通る人間──多くはないが──が、自由に房の中を見られるようになっていた。

　ネグリジェ姿でベッドに寝ね転ころがり、ゲームセンターで取った猫ねこの額をポムポムしながらメッセージを打っていた胡桃沢は、不意に聞こえてきた足音を不ふ審しんに思った。この広い家では、朝昼晩の食事の時を除けば、自分の所に誰かが来ること自体珍めずらしいことだった。

　伊い藤とうにメッセージを書いて、携けい帯たい電でん話わをサイレントモードにして声を殺す。

　足音は徐じよ々じよに大きくなり、やがて──懲罰房の前で止まった。

「……恭きよう野の？」

　そこにいたのは、ショートカットの清せい楚そ系委員長、恭野文ふみ香かだった。

「待って下さい。すぐに、鍵かぎを開けますね」

　恭野は声を潜ひそめていた。……ひょっとして、誰かから隠かくれているのだろうか？

　どういう状じよう況きようなのかわからず、混乱しているうちに、恭野は懲罰房の鍵を開けた。

　扉とびらが開くと、胡桃沢は開口一番、恭野に聞いた。

「……どんなシチュ？」

　すると──房の中にいるうちは影かげになっていて見えなかったが、恭野の頰ほおが火のように赤くなっていることに気付いた。

　胡桃沢はもう一度、懲罰房の中を確かく認にんする。中にはクジラのペ○スのような極ごく太ぶとバイブや、医い療りよう器具のようなクスコや、怪しい精力剤ざいが置いてある。

　……なるほど。

　恭野の声が小さかったのは、誰かから隠れているというわけではなく、単に照れていたかららしい。

　可愛かわいいヤツめ。

　胡桃沢は、自分の家では当たり前の状況に狼ろう狽ばいしている恭野に、変な優ゆう越えつ感を覚えた。まるで殺し屋一家に育った人間が、死体を見て怯おびえている一いつ般ぱん人を見て「これくらい、この世界じゃ普ふ通つうだぜ──」と言ってしまうような、そんな中二病的な悦えつの浸ひたり方をした。

「恭野ーっ♡」胡桃沢はいたずらっぽく笑った。「二点責めバイブだよ～っ」

「や、やめてください！」

「ほらほらーっ、恭野のデリケートゾーンを刺し激げき[image: ～][image: ～]♡」

「なにをやっておるか！」

　悪ガキのような戯たわむれをしていると、ゲンコツのような声が飛んできた。

　顔を上げると──そこには、胡桃沢の祖母がいた。

「この娘に、あまり失礼なことをするものではないぞ」

　機械音声が言う。胡桃沢は舌を出した。

『失礼なこと』というか──学校では恭野に媚び薬やく入りのクッキーを食べさせたり、その他ほか、色んないたずらをしてしまっているのだが……、それを言ったらおばあちゃんは烈れつ火かのごとく怒おこるだろうし、知らぬが仏ということにしておこう。

「この鍵は、おばあちゃんから？」

　異形の揺ゆりかごを見ても、胡桃沢はまるで動じずに言った。

「ああ、先ほどこの子と会ってのう。まさかと思ったが──恭野家の娘じゃないか。小学生の時から会っていないが、随ずい分ぶんと大きくなった。そして──変態になったね」

　変態なんてやめて下さい……と、恭野はか細い声で抵てい抗こうした。

「この娘の頼たのみとあっては、聞かないわけにもいかない。一度くらいは、お前に我を通すチャンスをやろうと思ってね」

　恭野は、よく知らないけどいい家の子供らしい──というのが胡桃沢の浅い理解だった。ともかく恭野のおかげで、ようやく懲罰房から出ることが出来た。

　でも……、

「お前が夕ゆう影かげの決心を覆くつがえせるものならば、するがいい。しかし──ワシが見るに、お前にはそれをする強さが、まだ足りないように見える」

　胡桃沢は無言になった。それは丁度──彼女が考えていたことだった。

「……後は、お前次し第だいじゃな」

　静かな機械音と共に、巨きよ大だいな揺りかごは動き始めた。その機械が曲がり角の向こうに消えていくのを目で追いながら、胡桃沢は叫さけんだ。

「ありがとう、おばあちゃん。また一いつ緒しよに太たい極きよく拳けんやろうね！」

　胡桃沢の祖母は、要いらん要らん──と、ツンデレのように言い残すと、懲罰房の前から消えていった。

　恭野だけが感じられる匂においの余よ韻いんの中、胡桃沢が言った。

「おばあちゃん、ああ見えていい人なんだよね」

「はぁ……」恭野とあっては、先ほどまでレイプされかけていたのであって、いい人もクソもなかったが、とりあえずうなずいた。

「恭野もありがとね。私も頑がん張ばらなきゃ」

　胡桃沢はそう言って背筋を伸のばした。そうだ、こうしてはいられない。

　出発のために、懲罰房の棚たなから私服を手に取りながら、でも──処女の私が、パパの決心を変えるなんて出来るのかな、まともに反はん抗こう出来たこともないのに……と考えていると、ふと、遠くから妙みような声が聞こえた。

　イー、イクー。イー、イクー。

「フクロウの声？」胡桃沢が言う。

「にしては、変な声ですね」

「──いや違う、喘あえぎ声かな？」

「……ひょっとして！」恭野が何かに気付いたように言った。「喘ぎ声をモールス信号に変えて、『助けて』と言っているんでしょうか!?」

「恭野は考え過ぎだと思うよ」

　そんな複雑な意図があるわけではなく──ただ、思いのままに喘いでいるような気がする。まるでヘヴィメタルのボーカリストが、ライブで譜ふ面めんを無視して気持ちよくシャウトするかのような、そんな即そつ興きよう性に溢あふれた喘ぎ声だった。

　でも、この恥はじを捨てた喘ぎ声。どこかで聞いたことがある気がする。ノスタルジックな気分になる。まるで子供の頃ころに読んだ絵本のような……。

「あっ、祈いの梨りの声だ！」

　胡桃沢は気付いた。そうだ──これは私の変態同級生、伏ふし黒ぐろ祈梨の声だ。

「伏黒さん？　大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「行ってみよう！」

　胡桃沢は着き替がえの速度を加速させると、スカートの留め具をするのも煩わずらわしいといった様子で、懲罰房を出発した。

　──だが、その前に。

「ちょっと待ってね。恭野。忘れ物を一つ思い出した」

「……？」

　それを手に持つと胡桃沢は──小学校以来の友人がいる所へと旅立った。
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　高級旅館のように、趣おもむきのある和室で──

　俺は将棋盤を挟はさんで、夕影さんの真向かいに座っていた。

　自じ陣じんに将棋の駒を並べる。将棋は、大学一年生の時に男子寮りようで流行はやっていたので、全くの素人しろうとというわけではなかった。敗北した方がア○ル浣かん腸ちようをされるという、ＢＰ○に知られたら一秒で存在が抹まつ殺さつされるバラエティ番組のようなルールだったので、罰ばつゲーム嫌いやさにものすごい早さで強くなった記き憶おくがある。

　だが──もちろん、俺よりも強いアマチュアなんて腐くさるほどいるし、この勝負にどれほどの勝算があるかは、実際に指してみなければわからなかった。

「伊藤先生は──教育について、どうお考えでしょうか」

「えっ、あ……はい!?」頭が完全に闘とう争そうモードになっていたので、変な声が出てしまった。「きょ、教育ですか……？」教育についてとか、考えたことねーよ。

「ゆとり教育が終わった今こそ、他人を踏ふみ台にしてでも自分の目的を達成するような──たとえるなら成年向けゲームに出てくる、ヒロインを次々と寝ね取とっていく主人公のような人間を生み出す、ねとり教育が大事なんじゃないかと私は思うんです」

「はぁ、ねとり教育ですか……」

「そうです。他人に嫌きらわれるような人間ほど、世間に出た後に大物になるという──えーと、なんでしたっけ。なんとかが世にはばかる、ということわざがあると思うんですが」

「『憎にくまれっ子世にはばかる』ですか？」

「そうです。『コキマラっ子世にはばかる』です」突つっ込んで欲しいんだろうか？　「他人を出汁だしにしてマラをコくような人間こそ、必要だと思うんです」

　ここの家族は、下ネタでないことを言った瞬しゆん間かんに、心臓が爆ばく殺さつされるようなチェーンでも体に埋うめ込まれているんだろうか？

　その時、部屋のふすまが拳こぶし二つ分だけ開き、仮面をしたお手伝いさんが入ってきた。手には抹まつ茶ちやと和わ菓が子しの載のった盆ぼんを持っている。

「お茶を淹いれさせたんですよ。足でも崩くずして、飲んで下さい」

「あ、はい……」

　恐おそる恐る抹茶を口に入れると──苦い中にも甘みがある、見事な美味おいしさが広がった。

「美味うまいでしょう？」

「はい、美味しいです」

「そうでしょう。夜よる陽ひのケツで淹れたお茶ですからね」

「ゲッホゲホゲホゲホゲホッ!!」俺はお茶を吐はき出した。

「どうしました？」

　──お前がどうした！

「茶会というのは、亭てい主しゆと客によって作り上げていくものです。その意味では、やはりケツで茶を淹れる以上に、客が喜ぶもてなしはないと思ったんですよ」

「他にも色々あると思います」

「これ以外にも、ケツを季語にした俳句や、ケツで活いけた花などがあるのですが……、中年の趣しゆ味みに若者を付き合わせるのは止やめておきますか」夕影さんはくすりと笑った。「いやはや、この年になって、和の心が面おも白しろく感じられてきましてね……」

　中年の「変態」趣味と言ってくれ。

　つーか、もしも今のお前を、茶さ道どうを大成した千せんの利り休きゆうが見たら、ノンストップで殴なぐりに来るレベルだからね。そもそも、ケツっていつの季語だよ。冬にケツを出すと寒そうだから夏あたり？

　お互たがいに話すことがなくなると、俺たちの目は──自然と、駒こまたちが整列した盤ばん上じように注がれていた。

「最後に一つ、いいですか？」夕影さんが聞く。「この家のルール──『即そくハ○。出会ったら即セックス』の話です」

　夕影さんは真しん剣けんな口調になった。

「私は──今の世の中は、力が必要だと思うんです。女の子でも、たとえ相手がＫ─１チャンピオンであろうと無む理り矢や理り押さえつけて搾さく精せいするくらいの力が必要だと思うんです。そうでないと所しよ詮せん、食われる側の立場になる。だから即ハ○という、弱肉強食のルールを敷しいたんです。子供たちにもルールを通じて、家の外の現実を知って欲しかったから」

「……」

「朝あさ日ひはあなたの影えい響きようを受けて、自分の人生は自分が決めるとか、友達を裏切りたくないとか言ってましたが、そういった甘っちょろい考えは私が最も嫌うものだ。出来ることなら──この対局に勝つことで、あなたが朝日に教えた、誤った考え方をすべて否定したい」

　夕影さんの目に闘争心が宿る。

　国家公務員なんて噓うそだろうと思うほどの、ほとんど殺し屋のような目だった。どす黒いオーラが周囲に発散されている。俺は歯を食いしばって耐たえる。

「では──先せん攻こう後こう攻こうを決める振ふり駒をしましょうか。フフ、私は昔から振り駒というのが好きでね。たぶん、フリチンに呼び名が似ているからだと思うんですが……」

「違ちがうと思います」

「振り駒の結果、私が先攻ですか」

　こうして胡桃沢の未来を賭かけた、仁義なきセックスとしての将しよう棋ぎが始まった。

　注目の初手は、飛車の前にある歩ふを突く手、２六歩だった。

　この勝負──勝つ！
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　胡桃沢夜陽は、興奮していた。

　目の前にいる眼鏡の女の子の、マゾヒストとしての才能に感動していたのだ。

「イー、イク[image: ～][image: ～][image: ～]、イー、イク[image: ～][image: ～][image: ～]、もっといじめて下さいぃーっ♡」

「調子に乗るんじゃないよ、このブタ！」夜陽は、威い力りよくを上げるために等とう間かん隔かくに鉄片へんの仕込まれた鞭むちで伏黒を叩たたいた。

「ふげらッ！　き、気持ちいいですぅ[image: ～][image: ～][image: ～]♡」

　馬ば鹿かな──これほどの痛みも、まだ快楽に変えられるというの？

　胡桃沢家の一室──二人は、ＳＭプレイの真っ最中だった。

　おばあちゃんから逃にげていた伏黒は、偶ぐう然ぜんにも夜陽に出会って捕つかまってしまい、こうして肉にく奴ど隷れいとしての調教を受けているのだった。

　伏黒は、すぐに快楽堕おちはした──出会って三秒ほどで──が、それ以降、まるで満足せずに夜陽の鞭を求め続けていた。決して飽あくことのない快楽の胃い袋ぶくろ。夜陽はごくりと唾つばを飲んだ。

「夜陽様、そんな新入りにかまってないで、俺たちにもお恵めぐみを！」

「お恵みを[image: ～][image: ～]っ！」

「黙だまってなさい。ラビットにオメガ、ベローナにカストロ！　私は今、この止めどなき才能を目の前にして、まるで理想のヒロインを見つけた映画監かん督とくのような気持ちになっているのよ！」

　この子のＳＭの才能は、アカデミ○賞の主演女優賞クラス……。

　作りたい──この子と二人で、理想のＳＭショーを──

　と思っているとふすまが開き、聞き慣れた妹の声がした。

「お姉ちゃん！」

「朝日、どうしてここに？」楽しんでいる所を邪じや魔まされて、夜陽は苛いら立だった。

「祈梨の声が聞こえたからここに来たの。祈梨、今助けるからね！」

「酷ひどい……。酷すぎます……」

　恭野は伏黒を見て絶句した。伏黒の体のあちこちは赤黒く腫はれていて、ところどころ長方形の鉄片の痕あとがあざのように残っていた。半はん裸らにされて宙に吊つるされており、その緊きん張ちよう感かんのせいか皮ひ膚ふまでもが乾かわいている。まるで古来の刑けい罰ばつのようではないか。あまりの痛ましさに、恭野は涙なみだが出そうになった。

「今、助けますからね！」

「いや、助けなくていいです」伏黒は不意に真ま面じ目めな表情になった。

「へっ……？」

「これもこれで気持ちがいいですので、結構です」もしも伏黒の手が自由だったなら、眼鏡をクイッと上げていただろう──そんな理り詰づめな様子で伏黒が言った。

　恭野は、炊すい飯はん器を開けたらヒグマが出てきた──というくらいに、わけのわからない表情を浮うかべていた。間ま抜ぬけな掛かけ合いに、夜陽はくすっと笑った。

「朝日。この子はあなたの友達＝イコールペットでしょう？」イコールにならないイコールを使いながら、夜陽は言う。「自分のペットのしつけも出来ないのかしら？」

「私は胡桃沢さんのペットではないです。むしろ夜陽さんのペットで……」

「祈梨、戻もどってきて！」

　胡桃沢は、夜陽の下もとから伏黒を引き剝はがした。伏黒は最初はふてくされたような表情を見せていたが、ようやく我に返ると口を開いた。

「胡桃沢さん……、どうして檻おりの外に？　そして、ここはどこ？　なんだか私、すごくいい夢を見ていたような……」伏黒は夢見るように宙を向いた。

　胡桃沢はふと……、あれ？　こいつ、助けなくても良かったんじゃね？　姉のペットになっても幸せだったんじゃね？　という気持ちになってしまったが、助けてしまったものは仕方がなかった。

　自分からおもちゃを取り上げた朝日に、夜陽は苦虫を嚙かみ潰つぶすような表情を浮かべた。

「どうやって出られたのかはわからないけれど、邪魔をしてくれるじゃない。まるで、男優のお尻しりばかり映すＡＶを見たような気分よ」

　朝日と夜陽、二人の姉妹は──ＳＭルーム風に改造された和室で向かい合った。

　激しい姉妹喧げん嘩かが起こる直前の、火薬のような匂においが和室に満ちた。

「そしてその態度──まさか、私に歯向かおうということかしら？」

「お姉ちゃん、私は……」

「いえ、答えなくて結構。バルトリン腺せんの酸性度が明確に上じよう昇しよう。これは、闘争心の昂たかぶりを告げる身体的な反応よ」

　夜陽は腕うでを組み、厳格な教師のように言った。

「喧嘩をしようってわけじゃないの」胡桃沢は答える。「私は、別にお姉ちゃんのことは嫌いじゃない。でも、私はパパに対して、自分の強さを表現しなければならないの」

「『だから私を倒たおす』とでも言うつもりかしら」

「……うん」

　真剣に答える胡桃沢を見て、ふふ……と夜陽が笑う。面白いジョークを聞いているかのような反応だった。目をむいて胡桃沢に言う。

「バルトリン腺液のｐペーＨハー……ッ！　４・０──３・98──３・95──どんどん酸性に向かっていくわ！　可愛かわいい顔してこの子、私に本気の敵意を向けているじゃないッ！」

　一方、胡桃沢は真剣だ。目の前の夜陽を睨にらみつけている。

「私の子し宮きゆう頚けい管かん粘ねん液えきの濃のう度ども上がっていく！」夜陽は満足げに笑った。「いいわ、あなたには一度、厳しい現実を見せておかなければと思っていたの。教えてあげるわ。姉よりも優すぐれた妹が存在しないことを」

　緊張感が強くなった。それから胡桃沢は、スカートのポケットに入れていた、懲ちよう罰ばつ房ぼうから持ってきたある物を取り出した。

　それは──ごく一いつ般ぱん的なバイブだった。

　もしもバイブが、一般家庭にごく普ふ通つうに置かれる世界があったとしたら、最も一般的な形状はこれだろうと確信できるくらいに、普通のバイブだった。

「お姉ちゃん、私のバイブ使いが下手だって言ってたよね。だから私は、この不慣れなバイブを使ってお姉ちゃんに勝つよ」

　胡桃沢はバイブを、チアリーディングのバトンのようにくるくると回した。それは踊おどり子のように可か憐れんなバイブさばきだった。

「そう、じゃあ──私もバイブを使うわ」

　夜陽は真っ黒な、トゲトゲの付いた、とても実用的とは思えない禍まが々まがしいバイブを取り出した。

　お互いに戦せん闘とう態勢になり、ジリジリと距きよ離りを取る。

　シリアスな表情になった二人を、恭野と伏黒、夜陽の肉奴隷たちは真剣に見つめていた。黒いバイブを宙にかかげて、夜陽が言う。

「今ここで、姉妹の間の休戦協定を撤てつ廃ぱいし、胡桃沢家のルールを適用するわッ！　弱肉強食の、私たちのルール──『即ハ○。出会ったら即セックス』、私の提案するセックスは、ルール無用、相手をただ堕とせば勝ちの──『貪むさぼり合い』ッ！」

「やあああああああーーーーーッ！」胡桃沢は活を入れるように叫さけぶと、バイブを片手に姉の下へと走っていった。

　二人の姉妹は──激しく、バイブを打ち付け合った。
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　胡桃沢の転校を賭けた──仁義なき将棋勝負。

　持ち時間は十分。十分を使い切ったら、一手三十秒で指さなければならない。

　時間の管理は、チェスクロックという物を用いて行う。自分の手を指したら、この時計をタッチする──そうすると、時計が勝手に消費時間をカウントしてくれるという優れものである。もちろん、時間内にタッチ出来ないと時間切れで負けになる。

　夕影さんの実力は、俺と同じくらい──アマチュアの中級者といったところだった。とりあえず、圧あつ倒とう的な実力差で吹ふっ飛ばされなくてよかった。

　勝負は中ちゆう盤ばん戦せんだ。俺は寮りよう生せい時代のことを思い出しながら指していた。

　えーっと……、歩を突ついて、でもこう指されると困るから──あー、うーんと。

　とりあえず端はじっこの歩を突いてチェスクロックを押すと、夕影さんは言った。

「棋は対話なり──という言葉を知っていますか？」

「？」

「将棋を指すということは会話をすることに似ている──という言葉です。私が『負けないぞ』という手を指すと、相手もまた『負けないぞ』という手を返す。気持ちで負けたら、対局も負けてしまう。とかく、このゲームは人の気持ちが出やすい。指し手からも、人の考えていることがわかるという意味です」

「……」

「そして、セックスもまた対話なり──」

　夕影さんは自じ陣じんの金を摑つかんだ。

「このゲーム、ただの中年の遊びとして持ちかけたわけではありません。見せてやりますよ。濃のう厚こうなる、胡桃沢家の当主のホモセックスを──ッ！」

　……!!

「５六金ッ！」

　夕影さんは指し手を叫ぶと、チェスクロックを叩いた。明らかにその指し手で──盤ばん面めんの空気が変わった。

　なんだ……？　この熱っぽい金上がりは……。

　ねっとりとした圧あつ迫ぱく感かんを覚える……。まるで優やさしい男に抱だかれているような……。

　その手──５六金自体も大だい胆たんだった。というのは、夕影さんが移動させた金は、元々王を守っていた金だったからだ。攻せめのために守りを薄うすくする。いわゆる、肉を切らせて骨を断たつという手だった。自分が脱ぬがなきゃセックスは出来ない、という意味だろうか。

　だが──脱いでいるわけだし、隙すきになる可能性もあるよな？

「ええと、５四銀……」

　俺はとりあえず、夕影さんの金上がりに対応した手を指した。チェスクロックを押すと、夕影さんはノータイムで次の手を指した。

「４五歩ふッ！」

　……！

　俺は驚おどろいた。４五歩というのは、直前の５四銀で守った所を攻める手だったからだ。

　なんて──強ごう引いんな手なんだ。

　棋は対話なりというのなら、「ヒャッハーッ！　とりあえず抱かせろ！」とでもいうようなゴリゴリの攻めの一手である。まるで、レズビアンを公言する女の子をホテルに誘さそうような手である。無理だ、そんなのＶＲで美少女にでもならない限り無理だ。ＶＲユーチューバー、影かげ夜や夕トワイライトにでもならないと──と思いながら、先の手を読んでみると、

　……あれ？　意外とそうでもないのか？　厳密にはこちらが有利そうだが、夕影さんのハードでマッチョな攻めがしばらく続くことになる。

　攻められる展開は避さけたい。仮に有利でも、一手ミスれば負けのハードモード的な展開になるからである。形勢はともかく、勝ちづらくなってしまう。

　ここは、折れるしかないか……。

「２二飛車」

　俺は──夕影さんの主張を通すことにはなるが、大事には至らない手を指した。

　ここを耐たえ忍しのべば、夕影さんの守りは薄くなっているし、カウンターを入れることも出来るはずだ。

「ふむ。この手は『ここは従ったフリをして油断させて』という手ですかねえ……」

　普通のことを言ったはずなのに、夕影さんが言うと、陵りよう辱じよく物のエロ漫まん画がのセリフにしか思えないな……。

「弱気ですね。そんなに弱気で、朝日を立派なビッチに出来ると思ってるんですか？」

「……」

「あなたが教育できるのは、企き画かく物ＡＶ女優程度が関の山。食くらって下さい。３五歩！」

　３五歩──というのはまたしても、俺が守っている所を更さらに攻めてくるような手だった。まるで貞てい操そう帯たい越ごしに手マ○をされているかのようである。そんなの効くわけない──が、

　やはりこれも、考えれば考えるほど難しい。厳密には有利そうだが、夕影さんがゴリラのように攻め続ける展開になってしまう。

　顔を上げると夕影さんが──絶対に俺の陣じん地ちを蹂じゆう躙りんして破は壊かいするという目で、将しよう棋ぎ盤ばんを見つめていた。

　……うう。

　ま、まだ互ご角かくのはずだ。

　しかしこのままでは──形勢とか、指し手とかではない、夕影さんの強気さに押し潰される……。

　俺は静かな部屋の中で、頭を搔かきむしって考えた。

　夕影さんは抹まつ茶ちやをずずず、とすすると、見るに見かねたという様子で俺に言った。

「……まだ、手を読んでいるんですか？」

　奇き妙みようなセリフに、俺は顔を上げた。手を読まずに、将棋が指せるとでも？

「棋は対話なりと言ったでしょう？　下手な読みは何の役にも立ちません。盤ばん上じようにあるのは──ただ、ヤるかヤられるかです」

　まるで、敵である俺に、年長者としてのアドバイスをしているかのようだった。

「形勢とか──読みとかではありません。性癖でかかってきなさい」

　性癖で──

　その言葉を聞いて──ひらめいた。

　そうか……。今の俺が、大学時代のように手が見えない理由。

　弱気になってしまう、原因。

「夕影さん、……トイレを貸していただいても良いでしょうか」

「？」夕影さんは顔をしかめた。「いいですが、その間も時間は消費されますよ」

「急ぎます」

　部屋には備え付けのトイレがあって、夕影さんはその場所を教えてくれた。俺は消費時間を最小限にするために、走るようにトイレに入った。

　夕影さんの部屋のトイレは──最新型の、ウォシュレット付きだった。

　よし──これならば、逆転の策が打てる。

　性癖で勝てる。




　三分後。

　俺は急いで──対局室に戻もどった。

　チェスクロックが、十分の持ち時間が切れたことを告げていた。ここから俺は、一手三十秒で指さなければならない。

　だが俺は──このヤクザのような男を前にして、気負うような気持ちは一いつ切さいなかった。

「８五桂けいッ！」

　俺は、玉を守っている桂けい馬まを敵てき陣じんに向けて跳はね出した。夕影さんが金を上がったのと同じ──守りを犠ぎ牲せいにした攻めの手だ！

「……フフ」夕影さんは好敵手を見るような笑えみを浮うかべた。「いい手が指せるじゃないですか。……だが、どうして急にこんな手を？」

「はい。ちょっとね……」

「……ん？」

　夕影さんは怪け訝げんそうな表情を見せた。俺があまりに脂あぶら汗あせをかいていたからだろう。そして、どこか苦しげな表情を浮かべていたからだろう。

　ぎゅるるるるるる……。

　お腹なかが鳴る。だが──その緊きん迫ぱく感かんが、俺に鋭するどい直感をもたらしてくれるッ！

「……なッ！　まさか──この男！」

　そう──俺のテンションは、既すでに男子寮りよう時代に戻っているッ！

「なぜ──あなたは、ア○ル浣かん腸ちようをしているんですか!?　確かに性癖でかかってこいとは言いました。しかし──対局中に自らに浣腸するなんて、そんなの……、あまりに馬ば鹿かげている！」

「大学の頃ころはこれが日常でね！　これで俺は、あんたのプレッシャーに屈さずに、最善の手を読み続けることが出来る！」

「イカれている……ッ！　イカれているイカれている！」夕影さんは、初めて俺に対して、興味を抱くような表情を浮かべた。「だが──これが朝日の担任ですか。ククク……、面おも白しろい！」

　夕影さんは手持ちの角を持つと、ふたたびゴリゴリの攻めの手を繰くり出した。

「３一角ッ！」

「７七桂成なり！」俺は意地を張って、ノータイムで次の手を指した。「夕影さん、俺は絶対に──胡桃沢を転校させたりはしませんよ、たとえこの場で漏もらそうとも!!」

「同桂ッ！」夕影さんも火花が散るようなノータイム指しだ。「伊藤先生。あなたは人の家の問題に、首を突っ込みすぎている自覚はありますか!?　一いつ介かいの教師の領分を超こえたことをしているという自覚は！」

「教師の領分とかわかりませんよ。生憎あいにく新卒なものでね！」

「あなたはただ、自分を懇こん意いにしてくれる女生徒がいなくなって寂さびしいだけでしょう？　娘むすめの人生のことを考えて下さい。立派なスパイになるためには、朝日は今が一番大切な時期なんだッ！」

「スパイになるかどうかは、胡桃沢が決めることでしょう！　自分の人生くらい、自分で考えてもいいはずだ!!」俺は盤上に、将棋の駒こまを叩たたきつける。

「スパイにならなくて、朝日が何になるというんだ！」

「なんにでもなれるでしょう!?　これから考えていけばいいことです！」俺は夕影さんの角を金で殺し、駒台に勢いよく投げつける。

「なんにでも……？」夕影さんは俺の金を殺し返し、駒台に投げつけてから、俺に冷れい笑しようを浴びせた。「はは、なんにでもなれるわけがないでしょう。ここ──天てん宮ぐう岳だけが、どういう場所かわかってるんですか!?」

「知りませんね、全く！」

「この山はですね、古くから──藩はんを追い出された特とく殊しゆ性せい癖へきの人たちが、細々とした村を作っていた場所なんです。昔は、特殊性癖の人たちへの風当たりは今よりも強かったですからね。ある意味では、姥うば捨すて山のような場所だったんです」

「……」

「ですが──放ほう逐ちくされた人々が、戦時中に自らの『強さ』を、『有用性』を主張することによって、ついには天宮岳を大本営移転の候補地にするまでに至った。つまり、ここは特殊性癖の人々の誇ほこりの地なんです！」

「戦時中の話でしょう？　胡桃沢の人生には関係ないです！」受けに回った夕影さんの陣地に、俺は鋭く角を打ち込んだ。

「私たちはずっと──私たちにしか出来ない仕事をやってきた。世界の裏側にある、誰だれも知らない仕事をね！」夕影さんは自陣の桂馬を特とつ攻こうさせる。

「自分にしか出来ない仕事をするなんて、誰だってそうでしょう。俺だって、教師にならなかったら今いま頃ごろニートです！」俺はもう一枚の角を、夕影さんの陣地にセットする。

「朝日が──特殊性癖を持った彼女が、胡桃沢家に生まれた彼女が──普ふ通つうの仕事を選んで幸せになれるとは思えません！」夕影さんは冷静に、自じ陣じんに金を打ち付けた。

「そんなの、やってみるまでわからないじゃないですか！」セットしたばかりの角を切り飛ばして、獰どう猛もうに敵陣を攻せめる。

「あなたは本当に──朝日が普通の女の子として暮らしていけると思っているんですか？　生まれながらにしてビッチの教育を受けた彼女が。いつだって制服の胸むな元もとからおっぱいが飛び出ている彼女が。特殊性癖教室に通う彼女が！　世界の裏側に住む私たちが、わざわざ表側に出て傷つくことはないでしょう。それともあなたの目には──朝日が、どこにでもいる普通の女の子にでも見えるんですか!?」

　もはや盤ばん面めんは混こん沌とん状態だ。どちらが攻めているのかも、どちらが守っているのかもわからない。ただただ気き迫はくだけをぶつけ合っているかのような、凄せい絶ぜつとした局面へと化していた。

「あいつは──」

　俺は駒台の金を摑つかむと、盤上に爆ばく撃げき先を探した。

「胡桃沢朝日は……」

　夕影さんの陣地目がけて──金を振ふり下ろした。

「ちょっとエッチですぐにセックスをしたがる、媚び薬やくクッキーを作ったりエロプリを撮とろうとしたりとする変態問題児だが、根っこはふつーに不安になったり、親の顔色を窺うかがったり、ゲーセンのぬいぐるみを欲しがったりする──ふつーの女の子のはずだっ!!」

　決着が──付こうとしていた。
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　矢──ではない。

　それはバイブだった。

　夜陽が投げつけた無数の小型のバイブが、まるで忍にん者じやの操あやつるクナイのように、胡桃沢の体に浴びせられていた。

「せい！　てやッ！」

　その一つ一つを、胡桃沢はバイブを振るって打ち落とそうとする。

　だが──その中の一つ、独特の軌き道どうを描えがくバイブが、胡桃沢の体に突つき刺ささった。

「──きゃあッ！」

　そのバイブだけが──変化球だった。

　一応──直ちよく撃げきは避さけることが出来た。しかし夜陽の投げたバイブは胡桃沢の服を突き破って、杭くいのように、壁かべに彼女の体を固定していた。

　動けなくなった所を──更さらに三本のバイブが追つい撃げきした。三本のバイブは同じように胡桃沢の体を固定し、ついには胡桃沢は標本箱に詰つめられた蝶ちようのように、身動きひとつ取れなくなってしまった。

「くっ……」

　胡桃沢は喘あえぐような声を出す。応おう援えんする恭野と伏黒も息を吞のむ。

　動けなくなっても──尚なおも闘とう争そう本能をみなぎらせる妹を見て、姉である夜陽は享きよう楽らく的な笑い声を漏らした。

「……強くなったわね」可笑おかしさをこらえるように、口元に手を当てる。「私、あなたはもうちょっと甘ちゃんだと思ってたわ」

「……」

「だけど──あなた自身、私と戦うことの無む謀ぼうさをわかってきた頃かしら。バルトリン腺せん液の濁にごりが強くなったわ。濁だく度ど10％増し、20％増し……。顔色は変わらなくても、下半身は表情以上に感情を語るものよ」

　夜陽のペット達が、夜陽の優勢を喜んで歓かん喜きの声を上げた。胡桃沢は、思考が後ろ向きな方向に向かおうとするのを察して、それを押しとどめるために言葉を発した。

「お姉ちゃんと私──小学校の時くらいから、あまり話さなくなったよね」

　戦せん闘とうに適さない日常的な話に、夜陽は疑問がひらっとしたが、体力回復のための時間稼かせぎだろうと思って、特に気には留めなかった。

「そうね。でもそれは、あなたが会話がする価値もない程ほどに弱い存在だからよ。強くなったら色々な話をしてあげるわ。コーヒーの話とか、子宮の話とかね」

「お姉ちゃんはいつもそうだ。『強い』とか『弱い』とか。そればっかり……」

　唇くちびるを尖とがらせる朝日に、夜陽は諭さとすように言った。

「それが、お父さんの教えでしょう？　……あのね、もしも私があなたに興味がなければ、こんなことは言わないわ。厳しいことを言うのも、あなたに立派なビッチになって欲しいからで、私はただあなたの将来を案じて──」

　違ちがう──といったふうに、朝日は首を振った。それから、勇気を振り絞しぼって続けた。

「お姉ちゃん、私が家族に求めているのはそういうことじゃないの。もっと、どこにでもある、普通のことなの」

　涙なみだが出そうになった。でも、泣いたら終わりだと思って、その予感を振り切った。

　頭が痺しびれるようになりながらも──胡桃沢は聞いた。

「お姉ちゃんは、私が学校で家庭科部に入っていることを知ってる？」

　胡桃沢は、目を逸そらしたら負けるとでも思っているかのように、懸けん命めいに睨にらむような目つきになった。

「……？」

「知らないよね。でもきっと、二回くらい話したことがあるよ。けどお姉ちゃんは覚えてなかったんだ。興味がなかったから」

　朝日は目をつぶった。そして記き憶おくの中に思いを馳はせた。そうしていると戦闘中でも、ぽかぽかとした温かいものが体中にみなぎっていくような気がした。

「お姉ちゃんは、私が料理が下手ってことは知ってる？　でもクッキーとかプリンとか、簡単なものは作ったりすることは知ってる？　私の好きなテレビ番組は？　私の好きな芸能人は？　……知らないよね。だって強いとか弱いとか、そういうこととは関係ないもんね」

　目を開けた。そして、自分をこんなにも駆かり立てる存在に気付いた。

「せんせーは、私のそういう所を見てくれたの。全すべてを知っているわけじゃないし、たまに先走ったりすることもあるけど──でも、見ようとしてくれたんだ」

　ああ──そうだ。

　伊藤真まな実みのことを考えるだけで、心が温かくなる。強くなる。これからもう、どんなことがあっても負けないような気がする。

　朝日の体に訪おとずれかけた変化に──最初に気付いたのは夜陽だった。

「……ッ！」夜陽は唇を嚙かんだ。「朝日のバルトリン腺液の透とう明めい度が上がっている！　同時に子し宮きゆう頚けい管かん粘ねん液えきの分ぶん泌ぴ量も上じよう昇しよう。女性器のｐペーＨハーが４・３……４・４……、馬ば鹿かな、どんどん上昇している！　純じゆん粋すいな闘とう志しだけでは説明できないこの変化……。これは──まさかッ！」

　朝日は自分の体を固定しているバイブを摑んだ。そして強い力を込めた。

　壁に突き刺さった姉のバイブを──今なら抜ぬくことが出来る！

「未来がどうなるかなんて知らない。でも私は──伊藤先生のクラスに居続けたい！」

　手始めに胡桃沢は、肩かたの所に刺さったバイブを抜いた。烈れつ々れつたる気迫を放つ自らの妹を見て──夜陽はその原因に思い至った。

「恋こい──！　ボロボロの朝日を突き動かしているのは──担任への恋心！」

　全てのバイブを抜き、朝日は足元に転がっていた自らのバイブを拾った。

　闘志がみなぎる。今ならば──勝てなかった姉に、己おのれのバイブを突き刺すことが出来る。

「バイブを抜いたくらいで調子に乗らないで！　恋如ごときで、私との力の差が埋うめられるとでも思っているのかしら!!」

　夜陽は叫さけんだ。だが──その口上は、きっと朝日の耳には届いていなかっただろう。

　ただ、がむしゃらに。

　まるで思いの丈たけをぶつけようとするかのように、朝日は姉の下もとへと駆け出した。

「せやああああああーーーーーッ!!」

　そして力の限り、バイブを振り下ろした。
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　混沌とした戦いに、終わりが訪れようとしていた。

[image: ]

　血で血を洗うような盤面──その先に、一筋の光明が差していた。

　……詰みだ。

　夕影さんの玉は詰んでいる──俺の駒こまを使って、夕影さんの玉を殺すことが出来る。十数手に及およぶ長い詰み。だが手順はシンプルだし、キレキレになった俺ならば見み逃のがすことはない！

「４七成なり銀ッ！」

　俺は攻めの拠きよ点てんであった駒を捨て、玉を危険地帯へとおびき寄せた。

「……ッ!!」

　夕影さんもその詰みに気付いたようだ。じっくりと、俺の恨うらめしい捨て駒を見つめていた。数十秒ほど見つめたところで、ついに夕影さんのチェスクロックが、残り十秒を示すアラームを鳴らし始めた。アラームが五回──五秒分鳴り、ようやく夕影さんは、渋しぶ々しぶといった様子でその成銀を取った。

「……同玉」

　小さな声で言う。

　だが、その声はその小ささゆえに、獲え物ものを捕とるために息を殺している、肉食動物の吐と息いきのようにも聞こえて、なんとも不ふ穏おんな心地ここちがした。

「４六銀」

　俺は持ち駒の銀を打ち付ける。

「４八玉」

　夕影さんはノータイムで玉を下がる。

　その静けさに──俺はなんとなく不安になる。

　……詰んで──いるよな？

　俺はもう一度読みを入れる。何度も間ま違ちがっていないか確かく認にんする。もしかして、俺が気づいていない秘密の抜け道がある？　いや、際きわどい手順はあるが、どんな道を選ぼうと最終的には玉を取れるはずだ。

　──大だい丈じよう夫ぶだ、詰んでいる。

　だが将しよう棋ぎというのは、詰ませる直前が一番怖こわいのだ。俺は既すでに夕影さんに駒を渡わたしてしまっているし、もしもここで詰ませられなかったら、今度は逆に俺から貰もらった駒を持った、夕影さんが俺の玉へと襲おそいかかるからだ。

　チェスクロックが、残り十秒を示す音を鳴らす。俺はゆっくりと桂けい馬まを置いた。

「５六桂」

　その時だった。

　夕影さんが俺の肩に手を置き──グイッと体を乗り出した。

　殴なぐられるのかと思って、体をびくつかせた。だが夕影さんが繰くり出したのは、拳こぶしではなく──視線だった。

　夕影さんの目が、俺の目を射い貫ぬいた瞬しゆん間かん──

　目の前を──スタングレネード爆ばく撃げきのような、真っ白い光が爆はぜ飛んだ。

　……!!

　なんだ？　何が起こった……。今俺、夕影さんに見つめられただけのはずだよな？

　なのに──なぜ！

　どうして、射精しているんだ……!?

「『ゲオルギー・グルジェフ』」夕影さんは玉を３九に逃にげながら、その怪あやしい単語を語った。「ロシアの神秘家の名前です。厳しい修しゆ行ぎようを積んだ彼は、あらゆる女性を、見ただけで絶頂させることが出来たと言います。胡桃沢家の当主として、その程度の技わざは使えなければなりません」

　原理は……、わからないけどわかった。常識外れの技だが、実際にブチかまされてみれば本物だとわかる。

　でも、対局中に相手を射精させるか──!?

　いや──させるのだ。そう言えば宵よい美みちゃんとのしりとり対決でも、結局はしりとり関係なく、宵美ちゃんのアクメワードをいかに避けるかという盤ばん外戦が肝きもだったわけだし、忘れていたが、この胡桃沢家の一族の人間はダーティプレイを辞さないのだ。これくらいの用心はしておくべきだった。

　ピッ、ピッ……。

　チェスクロックが鳴り始める。まずい、あと十秒しかない。ええと、３九に玉を逃げた時、俺は何を指すつもりだったっけ……？　まずい。夕影さんの咄とつ嗟さの視線アクメによって完全に読みを忘れてしまった。香きよう車しやを打つ？　飛車を打つ？　時間がない。ここは、

「３八歩……。……あ」

　しまった──指した瞬間に気付いた。

　３八歩は詰つまない！

　夕影さんが肉にく食しよく獣じゆうのような笑えみを浮うかべた。

　おまけに──詰まないどころじゃない。俺の攻こう撃げきが終わったが最後、今度は捨てた駒によって、夕影さんに逆ぎやく襲しゆうされてしまうのだ。

　……。

　奇き跡せきを信じて数手進めてみたが、夕影さんの玉は詰まなかった。

　俺の攻撃が終わった所で、夕影さんは持ち駒の銀を捨てた。

「５二銀」

　まずい。これは俺の玉が詰む。

　負ける。

　胡桃沢の転校を止めるための戦いが──終わってしまう。

　俺は、持ち時間の三十秒ギリギリまで考えてから、夕影さんの銀を取った。

　すると夕影さんは、既に読み終わっているのか、さして考こう慮りよ時間を割さかないまま、持ち駒の角を打った。

「……」

　何度読んでも──どんな逃げ方をしても、この手から十手以内に俺の玉は詰んでいた。

　夕影さんは、長い長い爆ばく発はつ物処理をようやく終えたというような、疲つかれきった表情で、安あん堵どの息を漏もらした。

　……。

　本当に、俺の敗北は決まっているのか？

　ここから勝つ方法は、本当にないのか？

　いや──


「形勢とか──読みとかではありません。性せい癖へきでかかってきなさい」



　性癖。

　そうだ。俺の玉が詰んでいても──この将棋に勝つ方法が、ただ一つだけ存在している。

　それは──客観的に見て、あまり取りたくない方法だった。

　人の家のトイレでア○ル浣かん腸ちようをするよりも──もっとエクストリームな方法だった。

　それをやったが最後、俺は大切なものを失うことになる。する前の自分には、二度と戻もどれなくなってしまう。

　だが……、

　脳のう裏りに──木曜日の去り際ぎわに見せた、胡桃沢の寂さみしげな苦く笑しようが浮かんだ。あいつを守るためならば、俺の腹はもう決まっているのだ。

　俺は７一玉──と、玉を一手だけ延命をさせる手を指して、チェスクロックを押した。

　夕影さんが次の一手を指そうとした所で……、

　攻撃を開始した。




　　　　＊





　あんなにも、いがみ合っていた二人が──

　こんなふうになるなんて、噓うそみたいだね。






　俺は将しよう棋ぎ盤ばん越ごしに中年のおっさんを抱だきしめると、

　強ごう引いんにその──唇くちびるを奪うばった。




　　　　＊




「……ふムッッ!?」

　俺の情熱的なキスに──夕影さんは目を白黒させる。

「むむ……、なっ──伊藤ッ……」抵てい抗こうするような素そ振ぶりを見せるが、その気き概がいも俺の愛によって吞のみ込まれていく。「う、うう……」

「ん……、あっ……、はぁ……」

「や──やめ……、あッ……、はぁ……」

「んちゅ……、はあ……、んちゅ……」

　俺の作戦。

　それは──織お田だ信のぶ長ながが桶おけ狭はざ間まの戦いで見せたような、本ほん陣じん狙ねらいの奇き襲しゆう戦法だった。

　単純な作戦だ。俺が、夕影さんに激しいキスを浴びせる。三十秒間、濃のう厚こうにキスをする。

　何度も何度も──貪むさぼるようにキスをする。

　そうすれば、夕影さんの持ち時間が切れて──時間切れで俺の勝ちになるはずだった。

「ん……、あ、あはぁッ……」

「ちゅ……、んん……、くぅ──」

　熱い──人間の体って、こんなに熱いんだ。

　二十二年間生きてきて、一度も女の子とキスをしたことがなかった俺だけど──今はこんなおっさんの、口の中を味わっているよ。

「……んふぅ……、あぁ……、くっ……」

　夕影さんの口の中はまるで──って、意識しちゃ駄だ目めだ。

　意識したら負ける。

　描びよう写しやをするために口内に意識を集中したが最後、俺はあまりの悲しさに死ぬ。

　おっさんにキスを捧ささげる、自らの不ふ憫びんさがいたたまれなくて死ぬ。

　だから俺は──代わりにポエムを読むことにした。

　脳内をお花畑なポエムで満たすことで、フルＭＡＸの現実逃とう避ひに勤いそしむことにした。




　　　　＊





　将棋を指しながら、本当は夕のこと──愛してた。

　夕の横顔を見るたびに──胸がドキドキして、心が何度も「好きだ」って叫さけんでた。

　男同士？　そんなの関係ないよ。年の差も気にしないよ。

　生徒の親？　そんなことも気にしないよ。

　ここは愛の惑わく星せい。この世界にはただ──愛があるだけだよ。

　夕の愛してるって気持ちが──口の中で弾はじけてる。

　俺も愛してるよ。俺の全すべてが、夕が欲しいって悶もだえてる。

　ああ、本当に──

　夕と結ばれることが出来て──良かった。






　　　　＊




　ピーッ！　ピーッ！　ピーッ！

　脳内でデンジャーなポエムを大音量で鳴らしていると、ようやくチェスクロックが時間切れを示す音を鳴らした。

　やっと終わった……。

　人間として大切なものを失った気がしたが、ともかく──

　残り時間の表示は、ゼロになっていた。

　俺は全力で口を拭ぬぐい、もう本当にジャージの袖そでがよだれでだるんだるんになるくらいに口を拭った跡あと、夕影さんを指差して言った。

「夕影さんの時間切れです。この勝負、俺の勝ちだ！」

　俺はさっきまでキスをしていた相手に、全力の敵意をぶつけた。客観的に見たら、ドロドロの昼ドラのような展開に見えるかもしれない。

　夕影さんは俺の言葉にずっと俯うつむいていた。

　は？　俯きてーのはこっちだよ。俺はお前に二十二年間生きてきて最もメモリアルな本気キスを捧げたんだよ。責任取ってくれんのかオラァ──と、逆ギレみたいな気分になっていると、夕影さんは言った。

「盤ばん上じようを見て下さい」

　……へ？

　今いま更さら、将しよう棋ぎ盤ばんを見たところで何があるんだ？　もう俺はうんざりして、将棋盤なんて死ぬまで見たくない気持ちだぞ。

　実際に見てみるが、なんの変へん哲てつもない将棋盤だった。だが──俺の記き憶おくしていた盤面とは、細かな違ちがいが生まれていることに気付いた。

「……あッ」

　変な声が出た。

　よく見ると盤面の端はしっこに、歩ふが載のっていた。それはお互たがいの玉の周囲から取り残された場所であり、休戦地のような場所だった。局面が最終盤になった今、こんな場所に歩を置く奴やつはいないだろう。だが──現に載っている。

　そして、

　チェスクロックをもう一度見ると、残り時間「ゼロ」の表示が出ているのは、夕影さんの方ではなく──俺の方だった。

「……ゥあ、……えぇッ……、これは……」

　俺はうろたえてしまった。まともな声を発することも出来なかった。

　……この状じよう況きようから察するに。

　夕影さんは俺の熱ねつ烈れつなキスを受けながら──歩を盤面に置いたのだ。だが、盤面を見る余よ裕ゆうはなく、てんで見けん当とう違ちがいな所に置くことになった。しかしその後、こっそりと自分のチェスクロックを押したのだろう。キスに熱中するあまり、チェスクロックが押されたことに気づかなかった俺は──自分の時間切れを夕影さんの時間切れだと勘かん違ちがいして──勝ち名乗りをあげて、つまり、だから……。

　動どう揺ようしている俺に、夕影さんは最後の言葉を言った。




「伊藤先生。あなたの負けです」




　うう……ッ！

　負け──こんなにも頑がん張ばって、ア○ル浣腸までして、大切に取ってあったファーストキスを捧げても──負け──

　そんな、むごすぎる……。

　俺の負けによって、胡桃沢もアメリカに転校して──

　こ、こうなったら……、

　俺は恥はじを承知で言った。

「あの──三回勝負にしません？　三回中二回勝った方が勝ちってルールに」

　情けないことを言いかけたところで──ふと、夕影さんの部屋のふすまが開けられた。

　そこには、胡桃沢が立っていた。

　どうして胡桃沢がこんな所に──懲ちよう罰ばつ房ぼうにいたのでは？　と思っていると、胡桃沢は手に持っていた黒い布のようなものを床ゆかに投げつけた。

「パパ、これを見て！」

　言葉に釣つられて、俺も見た。それは──胡桃沢と同じくらい汗あせだくになった、黒いセクシーランジェリーだった。

　この下着には見覚えはないが──この下着を穿はきそうな人間には覚えがあった。

「これはお姉ちゃんの下着！　私ね、お姉ちゃんにセックスで勝ったんだよ。パパは私が未熟だって心配してたけど──でも、もうそんなこと言わせない！」

「……」

　胡桃沢は叫ばんばかりの声で──懇こん願がんするように続けた。

「だから私が、先生のいるクラスに──日本にいることを認めて欲しいの！」

　その声の大きさは、巨きよ大だいな邸てい宅たくを反はん響きようで震ふるわせるほどだった。夕影さんは目を見張っていたが、やがて幼い子供に言い聞かせるように言った。

「朝日。お前が強くなってくれたことは嬉うれしい。だが、アメリカに留学をすることで、お前はもっと立派なビッチになれるんだぞ」

「……、パパはセックスの結果は絶対って言ってたよね。私はお姉ちゃんに勝てるくらい強いんだよ。だから、アメリカなんて行かなくていいはずだよ」

「う、うむ。だが……」

　夕影さんは返答を渋しぶっている。どう説得したものか、考えているようだった。

　言い合いをする親子を見て──俺は自分の対局の結果を悔くやんだ。

「すまない、胡桃沢。俺が、夕影さんとの対局に負けてしまったせいで……」

　俺が勝っていれば、もっと事態はシンプルだったはずなのだ。

　俺のセリフを聞いた胡桃沢は、ようやく、俺と夕影さんが将しよう棋ぎを指していたことに気付いたらしい。

「へー、将棋やってたんだ。……私も小学校の時に、パパとよく指したなぁ。一回も勝てなかったけど」

　そう言って、将棋盤に広がる終局図に目を移した。

　だが──その時。

　不意に、なにかに気付いたらしい。

「これってさ──先生がそっち側で、パパがこっち側だよね」胡桃沢は順に、将棋盤の両サイドを指差した。

「ああ、そうだが」

「じゃあさ──これ、パパの負けじゃない？」

　は？

　俺は驚おどろいて、将棋盤を見た。夕影さんもまた目を見張っている。混乱している俺たちに、胡桃沢は一つの駒こまを指差した。

　それは──夕影さんが時間ギリギリに置き、俺のタイムアップを誘さそった歩だった。

　その駒を示した後──胡桃沢は同じ列にある別の駒を指差した。

　……あっ。

　そこで俺はようやく気付いた。

　夕影さんの最後の着手が──将棋のルール的に許されないものであることを。




「二歩」




　胡桃沢はいたずらっぽく笑った。

　それは、同じ列に歩を二枚置いてはいけないという、将棋の古典的な反則の名前だった。

　俺の熱烈なキスで、盤面を見ることが出来なかった夕影さんは、持ち駒ごまの歩をつい、反則となる位置に置いてしまったのだ。

　だから、俺のファーストキスにも意味があったのだ。

「夕影さん」

「……」

「この勝負──俺の勝ちですよね。だって、俺の時間が切れる前に、夕影さんは反則で負けていたんですもんね」

　心臓がドキドキした。俺は目の前にいる、強敵だった中年男性に──最後のセリフを告げた。

「胡桃沢が日本にいることを認めて下さい。セックスの結果は絶対のはずでしょう」

　夕影さんは小さな声で──いいでしょう、負けてしまったものは仕方ないです、と呟つぶやいた。

　その時、背後から重量がかかった。

　何かと思えば──胡桃沢が俺を抱だきしめていた。はちきれんばかりのおっぱいを背中に当てながら、俺の頰ほおにキスをする。アメリカに行かないのに、実にアメリカンなことをする奴なのである。




　　　　＊




　夕影さんの部屋で、俺と胡桃沢は正座をさせられていた。ついでに、合流した恭野も伏黒も正座していた。得体の知れないお茶を飲みながら、夕影さんは言う。

「……朝日が日本の高校に通うことは認めましょう。ですが、一つだけ条件があります」

「えー。勝ったんだし。なんでもいいじゃん」胡桃沢は唇くちびるを尖とがらせる。

「そういうわけにはいかん」

　夕影さんは首を振ふった。俺の方を見ると、対等な相手に相談をするようなトーンで言った。

「私はただ一つ、朝日が処女であることだけが気になっています。清せい純じゆん学がく苑えんに通わせる以上、朝日を立派なビッチに育てることを保証して欲しい。スパイになろうが別の職業になろうが──この先、朝日がどういう進路を歩もうともね」

　夕影さんは、ほんの少しだけ態度を軟なん化かさせた。それが俺には嬉しかった。全くもって頑がん固こなオヤジだったが、胡桃沢の幸せを祈いのる気持ちだけは、本当だったように思う。

「もしも卒業する時に、朝日がまだ処女だったなら。その時は伊藤先生……、わかりますね」
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　夕影さんの目には、子を持つ親としての、純じゆん粋すいな心配が込められている気がした。

　だから俺は──自信を持って、

　真しん剣けんにその頼たのみに、応こたえることにした。




「……はい。娘むすめさんの処女は、僕が責任を持って奪うばわせていただきます」




　隣となりにいる胡桃沢が、ぎゅっと俺の手を握にぎった。

　大変なことを言ってしまった気がしたが……、そうしないと、場が収まりそうになかったのだ。

　夕影さんは俺の言葉に、ようやく安あん堵どの息をついた。それから、まるで午後の団だん欒らんにテレビを見るかのようなゆるい表情を浮うかべると、独り言のように言った。

「しかし、天下の胡桃沢家の娘が、バージンとはねぇ……」

　そう言って、ひとしきり笑っていた。それは優やさしい笑いだった。その笑えみは夕影さんが俺の目の前で、初めて見せてくれた素すの表情に思えた。

　こうして。

　ようやく、教師と親の気持ちが一つになり、

　胡桃沢の家への──長すぎる家庭訪問が終わりを告げたのだった。
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　五月二十八日。月曜日。

　その日のお別れパーティは、一転してお祝いパーティになった。

　家庭科室の黒板は輪つなぎで装そう飾しよくされていて、中央には可愛かわいらしいイラストがチョークで描えがかれていた。部屋には手作り感のある素そ朴ぼくなケーキと、紙コップに入ったミルクティーと、金曜日から冷やしておいたゼリーのホイップクリームのせが並んでいて、それらを口にしながら、九組の女子生徒たちはかしましい雑談に興じていた。

　中心にいるのは胡桃くるみ沢ざわだ。今日も降り注ぐ太陽光のような陽気さで、下ネタ混じりのジョークを言っていた。

　その会話に関かかわりたい気持ちも少しはあったが──その日の俺は疲つかれていた。何分山の中への大だい冒ぼう険けんだったし、気を抜ぬくと宵よい美みちゃんにイカされまくった後こう遺い症しようでフラッシュバックアクメを起こしそうだった。二十二才の俺の体は、高校生みたいに簡単に疲れが取れてはくれないのだ。

　家庭科室の端はしっこに座ってのべーっとしていると、胡桃沢が恭きよう野のを連れてやってきた。嬉しそうに笑って俺に言う。

「今日はね、せんせーのためにサプライズを仕込んだんだよ」

　隣にいる恭野が、小さく首を傾かしげた。どうやら恭野も、胡桃沢が仕込んだというサプライズを知らないらしい。

　そんな恭野のスカートの裾すそを摑つかみ──

　胡桃沢はあっという間に持ち上げた。

「ひゃっ！」

　恭野は子供のような悲鳴をあげた。慌あわてて恭野はスカートを下ろそうとするが、胡桃沢が裾を持っていたのでそれは叶かなわなかった。ただ顔を赤らめて──身じろぎする以外になすすべはなかった。

　俺はつい──恭野のスカートの中を見てしまう。

　本能だもんね。仕方ないよね──と、舌を出して謝るようなつもりで見ていると──そこにあったのはパンツではなかった。

　これは……。

　柔やわらかな布による、ストレス皆かい無むなふんわりガード──オシャレなふんどしこと、おしゃふんであった。

　こ──これが──夢にまで見たＪＫのふんどし姿……。

「妹が教えてくれたよ。せんせーは『女子高生ふんどし祭り』が好きなんだよね。せんせーを喜ばせてあげようと思って、前もって私が、クラスのみんなにふんどしをプレゼントしておいたんだよ」

　そう言って胡桃沢は、自分のスカートをたくし上げた。するとそこには、胡桃沢の白いお尻しりと、可か憐れんなおしゃふんがあった。

　胡桃沢はついでに、進行方向にいた伏ふし黒ぐろと宮みや桃もものスカートもめくった。

　もちろん二人とも、爽さわやかな色をしたおしゃふんを締しめていた。

　これが──

　現うつし世のパラダイスこと──女子高生ふんどし祭りか。

　何度イカされ続けても、求め続けていた──夢のフェスティバルか。

　生まれてきて良かった……。

　胡桃沢──十六才のくせに仕事が出来すぎるだろ……。そんなんだったら、どんな会社に入っても即そくＣＥＯになれちゃうぞ。次世代のザッカーバ○グはお前かよ。お前が意識高い系のキュレーションサイトで、ろくろを回しながら「ソーシャル」について語っている未来が見えるぞ。

　ふんどしを締めている女の子っていいよな。

　なんというか、この「和」の心が、俺の心の海綿体を刺し激げきするんだよな……。

　恭野が病気の人を見る目で俺を見ていたが、そんなことは気にしない。俺の肉体は家庭科室を越こえ、魂たましいとなり、ふんどしのエデンの園そのを踊おどり狂くるっているのだから……。

　あぁ──これからも、特とく殊しゆ性せい癖へき教室の担任を続けていけそうだ──




　　　　＊




　明後日あさつてからの定期テストの準備が終わり──二十時に学校を出ると、出口の所で胡桃沢が携けい帯たい電でん話わをいじりながら待っていた。

「せんせーの待ち伏ぶせ、せーこー」胡桃沢は敬礼のポーズをする。

「お前、今八時だぞ」こいつ、何時間待ってたんだろう。つい苦く笑しようしてしまう。「一いつ緒しよに帰るか？　俺はバス通勤だけど、お前もバスだっけ」

「送り迎むかえと半々って感じ。せんせーが帰るなら、私もバスで帰る。てかさ、この時間涼すずしくて気持ちがいいから、山の下くらいまで歩かない？」

　言い終わる頃ころには胡桃沢はもう歩き始めていて、仕方なく俺は、そのわがままな女子高生についていくことにした。

　夜道を歩きながら、胡桃沢と話す。それは相変わらずしょーもない話だったが、その話が出来ること自体が自分の手て柄がらだと思うと、ほんの少しだけ誇ほこらしく思えた。

　二十分ほど歩いて山の下に着いた。バスを待ちながら胡桃沢が言った。

「せんせー。今まで私、自分がバージンだってことは恥はずかしいことなんだって思ってた。誰だれかに知られたら死にたいことだと思ってた。でもさ、ちょっとだけ考え方が変わったよ。私に男性経験がないことは、これからの私の人生をうーんと面おも白しろくする、カードみたいなものだって思ったんだ。これから私はこのカードを、どこで使おうが、誰と使おうが、どうやって使おうが自由。自分が納なつ得とくする、本当に面白い形で使ってやろうと思った」

　晴れ晴れとした表情でそう言うと、胡桃沢は俺の方を見た。街灯に照らされた白い顔がん貌ぼうが、雪山に降り注ぐ水のように光っていた。

「その相手は──やっぱり、せんせーがいいな」

「へ、俺？」予想外の言葉に、俺はオーバーリアクションをしてしまう。「お前、マジで卒業までには、すっごいイケメンの彼氏とか見つけてバージン卒業しろよ」

「えー？　どうしよっかなー」

　胡桃沢はからかうように笑う。まるで年下にするような笑い方だった。それから、すべり止めのために赤く塗ぬられたコンクリートの道路を指差して、目を細めた。

「ねえ──これってさ。バージンロードみたいじゃない？」

「……そうか？」確かに、赤い道だが……。「でも田舎いなかだし、舗ほ装そうがはげかけているし、ブライダル業界に失礼なほどにポジティブな発想だと──」

「『汝なんじ……、健すこやかなる時も病やめる時も、お互たがいを変わることなく、愛することを誓ちかいますか？』」

　胡桃沢はそう聞くと、ふざけるように手を差し伸のべた。

「いや──誓いますか、と言われても」

「せんせー、バージンの女の子の夢は、いつだってバージンロードなんだよ？」

　そう言って胡桃沢は、十六才の子供らしい笑みを浮かべる。間もなくバスがやってきて、俺たちを目め一いつ杯ぱいの光で吞のみ込んだ。




　　　　＊




　五月末より実じつ施しされた、一週間にも渡わたる定期テストが終わった。

　六月八日、金曜日。

　忘れちゃいけないのだが──家庭訪問はまだ終わっていないのだ。五月中に訪問出来なかった三人ほどの家は、六月に訪問する予定になっている。

　職員室で書類の整理をしていると──ふと、訪問予定の生徒の、家庭状じよう況きよう調査票が目に入った。

「……恭野」

　そうか。恭野は自分で家庭訪問をしろと言っておきながら、六月まで保護者の予定が合わなかったんだったか。恭野が家庭訪問の最後の生徒だから、丁度恭野の家で、十五人の家庭訪問をするという宿題が終わることになる。

　家庭状況調査票には、祖父母の名前が書かれていた。俺はまだ見ぬ恭野の保護者に思いを馳はせた。

　窓の外では──しとしとと、梅雨つゆの到とう来らいを告げる雨が降っていた。


〈了〉










あとがき






　この本は戦せん慄りつのビッチ一家、胡桃くるみ沢ざわ家に捧ささげられた本です。

　下半身の匂においから感情を読むビッチ、ポエムを読むビッチ、全てをイカせ尽つくす最強のおばあちゃんビッチ等、いろんなビッチが出てきます。「あれ、ビッチってどういう意味だっけ？」と、ゲシュタルト崩ほう壊かいを起こすほどのビッチのメガ盛りです。

　あえて一いつ般ぱん的な言葉を当ててみるならば、「家族の話」となります。

　おお……、毒電波だけで出来たような本も、「家族の話」と言ってみると、急に普ふ遍へん性を帯びたような気持ちになりますね（気のせいか）。

「万引○家族」のブームに乗れませんかね（乗れませんね）。

「マジイキ家族」の副題を付けましょうかね（無意味ですね）。

　読んで下さった皆みな様さまに最大限の感謝を。ＹＡヤングエースで漫まん画がもやるそうですので、そちらも楽しんでいただければと。あとツイッター始めました。私はシャイな巨きよ乳にゆうＪＫですのであまり呟つぶやかないと思いますが、たまにエロい自じ撮どりとかあげますのでフォローして下さい。


中なか西にし鼎かなえ TwitterID:@kanae_nakanishi


















電子書籍特典　書き下ろし短編『スイッチ』







「はぁ、暇だなー。伊藤先生の授業つまんないし、なんか面白いことないかなー」

　退屈な授業を聞きながら、胡桃沢はため息をついた。独り言をつぶやく彼女に、その隣の席に座っているハカセが言う。

「そういうことなら、面白いものがあるよ。研究の副産物で、たまたま面白いものが出来たんだ。名付けて『伊藤先生の肛門を刺激するスイッチ』」

「そのままだねー」

「僕には使い道がないから胡桃沢さんにあげるよ。どうか活用してくれたまえ」

「ありがとー。とりあえず貰っておくね」

　雑談をする二人を、伊藤が注意する。

「こら、私語を慎め。お前はいつもいつも──」ポチッ。「ヒィッ！」

「なにこれ、おもしろーい」胡桃沢は目を輝かせた。

「お前、一体何し──」ポチッ。「アヒィン！」

「いい物貰っちゃった！　ハカセ、サンキュー」

「喜んでもらえて良かったよ」ハカセは眼鏡をクイッと動かした。

「一体、俺の体に何が起こったんだ……？」伊藤は独り言をつぶやく。

　クラス委員長──恭野文香は、突如喘ぎ始めた伊藤に訝しげな視線を送る。

「伊藤先生、体調悪いんですかね……？」

「ねーねー恭野、ハカセにいいものを貰ったよ。名付けて、伊藤先生の健康が回復するスイッチ」

「へえ、すごいですねー」恭野は、怪しげなスイッチを手に取る。

「試しに、恭野も押してみなよ！」

「わかりました。ポチッと」

「アアアアーーーーーッ！」

「？」恭野は首をかしげる。「全然効きませんよ。もっと押してみます？」ポチッ！　ポチッ！

「ギャアーーーっ！　目覚めるぅ！　目覚めるぅ！」

「悪化しているような……。強く押さなきゃいけないんですかね？」ズン！　バンバン！　グリグリッ！

「ヒャアイッ！　強い!!　強すぎるッ!!」

「恭野、それくらいにしてあげな？」胡桃沢は言う。

「……？」

「どうなってしまったんだ？　俺の体は……」伊藤は混乱する。

　その日から胡桃沢による、容赦ない肛門攻撃が始まった──




　胡桃沢による肛門攻撃は、一週間ほど続いた。

　ホームルーム中、集会中、職員会議中──ありとあらゆる場所で続いた。

　あまりの攻撃の苛烈さゆえに、同僚の教師たちの間で、

「伊藤先生は、人前で肛門をいじる癖があるのではないか？」

　という噂が出回ってしまうほどであった──




　二週間後。

「最近、伊藤先生が私に冷たいなぁ。まさか、私がやったこと、バレてないよね？」

　胡桃沢が、少し遅刻して登校した──その時だった。

　突如として、彼女の肛門を刺激が襲った！

「ヒィヤァッ！　……今の、何？」

「フフッ……、俺がやったんだよ」

　廊下の影から、伊藤が姿を現した。その目は復讐に燃え、ドロドロに濁っている。

「胡桃沢……、ハカセが自白したぞ。一連の事件は、お前のせいだったんだな」伊藤は、怪しいスイッチを手に持っている。

「……そのスイッチ、まさか」

「そう。罪滅ぼしにハカセに作らせたんだよ」伊藤はニヤリと笑う。「胡桃沢──お前の肛門を刺激するスイッチをな」

「!!」胡桃沢は悲鳴のような声をあげた。「教え子の肛門を刺激するスイッチを持ってくるって……、あんた教師でしょーッ!?」

「あの一週間、本当に辛かったんだぞ！　お前に、人の肛門で遊ぶことの罪深さを教えてやる！　セイ！」

「きゃあーっ！」

「オラオラオラオラオラオラオラオラ！」

「やああああああーーーーっ！」

　お尻を押さえて跳ね回りながら、胡桃沢が目をむく。

「もう許さない！　私だって、先生の肛門を攻撃出来るんだから！」胡桃沢はポケットからスイッチを出した。「えぇぇーいっ！」バチィン！

「ギャアーーーッ！」伊藤は派手な声を漏らす。「お……、お前の方が出力強くない？」

「せんせーの肛門が弱いんでしょーっ！　セェイ！」

「アヘェェーーーーッ！」伊藤は涙を流す。「だが俺は引かん！　出力が弱い分は、大人の筋力で補ってやる、オリャーッ！」

「ううううううーーーーッ！」胡桃沢は叫ぶ。「ま、負けないんだからーっ！」

「オウッ」バチッ！　「オウフッ」バチイッ！　「うおおおおーっ！」

「う、ううっ！」ポチッ！　「きゃあーッ！」ポチポチポチッ！

「アアアアーーッ！」バチッ！　「アウアッ！」ババチッ！　「ウウアアアアアアアアアアーーーーーーーーッ！」バチィン！

「う、ううっ……」ポチポチッ！　「アアアアッ」ポチポチポチポチッ！　「ひい……」ポッ！　「ううううううううううううひゃああああああーーーッ！」ポチポチッ！

「「アアアアアアアアアーーーーーーーーッ！」」




　気がつけば二人は──保健室のベッドにいた。

　そしてお互い、もう二度とこのスイッチは押さないという、停戦協定を結んだのだった。




「はぁ、暇だなー。伊藤先生の授業つまんないし、なんか面白いことないかなー」

　退屈な授業を聞きながら、胡桃沢はため息をついた。独り言をつぶやく彼女に、その隣の席に座っているハカセが言う。

「そういうことなら、面白いものがあるよ。名付けて『伊藤先生の前立腺を刺激するスイッチ』」

「前のとほぼ同じじゃん。そんなの要らないよ」

「そうかい。残念だね」

「……」

　胡桃沢は少し考えると、ハカセに言った。

「やっぱり貸して！」

「では、重力を二つの方向に分解するぞ」伊藤は授業を続ける。「今、物体にかかっている力は、ｍｇい」ポチッ！　「イッヒイイイイイーーーン!!」

「前のより、出力つよーい♡」

「おい、胡桃沢ァーーーー」ポチッ！　「ァッハッハァーーーンッ！」

　そしてまた、邪悪なスイッチをめぐる戦いが始まるのだった──
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